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婚前同居～イジワル御曹司とひとつ屋根の下～










婚約の条件はお試し同居




　十月下旬の日曜日、大安吉日。

　本日はお日柄もよく――。

　見上げた空は高く空気は澄み切っていて、秋らしいカラッとした晴天に恵まれた。そろそろ晩秋を迎える季節だけど、頬にそよぐ風はほんのり暖かく、とても優しい。

　気候のいいこの季節は、絶好のウェディングシーズン。都内有数の高級ホテルのロビーは、結婚式の招待客で溢れ返っている。

　宿泊棟から外に続く石畳の先に建つチャペルでは、さっき見た時とは違う花嫁さんがドレスのヴェールをはためかせていた。クラシカルな造りのチャペルの向こうには、東とう京きょう湾わんが広がっている。

　海の青と花嫁さんの白。そして、爽やかな秋晴れの空のコントラストが、なんとも言えず絶妙。

　いいなあ。やっぱり私も結婚式はドレスがいいなあ……なんて見み惚とれながら、私は自分が身につけている服を見下ろした。

　花嫁さんの白ではないけど、これでも一応、おめでたい席を華やかに彩る艶あでやかな紅色、辻が花模様の豪華な着物姿だ。

　実を言うと……かく言う私も、結婚式をゴール地点に据えた第一段階の真っただ中にいる。

　今日、私、生い駒こま帆ほの夏かは、この先続く幸せな人生の、記念すべき第一日目をスタートさせたところ。いや、まだ、スタートラインに立っただけ……かな？

　着物のおかげで歩幅が狭く、さっきから私はちょっと小走り気味。前を行く彼に遅れないようについていくのが精いっぱい。着物スタイルに合わせてアレンジした、肩上レングスのミディアムボブの髪がふわふわと揺れている。

　自分でも思う。今の私、遠目だと、赤いペンギンのようにしか見えないだろう。いや、近くで見てもいいところ七五三かもしれない。

　なにせ私は、まん丸の目ばかりが目立つ丸顔で、幼い時から全然変化のない童顔。高校生の時、制服を着ていても小学生と間違われた黒歴史がある。

　履き慣れない下駄のせいでひょこひょこと歩きながら、私はそっと目線を上げた。少し息を弾ませ、私の二歩前を歩く、黒いスーツの彼を見つめる。

　身長百五十七センチの私より、優に二十センチは高い背丈。スラッと細身なのに、広い肩。ちょっと猫っ毛っぽい焦げ茶色の髪が、秋の爽やかな風に揺れている。

　ホテルのラウンジでお互いの家族と並んで座り、それっぽい歓談を終えた後。『あとは若いおふたりで』なんて常じょう套とう句くに送られて、現在私たちは手入れの行き届いた美しい庭園を散歩中。

　とはいえ……。さっきから一度も振り返らない広い男らしい背中は、まるで私の前に聳そびえ立つ壁のようだ。きっと、私がついて歩いているのもすっかり忘れているんだろう。歩幅の違いは気遣ってくれない。でも、そんな後ろ姿にすら惚れ惚れして、ポーッと見惚れていた時。

「……っつーか、マジか。なんだこの途方もない敗北感は……」

　ラウンジで顔を見合わせた途端、切れ長の涼しげな目を見開き絶句して、それからひと言も発せずにいた春はる海み樹いつきさんが、ここにきてやっと口を開いた。

　小さくボソボソと掠かすれた声は、空気に溶け込んでしまいそう。それをなんとか聞き取ろうとして、急いで隣に駆け寄る。

「俺、悪夢でも見てんのか？　なんで俺が生駒と？　見合いだ？　結婚だ？　なんの冗談だよ、いったい……」

　彼の少し低いテノールの声は、私の耳にはとても甘く心地よく響く。大好きなその声をやっと聞くことができた！と喜びはしても、繰り出される言葉はなんだか夢遊病者のうわ言みたいだった。

　さっきから周りの会話の流れについていけず、ひとりでボーッと……というより魂たましいが抜けたように呆けていた樹さん。もしかして、今自分がここでなにをしてるのかも、理解できていないんじゃないかと心配だった。

　でも、どうやらそこまでの心配は必要なかったらしい。

「樹さん。どうぞ、末永くよろしくお願いします」

　彼のうわ言を遮るように、横に並んで見上げながら立ち止まる。私につられて足を止めた彼に、私は深々と頭を下げた。

　再び頭を上げ、いつも笑って見えると言われる、目尻が下がり気味の顔で、さらにニッコリと微笑む。なのに。

「断る」

　短く即答された。

「えっ……。樹さん、そんな我わが儘まま、困ります」

　あまりに無情なひと言に焦って声をあげると、樹さんはようやく魂が戻ってきたかのように全身に生気を漲みなぎらせ、くわっと眦まなじりを裂いた。

「我儘!?　俺が!?　なんで！　当然だろ!!」

　血走った目で私を射い竦すくめ、すごい力で両肩を掴んできた。そのまま私を勢いよく揺さぶり始める。

「おい。その腹立たしいくらい平然としたツラはなんだよ。なんだその余裕な勝ち誇った顔……って、生駒、お前は知ってたのか!?」

「う」

　ゆっさゆっさと乱暴に揺さぶられ、首がガクガクと前後に動く。このまま頭が取れてしまうんじゃないかと思うくらいの力に、私は小さな呻うめき声を漏らした。

「……だなっ!?　おい。いったいなんの恨みがあって、俺の親とつるんでまで、こんな大がかりな嫌がらせを……」

「い、嫌がらせだなんて、そんな。滅相もない!!」

　目を白黒させながら、私は樹さんに反論した。彼の手もピタリと止まる。

「私も、父から結婚を言いつけられただけです。つるんでもいないし、もちろん恨みなんか……」

　ちょっとムキになって頬を膨らませると、樹さんは、穴が空くんじゃないかと思うほど、私をジッと見つめてくる。その端正で綺麗な顔は、険しく歪んでいてもとても絵になる。樹さんの麗うるわしい顔がグッと近付くのにドキッとして、私は思わずポッと頬を赤らめた。

「あの……あんまり見つめないでください。照れくさいです……」

「寝言は寝て言え。それより、おい。なんだ今の、父親から言いつけられたって」

　私の言葉をサクッと遮った樹さんは、質問を畳みかけるうちに、鋭くそこに行き当たったようだ。

「まさか……」

　樹さんがハッとしたように目を見開く。この至近距離で、彼の茶色い瞳に私が大きく映り込んでいる。そんな小さなことでも、私の胸は幸せでいっぱいになる。

　一瞬見入ってしまいそうになりながらも、とにかく聞かれたことに答えようとして、私は何度も大きく頷いてみせた。

「今年の四月、業務提携目的で実現した春はる海み海かい運うんと生い駒こまカンパニーの合併は、私と樹さんの結婚が合意条件のひとつだったそうなんです」

「なっ……」

　私の説明を聞いて、樹さんは短く息をのんだ。

「樹さんは突然結婚って言っても怒るだろうから、もう少し経ったら折を見て〝婚約者〟って紹介するって」

「え？」

「私、おじ様……いえ、社長からそう言われてて。あの……本当に、今までなんにも聞いてなかったですか？」

　肩を掴まれ、ドキドキしながら言い終えた私に、樹さんは再び烈火の如ごとく怒り出した。

「やっぱつるんでんじゃねえか！　全っ然聞いてねえよ！　あ、お前が今年うちにコネ入社して、俺と同じ海上政策部に配属されたのも、うちの親父の差し金なのか!?」

「い、いえっ！　それはどっちかっていうと私の方が父に頼んで……」

「なんで！」

「だってっ……」

　会話の応酬を続けるうちに、樹さんの顔が再び近付いてくる。思わずゴクッと唾を飲み込む私に、樹さんはピクリと眉尻を上げた。キュッと引き結んだその薄い唇を、私はジーッと見つめて。

「言われた通り、正式にご紹介いただくのは待ちました。でも私、少しでも早くお会いしたかったんです。だって……この先一生連れ添う旦那様ですから……」

　頬を赤らめ恥らいながら呟くと、樹さんは私の目の前でがっくりとこうべを垂れた。

「一生って……。生駒、お前なんでそんな従順に受け入れてんだよ？　こんなのただの政略結婚じゃないか。俺より先に知ってたって言っても、お前の方だって勝手に決められたんだろ？　なのに……」

　打ちひしがれたように声を消え入らせる樹さんの頭のてっぺんを見つめながら、私は小さく首を横に振った。

　勝手に決められたのは確かだけど、私はこの結婚に異論などない。

「いいえ。樹さん」

　だから、そう返事をしようとして――。

「私は……」

「ってことはなんだ？　……つまり、お前も出会ってからこの半年、俺を騙して楽しんでたってことか」

「えっ？」

　まるで地の底を這うような低い声。予想外の言葉で遮られ、私はギョッと目を剥いた。

　顔を上げた樹さんが、私をギロッと睨みつけてくる。その半端じゃない目力に、さすがに私も竦み上がり、肩を強張らせて全身を硬直させた。

「おかしいと思ってたんだよ。いつもいつも、バカじゃないかってくらい『好きです好きです』って。どこかちょっと頭の弱い女なのかと思ってたけど」

「で、でも。好きなのは本当だし、私……」

「なるほどね。利害関係のある政略結婚相手だって知ってたからか」

　私の言葉にはまったく耳を貸さず険しく眉を寄せて、樹さんはハアッと大きな息を吐き出した。

「慣れてるようにも見えないのに、随分と軽く言う女だなって思ってたんだよ。そりゃあ、本心じゃないんだ。言うだけなら簡単か」

「ち、違いますっ！　私っ……！」

「あ～、俺、女なら誰にでも見境ない男じゃなくてよかった。言っとくが、俺はこんな結婚、認めない。まだ半分以上残ってる俺の人生、お前なんかに縛られてたまるか。……いくら会社のためでも」

　鼻先が触れそうになるくらいまで顔を近付け、その鋭い瞳で私を射貫くように睨みつけてから、樹さんは肩に置いた手に力を込め、私を突き放した。

「きゃっ」

　一瞬バランスを崩して足元が覚おぼ束つかなくなり、私はよろけた。転びそうになって、その場に膝をついてしまう。

　樹さんはパンツのポケットに手を突っ込み、足元の敷石をじゃりっと踏み鳴らして私を見下ろした。その姿を大きく振り仰ぎ、

「ほ、本当に、好きなんです。樹さん」

　ドキドキしながら反射的に言い返す私に、樹さんは心底嫌そうに眉をひそめた。

「生駒のそれ、すっかり口癖だな。俺の顔見たらそう言うように、頭ん中プログラミングされてんじゃねえの？　おかげで完全に聞き飽きた。……そんな条件反射みたいな言葉聞いても嬉しくもなんともないし、グラッともこない。まあ、そうじゃなくてもお前はないわ」

　そんな毒舌で、いつもと変わらず私の気持ちをスルーしてくれる。

「あの……」

　樹さんがどう思っても、本当に本気で言ってるのに。

　確かに、私はいつも樹さんに、言葉でも態度でも〝好き〟と伝えてしまう。だけど、それは本当に好きな気持ちを抑えられないから。計算も嘘もなく、全身から沸き起こってしまう、そんな感覚に近いのだ。

　でも、いつにも増してヒートアップした樹さんには、そんな気持ちが伝わるはずもない。樹さんは怒り心頭で、私にクルッと背を向けた。

「誰がお前なんかに政略されて結婚するか」

　忌いま々いましそうな口調で言い捨てると、しゃがみ込む私を置いて、ひとりでさっさとホテルの館内に戻ってしまった。

　けれど――。




　その翌日。

　週が明けて出勤した私は、朝一で社長室に呼び出された。

　ドアを開けた途端視界に飛び込んでくる、オーク素材の立派なライティングデスク。東京のオフィス街を一望できる壁一面の窓を背に、革張りのチェアにデンと鎮ちん座ざしているのは、ちょっと白いものが混じったすっきりと短髪の中高年の男性。スラッとした体形からも威厳と風格を漂わせる、この会社、春海海運の春海社長だ。

　その隣に不貞くされた表情で立っているのは、右の頬骨のあたりを腫らした樹さんで、私が社長室に入ってからずっと目を逸らしている。

「帆夏さん、昨日はこのバカ息子が大変失礼なことをしでかしたそうで……。本当に申し訳ない！」

　社長はそう言って立ち上がると、樹さんの頭を力いっぱい押さえつけながら、ふたり同時に頭を下げた。

「そ、そんな。私なんかに頭を下げないでください。私、全然気にしてませんから」

　自分が勤務する会社の社長に頭を下げられるのは、さすがに落ち着かない。

　私の返事を聞いて、社長はゆっくり頭を上げる。こちらに向き直った時には、どこか神妙な表情だった。

　けれど。

「……だろうな」

　ボソッと呟く樹さんを、社長は眉間に深い皺しわを刻んで睨みつけた。

　樹さんは唇を尖らせながらそっぽを向き、社長に耳を引っ張られて「いてっ」と小さな声をあげる。

「なんでも、大変失礼なことを言ったとか……。いい年して、いつまでも粋いきがってばかりで口の悪いドラ息子ですが、どうか、見捨てないでやってください」

　社長がひたすら下した手てにそう言うのを聞いて、「ちょっと待てよ」と樹さんが遮った。一方的にこき下ろされたのが不満な様子で、樹さんはムッと口をへの字に曲げている。

「樹。この期に及んでまだ足あ掻がくか。昨夜散々話し合ったはずだ。お前も納得したじゃないか」

　社長が忌々しげにそう言うと、樹さんは「ふん」と鼻を鳴らして、この上なく不機嫌な表情を浮かべた。

「うちの会社の新規事業開拓の一環で、生駒カンパニーのこれまでの業績とノウハウが必要だった。業務提携ではなく合併した方が、今後の事業拡大も期待できる。お互いウィンウィンの合併。……それはわかるけどな」

　社長に早口でそう言って、樹さんは肩を落として大きな溜め息をつく。

「戦前戦後の日本じゃないんだ。今や皇族だってわりと自由に恋愛結婚する時代だってのに。会社のために結婚しろって言われて、無抵抗であっさり〝はい〟って頷く跡継ぎがどこにいるんだよ。コイツくらいなもんだろ……」

　そう言いながら、私にちょっと辛しん辣らつに流し目を向けてくる。

　反射的に怯む私に気付き、社長が厳しい口調で「樹」と窘たしなめた。

　樹さんは言葉を切って肩を竦める。

「やり方が汚ないんだよ。そんな約束したこと、俺にはひと言も言わないで、合併から半年経って、いきなり見合いの場に連れ出して『実は……』はないだろ。完全に逃げ道断った状態で、姑こ息そくすぎる。息子の人権なんだと思ってんだ」

「恋愛結婚などと、どの口が言う。くだらない遊びの女だけを無駄に増やしていく息子に、なにが跡継ぎだ、人権だ。バカもん」

「なっ……！」

　社長は樹さんに蔑さげすむような視線を向けて、シレッと言いのけた。その言葉はそれほど的を外れていなかったのか、樹さんの方がギョッとして言葉をのみ込んだ。

「若いうちならそれも目を瞑つぶったがな。樹、お前ももう二十八だろう。私が先代からこの会社を継いだ年だ。いい加減、春海の跡取りとしての自覚を持て。帆夏さんとの縁談は、腰を据えるにはいいタイミングだ」

　樹さんと同じように早口で畳みかける社長。そこには親としての威厳だけじゃなく、日本経済を支える一企業のトップとしての絶対的な権力を感じる。

　その感覚は樹さんも同じだったんだろう。彼はムッとしたように唇を結んだだけだった。

「後腐れない適当な女で遊んでないで、そろそろ将来を考えて種を撒まけということだ」

「種って……おい、それが親の言うことかよ！」

　冷酷と言ってもいいほど経営者に徹する社長に、樹さんは目を剥いて怒鳴った。

　そんなふたりの姿を目の前にして、私はオロオロしながらも、そこから立ち去ることもできずに、肩を縮ませるしかなかった。

　樹さんと社長の会話は平行線のままで、どのくらいの沈黙が続いただろうか。樹さんが目を伏せて、フウッと大きな溜め息をついた。

「……わかった。じゃあ、俺にも条件がある」

　静かな低い声に、私はおずおずと顔を上げた。樹さんは社長相手に胸を反らし、その前で腕組みをして、チラッと私に視線を向ける。

「お前に条件を出す権利があると思うか、バカもん」

「頭ごなしに否定しないで、まあ聞けって。たとえば、俺と生駒がこのまま言いなりになって結婚したとして。もともと性格が不一致な上、我慢ならない習癖とか性癖があって、早々に離婚訴訟……なんてことになったら、どうする？　次期社長として企業イメージを悪くするし、何千人っていう社員にも示しがつかない。なにより傷もんになるのは女の方だろ」

　強気で畳みかける樹さんに、社長も「ふん？」と耳を傾ける。

　その機に乗じて、樹さんが社長のデスクにバンと音を立てて手を置いた。そのまま社長を斜めの角度で覗き込む。

「そうならないように、俺に提案がある。短期間でいい。正式に婚約する前に、試しにコイツと同居させろ」

「へっ……!?」

　樹さんの真剣な提案に、社長よりも私の方が先に反応した。無意識に声をひっくり返らせる私に、樹さんは涼しい瞳を向けるだけ。

「こうなったら、人権侵害ギリギリの最低ラインまで譲歩してやる。どうしても無理じゃない限り、このふざけた結婚も受けてやる」

　樹さんはチッと舌打ちしながら、背筋を伸ばして姿勢を正した。

　社長は黙って顎をしゃくるようにして、樹さんに続きを促す。

「俺と生駒はオフィスでたった半年、先輩後輩の関係で過ごしただけだから。それじゃ、性癖までわからないんだよ。なら、一緒に暮らしてさらけ出すしかないだろ」

「えっ……い、樹さ……!?」

「ふむ……。それも一理あるな」

　私を丸無視して、社長は何度か小さく頷く。

　社長の反応に私はあんぐりと口を開けた。けれど、ひと言も返す間は与えられず。

「じゃ、決定」

「ええっ!?」

　あまりに平然と呟く樹さんを、私は大きく見開いた目で呆然と見つめた。

　ポカンとするだけでなにも言えない私を、樹さんは軽く見遣る。すぐに目を伏せ、ゆっくり歩いてきた。そして、私の横をすれ違いざま、小さくひと言――。

「逃げるなら、さっさと逃げろ」

　私の胸が、ドクン……と重苦しい音を発した。

　思わず振り返った時には、樹さんはこちらに目を遣ることもなく、社長室を出ていってしまっていた。私は口をパクパクさせて、開け放たれたドアの向こうに小さくなっていく背を見送るだけ。

「帆夏さん。君は樹の提案に同意してくれるか？」

「えっ!?」

　背後から探るように聞かれて、私は戸惑いながらモゴモゴと返事をした。

「ど、同意と言われましても……。だって一緒に生活って……それって……」

　樹さんは〝お試し同居〟って言い方をしたけど、間違いなく同棲ってことだ。今まで誰ともお付き合いしたことのない私が、婚約も認めてもらえない状態でいきなり同棲だなんて……！

　心の中では激しく動揺していたけれど、まるで苦虫を噛み潰したような社長の表情を見たら、〝絶対無理です〟とは言いにくくなってしまう。

「帆夏さん。あのドラ息子にはある程度ガツンと言う必要があるが、あれ以上機嫌を損ねると、手の施しようがない事態に陥りかねん。試すなど、失礼は承知だが、ここはひとつ、樹の条件をのんでもらえないだろうか？」

　さらに真しん摯しに頼み込まれ、私も言葉に詰まる。

「あ……う……でも、まだ結婚前なのに、その……」

「樹も最低限と言ってることだし、ちょっと反抗したいだけだろう。短期間だけのお試し同居、樹に付き合ってやってくれないか？」

　社長の読みは、私にはかなり楽観的に聞こえた。せいぜい〝ドラ息子のご機嫌取り〟くらいにしか考えてない。もちろん、お試しのまま終わるとは思ってないんだろうし、私と樹さんの婚約は無事に成立すると信じ切っている。

　だけど。

「一緒に住んで、今以上に嫌われちゃったら……」

　ボソッと漏れた不安たっぷりの私の独り言は、社長の耳には届かなかったみたいだ。「は？」と短く聞き返されて、慌てて大きく首を横に振ってごまかす。そしてそれ以上はなにも言わず、ただ肩を落として息を吐いた。




　私の父が社長として経営していた生駒カンパニーは、主にアジア諸国を相手に貿易取引を行う専門商社だ。中小企業ではあるけれど、祖父の代から続いた会社で、長年に渡り各国と友好関係を築き、安定した業績を誇っていた。

　そこに目をつけたのが、新事業に参入しようとする国内最大手の海運会社、春海海運の現社長だった。春海海運が新たに手掛ける事業……というのは、超ゴージャスなアジア各国を周遊するクルーズツアー就航だ。このクルーズツアーは、大手旅行会社が企画・主催するもので、航行に関して春海海運が独占契約を結んでいる。他にも外食産業やイベント企画会社など日本のトップ企業が参画していて、立案段階からマスコミに取り上げられるほど、世間の注目を浴びていた。

　春海と生駒、両社の業務提携交渉が進む中、互いに長期利益を目もく論ろみ、合併という話が持ち上がった。私の父は、これまで二代続いた社名を手放すという賭けに出た。会社を守っても、生駒家に跡を継ぐ息子がいないというお家事情もその裏にはあった。

　私が大学生になった頃から始まった合併交渉は、紆う余よ曲きょく折せつを経て、二年前に合意に至った。樹さんも言っていたように〝ウィンウィン〟の円満合意。

　だけど、世間的には、生駒カンパニーが春海海運に吸収されたように捉えられる。それが、社長である父にとって唯一のネックだったそうだ。

　これまで生駒カンパニーで働いてきた、たくさんの社員のプライドを守るために、まず父は、自分が副社長の座に就くことを条件にした。そしてそれが父の代だけの約束にならないように、最終合意の際、もうひとつ、絶対条件を挙げた。それが、私と樹さんの結婚だった。

　合併合意の調印式を終えて帰宅した父は、満面の笑みを浮かべて、私に婚約の内定を告げた。

『喜べ、帆夏。お前にとって最良の縁談だ。これでお前の一生の幸せも、生駒に関わった何千何万という社員の誇りも、保証されたんだぞ』

　酔っ払って赤ら顔の父が声高らかに発した、とんでもない言葉……。

　もちろん、当時まだ大学生だった私は、すんなり『はい』とは頷けなかった。いくら良縁だと言われても、父の会社のために、顔も知らない人と婚約、結婚なんて。樹さんの言葉じゃないけど、いつの時代の話だと、私だってそう思った。

　とはいえ、私を心配する親心だと胸を張って言われれば、もうぐうの音も出ない。

　私は、十歳年の離れた姉とは違い、特に美人でもなく多才なわけでもない。

　好奇心旺盛で自分から出会いを求め、見事、将来有望な青年実業家と結婚した姉。対して私は、恋には及び腰で、まともに男性とお付き合いしたこともなかった。

　次女……根っからの末っ子気質というんだろうか。家族全員にかわいがられて何不自由なく育ち、二十二歳になるまで呑気にのほほんと過ごしてきてしまった。

　おかげで、今あるのは生駒の姓だけ。他にはなんの取り柄もない。そしてみんな、私の行く末を案じていた。

　この時代、この年で政略結婚なんて！とは反論できなかった。黙って聞いていれば、父の言う通り、その縁談は確かに私にとって最良で、一生の幸せを約束されたようなものだと思ったから。政略結婚にありがちな年の離れたおじさんが相手ではなく、私より五歳年上なだけ、というのも安心材料になった。

　正式な顔合わせや婚約は合併後、落ち着いてから、という条件はあったけれど、私は一刻も早くお会いして、親の決めた婚約者を〝好き〟になりたかった。いや、〝絶対に好きになる〟と自分に刷り込み、一生に一度の結婚を自分の手で幸せなものにしてみせると、心に決めた。

　ところが――。

　自分に刷り込むまでもなく、私は樹さんにひと目で恋に落ちてしまったのだ。




　お見合い翌週の土曜日。私は大きなスーツケースを手に、樹さんと期間限定のお試し同居をするマンションの前に佇んだ。

　私と樹さんの実家のちょうど中間地点にある、東京でも有数の高級住宅街のど真ん中。私は目の前に聳え立つ豪華なタワーマンションを、怖々と見上げた。

　有名建築デザイナーの手によるスタイリッシュでお洒落な外観からも、ここが選ばれし人間のための居住空間というのがわかる。

　グランドエントランスにはコンシェルジュが常駐。最上階には居住者専用フィットネスジムまで完備されているらしい。

　普通の感覚だったら、『すご～い！　素敵！』とはしゃいで喜べるんだろうか。残念ながら、今の私はなんとも言えず不安な気持ちでソワソワするだけ。期待とか希望はまったくない。

　新居の準備は春海社長が人を使って済ませてくれていて、私は昨日の終業後、憮ぶ然ぜんとした表情の樹さんから、マンションの地図と鍵を受け取っただけ。

『俺の方は、とりあえず昨夜から入ってる。お前は都合のいい時に荷物持ってこい。全っ然急がなくていいから』

　素っ気ない不貞くされたような口調。当然ながら、歓迎されてる気はまったくしない。

　昨日の樹さんを思い出して、私は重い溜め息をついた。

　どうしよう。本当に悪い予感しかしない……。

　生駒の家に生まれ育ったというだけで、なんの取り柄もない私が、樹さんと同居なんて。あの樹さんが、いくら会社のためとはいえ政略結婚……しかも私相手の……。それを文句も言わずに受け入れてくれるとは思ってなかったけど、まさかこんなことを言い出すとは考えもしなかった。

　樹さんは社長には『人権侵害ギリギリの最低ライン』なんて言ってたけど、このお試し同居を利用して、政略結婚そのものを破談にしようとしてるに決まってる。

　私はずっと実家暮らしで、身の回りのことは母がやってくれていたから、家事はほとんどしたことがなく、当然自信もない。それを理由に、妻としてふさわしくないと判断されたら、どうしよう。

　花嫁修業は、正式に婚約が成立してからゆっくりやろうと思っていた。なんでもっと早くからやっておかなかったんだろう、私……。

　婚約を言い渡されてから、二年近く思い描いていた幸せな人生が、ガラガラと音を立てて崩壊していくようだった。

　このマンションの高層階角部屋の３ＬＤＫを、社長はポンと買い取ったと聞いた。やっぱり、三カ月のお試しで終わるとは思っていなかったようだ。

　三カ月が過ぎても、私はここで樹さんと結婚生活を送ることができるんだろうか。そんなことまで深く深く考えて、私は大きく肩を落とした。

　いや……それでも、まったく望みがないわけじゃない。一緒に暮らせば普段の私を知って、好きになってもらえるかもしれない。うん、可能性はゼロではない……はず。

　エントランスの前でスーツケースを手に建物を見上げながら、浮かない顔で溜め息をつく私を見て、住人らしい若い夫婦が胡う散さんくさそうに通り過ぎていった。

　チラッと視線を返しただけでも、ご主人も奥様もかなりハイセンスだ。しかも仲がよさそうで、夫婦というより恋人同士みたい。

　いいなあ～、お似合いだなあと思いながら、その背を見送った。

　そうだ、まずは恋人になるのを目標にすればいいんだ。私はそう考え直した。

　お試し期間は三カ月。いきなり婚約者と認めてもらおうと気負うから、憂ゆう鬱うつになる。そうじゃなくて、まずは恋人にしてもらう努力をすべき。

　樹さんに好きになってもらうのが、私がこの同居で目指すべきゴール。そう考えれば、家でもオフィスでも目標はそう大きく変わらない。

　とにかくこの三カ月を乗り越えられるかどうかで、この先の私の人生が七色の幸せに輝くか、色褪せてくすんでいくか、極端に変わってくる。

「よ、よし！　頑張れ、私!!」

　気合いを入れようとして、頬を両手で一度パンと叩く。私は意を決してグランドエントランスに足を踏み出した。

　コンシェルジュさんに挨拶をして、奥まったエレベーターに案内してもらう。ゴロゴロとスーツケースのキャスターを鳴らす私に、不審げな視線を向けられたのは感じたけど、さすがに職業柄か、私がしっかり顔を上げている時は愛想たっぷりの笑顔だった。

　エレベーターにひとりで乗り込み、オフィスビル並みの階数まで一気に上がる。ほんの十数秒でドアが開き、私はフロアに降り立った。両サイドに広がる廊下を見渡すと、異国の高級ホテルにフラッとひとり旅に来たような感覚を覚えた。

　私が目指すのは、このフロアの一番端の角部屋。私はスーツケースを引っ張ってその部屋の前で足を止めた。

　一度ゴクッと唾を飲んでから、昨日もらったばかりの鍵を取り出し、恐る恐るドアを開けた。なんだか強盗に入ったような気分で、急いで玄関に身を滑らせる。

　背後でバタンとドアが閉まる音を聞いて、心の底からホッと大きな息を吐いた時。

「なんだ、早いな。もう来たのか」

　そんな声が耳に届き、私は顔を上げた。途端にギョッとして、一瞬呼吸の仕方も忘れてしまう。

「い、い、い、樹さんっ……!?」

「他に誰がいるんだよ。そんなに驚くことか？」

　樹さんは、いつもと変わらず素っ気ない。だけど、私が驚くのは当然のこと。だって樹さんは、廊下の真ん中の多分バスルームであろうドアから、濡れた髪をタオルで拭いながら出てきたのだ。上半身裸、腰で穿いたルーズなパンツ姿で。

「急がなくていいって言ったのに。……あ～あ」

　玄関口で凍りつく私に背を向けて呟き、樹さんは大きく肩で息をした。その後、くるりと方向転換して私の方に大股で歩み寄ってくる。

「っ……」

　スーツ姿でも十分わかる引き締まったセクシーなボディが、視界にズンズン入り込んできて、私は大きく目を見開いてしまう。

　そんな格好で近寄ってこられたら!!

　私の心臓は、ドキドキドキ……と怖いくらい騒ぎ出す。

「ほら、荷物貸せ……」

「きゃ、きゃああああっ!!」

　私は大きく後ずさって、ドンと音を立ててドアに背をぶつけていた。

　樹さんは私の絶叫にビクッと身を震わせて、一瞬凍りついたように動きを止める。差し出した手を引っ込め、すぐに不機嫌そうに眉間に皺を寄せた。

「うるさいな。なんだよ、その悲鳴」

「だだだだ、だって……！　樹さん、なんでそんな格好でうろついてるんですかっ！　わ、私に近寄ってくるんですかっ!!」

　ぎゅうっと目を閉じたまま反論すると、「はあ？」と呆れたような声が返ってきた。

　私は肩で大きく深呼吸して気を鎮め、恐る恐る瞼まぶたを開く。樹さんは私の目の前でキュッと唇を結んでいた。

「なんでって……シャワー浴びた後だし。家でどんな格好してようと勝手だろ。お前に近寄ったのは、荷物持ってやろうかと思っただけなんだけど」

「えっ……」

　返された言葉に何度もパチパチと瞬きをする私に、樹さんは口角を上げてちょっと意地悪な笑みを浮かべる。そして、

「は～ん……いっちょまえに変なこと期待したのか？」

　そう言いながら身を屈めて、私の顔を大きく覗き込んでくる。

　一気に縮まる距離に、頬が火ほ照てるのを感じた。

「あ、う。えっと……」

　確かに、〝これって同居じゃなくて同棲じゃない！〟と思ってはいたけど、いきなり見破られるとは想定外だった。自分でも頬が赤くなってるのがわかる。

　けれど樹さんは私の反応をそこまで観察すると、興味がそがれたように背を向けた。その手には私のスーツケースの取手が握られている。

「あ、ま、待ってください！」

　私も慌てて靴を脱いで廊下に踏み出し、樹さんの背を追った。そして、採光抜群の広いリビングのドア口で、再び足を止める。

　優に二十畳はある広々としたリビングには、ゆったりとした上質なソファに、ホームシアター張りの大きなテレビが置かれていた。奥には三つドアが並んでいる。

　向かい側は一面ガラス張り。その奥にベランダがあるのだろうけど、この位置からでは、窓の外には青い空しか見えなかった。

　呆然としながらリビングに足を踏み入れると、右手に立派なカウンターキッチンも確認できた。

〝夫婦〟ふたりの新居としては、十分すぎる広い間取り。ここで三カ月限定とはいえ、樹さんと一緒に生活するんだ……。

　今さらながら実感が湧いてきて、私は無意識に両手をギュッと握りしめていた。

　ひとり緊張感を高まらせる私をチラリと見て、樹さんはリビングの奥、一番右端のドアの前まで進んで、私のスーツケースを置いた。それから腰に手を当て、軽く首を傾げて私を見据えてくる。

「ここ、お前の部屋」

「わ、私の？　……って」

　訊ね返しながら、私は戸惑って樹さんを見つめた。引き締まった上半身を、相変わらず惜しげもなく披露した姿で、彼は私の反応に首を捻る。

「い、一緒じゃないんですか？」

　思わず疑問をそのまま口にしてしまった。

　今度は樹さんの方が不思議そうに目を丸くして、「へ？」と短く聞き返してきた。

「だ、だって……」

　これってぶっちゃけ同棲でしょ、と言いかけて語尾を尻すぼみにしたけど、樹さんは最後まで聞かなくても合点したようだ。さっきと同じ意地悪な笑みを浮かべてから、肩を揺らしてクックッと笑った。

「なにを期待してんだか。あのな。たかだかお試しで、寝室まで一緒にするわけないだろ」

「えっ……」

「実態は他人同士のルームシェア。そう思ってくれていい」

　樹さんはシレッとそう言うと、私の部屋のドアの前から離れて一番左端のドアを開けた。

「俺の部屋はこっち。勝手に入るなよ」

　その声に導かれるようにリビングを横切り、スーツケースの置かれたドアの前に立ち尽くした。それを見て、樹さんは軽く肩を竦める。

「そういうわけだから。変な期待も気負いもやめてくれ。共用部分のリビングやバスルームの掃除は、平日昼間にルームクリーニングが入るから気にしなくていい。自分の部屋だけ気をつけろ」

「は、はあ……」

「メシはもちろん別。洗濯も自分の分だけ。ルールを決めておきたいのは、風呂の順番くらいか」

「ルームシェア……ご飯も別……」

　私は、開け放たれた部屋を戸口から眺めて呆けた。

　ひとり部屋として十分な広さはあるけれど、家具は一台のセミダブルベッドと簡単なデスク。そして、備えつけのクローゼットのみ。だだっ広いだけで、大学時代の親友がひとり暮らしをしている部屋とそう変わりはない。

　お試し同居。いや、ほぼ同棲。とにかく三カ月の短い間に、樹さんに私を好きになってもらわないと！と意気込んだけれど、これじゃあひとりぼっちと変わらない。こんな生活で、樹さんはなにをどう試すつもりなんだろう？

　予想とまったく違う状況に戸惑い、私はそっと樹さんを見遣った。彼は肩からかけたタオルで、再びワシャワシャと髪を拭っている。

「まあ、三カ月。お互い我慢すればすぐに終わるよ」

　私の視線に気付いて、樹さんはどこまでもつれない態度でそう言い放った。その言葉からは、私を婚約者と認める気はまったくなく、試す必要もないというニュアンスが感じられる。

「我慢……ですか」

　拍子抜けしたせいで、私は樹さんの言葉を無意識に繰り返していた。それには、「我慢だろ」と即座に返されてしまう。

「好きでもない相手と、これから三カ月ひとつ屋根の下で暮らすんだ。俺はこれでもかなり譲歩してる。だからお前も、このくらいは付き合って我慢しろ」

　好きでもない相手――。

　それなら、我慢するのは樹さんの方だけだ。私は樹さんのことが好きなんだから、『我慢』と言われて憂鬱になってる場合じゃない。むしろ、彼とひとつ屋根の下で暮らせるこの状況を、喜ばなければ。

　そう考え直して胸に手を当て、ギュッと握りしめた。

　だけど、私が言い返す前に、

「じゃ」

　まるで、帰宅間際にオフィスで交わす挨拶のように短くそう言って、樹さんは自分の部屋に入ってしまった。振り返ってもくれず、バタンと音を立ててドアが閉ざされる。

　樹さんが消えていったドアと、開け放たれた自分の部屋を見て、私は大きく肩を落とした。

　確かにすごい気負っていたし、半分ヤケになってこの家のドアを開けたことに間違いはないけど。

「同棲どころか同居でもない。他人同士、我慢か……」

　ホッとしたのか、残念なのか、それとも悔しいのか。あまりに複雑で、自分の気持ちもよくわからない。

　私はスゴスゴと自分の部屋に入り、背中で静かにドアを閉めた。

　スーツケースを横にしていると、本当にひとりでホテルにチェックインしただけのような気分になる。思わず深い溜め息をつき、私は天井を見上げた。

　お試し同居を言い出したのは樹さんなのに、こんなんで、どうやって認めてもらえばいいの？

　私の脳裏には、三カ月後に樹さんが無慈悲な決断を下す姿が、リアルに浮かび上がっていた。










意地悪な彼に魔が差したら




　私は鬱うっ陶とうしがられているから、樹さんの態度はつれなくて素っ気ないけど、彼は決して口が悪くて冷たいだけの人ではない。幸運にも、私はそれを入社前から知ることができた。

　四月一日の春海海運と生駒カンパニーの合併当日を一週間後に控えた三月下旬、都内のホテルで豪華なセレモニーが行われた。私も、両親に連れられて会場に足を運んでいた。婚約者として正式に紹介されたこともないまま、〝社長の息子〟〝副社長の娘〟として、その時初めて、樹さんと対面した。

　黒いタキシード姿で、前髪をキリッと後ろに流して固めた樹さんはすごく紳士的で、大学を卒業したばかりの私にはとても大人びて見えた。しかも思いがけない超イケメンだったから、私はまともな挨拶もできずしどろもどろになってしまった。

　その時は樹さんも、ほんの数週間後にはオフィスで後輩になり、半年後に婚約者として紹介される女だとは思っていなかったからだろう。『初めまして、帆夏さん。今後ともどうぞよろしく』と、とても爽やかな笑顔で言ってくれたのだ。

　滲み出るような気品と、洗練された優雅な仕草。樹さんは、まるで本物の王子様みたいで、私はますます舞い上がった。差し出してくれた大きな手に、顔を真っ赤に染めて握手を返した私を見て、樹さんはふふっと魅惑的に目を細めた。

『そんなに緊張しないで。反応見たくて、意地悪したくなる』

　お互いの両親の目が離れた隙に、樹さんはコソッと声を潜めてそう言った。今なら私にもわかる。セレモニーの間に口にした中で、あれが一番、樹さんが素で言った言葉だっただろう。

　それでもあの時の私は、私の緊張を解すためのジョークだと解釈した。笑みを湛えた薄い唇を前に、私の胸は大きく跳ね上がり、鼓動は猛烈な勢いで加速していった。

　頭のてっぺんから湯気が出そうなほど真っ赤になった私を見て、彼は口元を手で隠しながらプッと吹き出した。そして、握手で繋がったままの手にキュッと力を込めた。

　その後も、会社関係の挨拶回りに忙しい両親の代わりに、彼が私をエスコートしてくれた。父以外の男性にエスコートしてもらったことなんかこれまで一度もない。上品でそつがないのに、どこかちょっと強引。樹さんのエスコートは私にはとても新鮮で、とにかくドキドキして、緊張は解れるどころか増すばかり。

　火照って真っ赤な顔をまっすぐ上げられず、私は途中、ドリンクを運んでいたウェイターとぶつかってしまった。トレイの上でこぼれたドリンクが、私の着物の肩口にかかった。樹さんが社長令息だと気付いたウェイターは、彼が連れていた私の着物を汚してしまったことに慌てふためいた。真っ青な顔をして、何度も『申し訳ありません！』と叫ぶ彼を、樹さんは表情を変えずに、ただ『しっ』と人差し指を唇の前で立てて制した。

『大丈夫。気にするな。騒ぎになるから、静かに』

　そう言って、ウェイターを下がらせると、私の肩を押して別室に移った。そこで、彼は私に謝罪してくれたのだ。

『君への気遣いが後回しになり、申し訳ない。だけど……あの場で他のスタッフを呼んで対処させたら、大事になってしまうから。あのウェイターには、失敗を気にせず、最後まで職務を全うしてもらわなきゃいけなかったんだ』

　そう言って私を椅子に座らせ、タキシードの胸に挿していた白いチーフを使って、染みにならないようにと必死に処置をしてくれた。

　そんな樹さんの言葉に、私は心を鷲掴みにされた気分だった。

　大事な会社の華やかなセレモニーの場。有名企業のトップや、経済産業界の大物ばかりの招待客が集う場で、粗相を叱責されれば大騒ぎになってしまう。樹さんは、ウェイターを気遣ったのだ。

　もともと、私が前を向いて歩いていなかったせいだ。だから『気にしないでください』と言って、私からも樹さんに謝った。謝られたことにきょとんとして、目を瞬かせていた樹さんの表情を、私はこの先一生忘れない。

　この人は、見た目がカッコいいだけじゃない。人の気持ちを自然に思いやれる、とても素敵な人。本物の王子様だ。

　私はそう確信して……火照る頬と騒ぐ鼓動を抑えることができず、ただ本能のままに、樹さんにときめいていた。




　そして一週間後――。

　合併当日は入社式でもあり、私は社会人生活の第一歩を踏み出した。

　入社式から引き続き行われた新人研修の開講式で、五十人の新入社員の前で壇上に上がった樹さんの姿に、私の胸はセレモニーの時以上に高鳴った。

　一週間前の正装した樹さんは完璧すぎる王子様で、畏おそれ多くて緊張してしまったけど、キリッとしたスーツ姿はあの時よりもリアリティがあり、〝私の婚約者〟という意識を強めてくれた。

〝先輩社員からの激励〟のスピーチで登壇した超イケメン、今年入社六年目になる社長令息に、胸をときめかせた新人女子は私だけじゃない。あちこちできゃあきゃあ言っていて、司会者が何度か咳払いをして静まらせるくらいだった。

　ちょっと騒がしい空気の中、樹さんは淡々と激励の原稿を読んでいたけれど、途中でわずかに厳しい表情で新入社員を大きく見渡して、原稿を手元で重ねた。

『原稿通りに読むのはここまで。ここからは個人的に申し上げます。皆さんご存じのようですが、私はこのまま順調に行けば、望もうが望むまいが、将来的にこの会社の社長の座が約束されています』

　低い声が静かに会場に響き渡り、さっきまでざわついていた新人女子たちも、固かた唾ずをのんで壇上の樹さんを見つめた。会場にいる全員の意識が自分に集中するのを確認してから、樹さんは一度大きく息を吸って、再びゆっくりと口を開いた。

『本当のところ、まだ社会人として五年の経験しかない私が、皆さんの前に立ち、激励なんかするのはおこがましいと思っています。ですが、顔と名前を覚えてもらういい機会なので、引き受けました』

　静かにゆっくりと紡がれる樹さんの心からの語りかけに、私は胸にギュッと手を当てていた。それは周りのみんなも一緒だったのかもしれない。私の隣の女子が、ゴクッと喉を鳴らすのが聞こえた。

『生まれた時から社長の座をゴールにレールが敷かれています。あえて自分で走らなくても、転がりつきます。でも、ほんの五分のコメントにも黙って耳を傾けてもらえない人間のままで、社長になるつもりはありません。私は、皆さんに支えてもらいながら、先頭切って引っ張っていく人間にならなければいけない。ですが今、私にはリーダーシップが欠けていると痛感いたしました。今後はこれまで以上に、精進していく所存です』

　丁寧な言葉にわずかに皮肉を含ませながら、樹さんはその端正な顔をしっかりと上げて、次の言葉を私たちに向けた。

『新入社員の皆さんも、それぞれの目標を胸に日々邁まい進しんしていくことになるかと思いますが、役付者になる頃には、部下の話に耳を傾け、受け止める包容力と柔軟性を兼ね備えた上司になってください。部下に慕われる社員は、企業の宝です。いえ、どうか、いずれトップに立つ私の宝になってください。その頃には……』

　樹さんの言葉に吸い込まれるように聞き入っている新入社員の反応を確認して、彼は満足げに、ニヤッと強気な笑みを浮かべた。

『俺の宝になることを、社員に後悔させない社長になってやるから』

　力強い宣言が会場に響き渡り、樹さんが壇上から降りても、彼の残した余韻に包まれていた。司会者は一瞬呆気にとられ、会場の袖に戻った樹さんは、渋い顔をした社長からゴツンとゲンコツを食らっていたけれど。

　新入社員のざわめきが、それまでとは違うものに変わっていた。樹さんのルックスで騒いでいた女子たちも、『カッコいい……』と溜め息交じりの称賛の声を漏らしていた。

　そして私は、ひとり大きく鼓動を高鳴らせていた。

　初めて樹さんに出会って、胸をドキドキさせたのは、ほんの一週間前だ。あの時から私はすでに、彼をとても素敵な人だと思っていたけど、それだけじゃない。

　彼は、こんなにたくさんの人の前で力強く、堂々と心を伝えられる人。自信に満ちて、キラキラしてて。次期社長に相応しい、絶対的なカリスマ性を備えた人。

　あんな立派な人が、私の旦那様になるなんて――。

　人を自然に思いやれる人だと感じたのは、やっぱり間違っていなかった。

　いや、それどころか、彼は周りの人を大事にできる、包容力に満ち溢れている。

　そう確信したら、私の胸はきゅんと疼うずいてときめいた。

　私も、あの人の宝物になりたい――。

　心の底からそう感じた時、私は、とっくに恋に落ちていたことを自覚したのだった。




　二週間の新人研修を終えて、樹さんと同じ海上政策部に配属された私は、部長から直々に樹さんを紹介してもらった。

　主に外航船の就航計画や航行管理を行う第一チームのリーダーでもある樹さんは、チーム業務について、私の指導係を命じられたのだ。

『彼女は生駒副社長の娘さんだから。立場的にも春海君と通ずるものがあるし、業務以外でも先輩としていろいろ手助けしてやってくれ』

　部長は、私と樹さんにすでに面識があるとは思っていなかったのかもしれない。もっともらしくそう説明してくれたけど、私の配属先の決定には、もちろん父が根回ししていた。

『はあ』と短い声を返した樹さんに、私は心臓をバクバクさせながら『よろしくお願いします』と頭を下げた。

　緊張で頬を紅潮させて笑顔を向けた私から、樹さんはふいっと目を逸らした。私には声をかけず、そのまま部長と業務指導について軽く打ち合わせを始めてしまった。

　その後、四人掛けの小さなミーティングルームで樹さんと向き合うと、彼は資料を私の前に滑らせながら、私を『生駒さん』と呼んだ。セレモニーで会った時は『帆夏さん』だったから、少しよそよそしさを感じてがっかりしてしまう。

　そんな私の心中を気にする様子もなく、彼は目を伏せたまま小さく謝罪した。

『セレモニーでは、すまなかった。着物、大丈夫だったか？』

　その気遣いの言葉を耳にして、私の胸は大きく跳ね上がった。『はいっ！』と元気にした返事は、上ずってひっくり返りそうだった。

『全然！　全然大丈夫です。あの……またお会いできて、本当に嬉しいです！』

　私は勢い込んで、テーブル越しに身を乗り出していた。彼が私の前に滑らせた資料はそっちのけで、ただただ、彼と話したい一心で畳みかける。

『セレモニーで樹さんにお会いできて、とても嬉しかったです。それに、入社式でのお言葉もすごく素敵でした！　私、社会人生活ってどんなものかなって不安だったんですけど、樹さんと同じ職場なら、私も頑張れるって……』

　ただ想いを伝えることに必死で、途中から、樹さんが眉をひそめていたことに、私は気付けなかった。『生駒』と遮られて、ハッと我に返って言葉を切った。

『セレモニーでの俺は、副社長の娘に対して、社長の息子らしく装っただけ。上っ面。ただの社交辞令って気付けない？』

　険しい目をして淡々とした口調で言った樹さんに、私は無意識に喉をヒクッと鳴らした。樹さんは黙り込んだ私から目を逸らし、小さな溜め息を漏らす。

『最初に言っとく。部長にはああ言われたけど、業務以外でいい先輩はやらないから。俺』

『えっ……』

　なにを言われたのかと、何度も瞬きする私の前で、樹さんは不機嫌そうに眉を寄せた。

『社長の息子ってだけで、ちょっとミスすれば無能扱いされるわ、実績出して評価されればやっかまれるわ……。入社してから今まで、俺もそういう面倒なこと乗り越えてきてるの。コネ入社って叩かれるのも覚悟してここに来たんだろ。お前も自力で逞たくましく生きろよ』

　眉間に皺を刻みながら、表情も変えずにズケズケと言い放つ樹さんに、私はちょっと戸惑った。初対面の時の優しい王子様のような印象は、オフィスで〝先輩〟として向き合った樹さんからは微塵も感じられない。

　もしかして、自分も大変だったから、副社長の娘の私を心配して、あえて厳しく見せてるのかな――。

　そう考え直して、私はしゃきっと背筋を伸ばした。

　樹さんは私からは完全に視線を外したまま、手元の資料を捲めくっていた。目を伏せ、『三ページ』と短く指示を出す。

『あの……ご心配ありがとうございます。でも、皆さんと仲よくやれるように、頑張ります！』

　テーブルに手をつき、少し腰を浮かせてアピールした。そうやって、自分にも気合いを入れたつもりだった。

　だって私は、たくさんの社員を宝物に持つ、将来の社長、樹さんの妻になるのだもの。お仕事は不安だけど、仕事中も樹さんのそばにいられるなんて、とても幸せだ。私も樹さんに相応しい妻になれるように頑張る!!

　そんな気持ちで武者震いしたのだけど、なぜか樹さんは、さらに深い皺を眉間に刻み込んだ。

『……さっさと資料捲れ』

『あ。はいっ』

　重ねて指示されて、私は慌てて返事をした。無意識に横にどけていた資料を手元に戻し、樹さんと同じページを開いて手の腹で押した。右手にシャープペンを持って見出しに視線を落とす。いきなり見たこともない航行用語を目にして、『難しそう……』と小さな独り言を漏らした。

『……生駒って』

　そう言われて、私は真正面の樹さんに目線を上げた。

『語感を読めって言っても読めない人間のようだから、キツいのを承知でズバッと言っておく』

　樹さんはそんな前置きをして、再び私にまっすぐ目を向けた。

　深く茶色い瞳に真正面から射貫かれて、私はドキッとしながら肩に力を込めた。

『はい』

『俺ね、お前のこと、迷惑だから。同じ立場の後輩が、俺と同じ部署にいるってだけで』

『えっ……』

　前置き通り、直球で言われた〝迷惑〟という言葉が、私の胸にグサッと突き刺さった。それが顔に表れてしまったようで、樹さんは私からツーッと目を逸らした。

『トップの子供同士、仲よく手を取り助け合って……なんて勘弁してくれ。腰掛けのつもりで入ってきた気まぐれな〝お嬢様〟と同じ人種だと思われたらたまらない。こっちは真剣に仕事してんだよ。いいか、業務以外で俺の周りをうろつくな』

　樹さんは、私の目も見ずに一方的にそう言い捨てた。その言葉が、確かな痛みを伴って、私の胸に広がっていく。

　それでも『うろつくな』と言われて引き下がるわけにはいかない。だって、まだ紹介されてないとはいえ、私は樹さんの婚約者なんだから。

『樹さんのそばにいたくて父のコネで入社したのは確かですけど、気まぐれじゃないです。私もちゃんとお仕事を……』

　必死に言い返した私に、樹さんはピクリと眉尻を上げて、上目遣いの視線を向けてきた。

『俺のそばに、って。なんで？』

『それは、私は樹さんのこっ……！』

　短く聞き返されて、とっさに口走ってしまいそうになった〝婚約者〟という言葉を、私はかろうじて飲み込んだ。けれど、さらに厳しく細められる樹さんの瞳の前で、口を噤つぐんでごまかし通すことはできず……。

『わ、私は樹さんに恋をしてしまったからっ！』

　嘘ではない。嘘ではないし、〝婚約者〟の〝こ〟の字をごまかすには、それしか言葉が見つからなかった。でも、この場で使うのは絶対に間違いだ。自分でもそう思い、一瞬真っ青になりそうだったけど、今さら撤回するわけにもいかない。

　樹さんも、私の言葉をしっかり耳にしていた。虚を衝かれたように、厳しい表情を一変させて、ポカンと口を開けている。

『……はあ？』

　短く聞き返され、ヤケになって胸を張るしかなかった。

『う、嘘じゃないです。好きです、樹さん』

『……なんだと？』

『い、樹さんにとって、頑張る社員は宝物なんですよね？　私も頑張りますから、樹さんの宝物にしてください』

『嫌だね』

　一瞬前には呆けていたはずなのに、樹さんは恐るべき切り替えの速さで即答した。

『えっ、そ、そんなっ……』

　瞬殺で振られてしまった。

　父の思惑は他にもあれど、私にとって最高の良縁に間違いない。私も今となっては、樹さんとの結婚で私の幸せは保証されたって、素直に思っていたのに。

　婚約者だと言いそうになったのをごまかそうとして、タイミングを間違えて口走った告白ではあったけれど、こんなに取りつく島もなく振られるなんて――。

　さすがに目の前が真っ暗になり、一瞬クラッときた。

　そんな私に、樹さんが蔑むような冷たい視線を向けていた。

『ここはオフィス。業務時間中だから、ふざけたお遊びはここまでにしておこうか。生駒副社長のお嬢さん？』

　樹さんは頬の筋肉を引きつらせて、どこか棘のある言い方をした。

『お前が打っても響かない図太い性格なのはわかったけど、ここは俺にとっては大事な職場で、いずれは俺が指揮する大事な会社だ。本気じゃなくてもやる気くらい見せろ。無理ならさっさと辞めてくれ』

『っ……』

　ズバッと言われて、自分が恥ずかしくなった。

　私がこの会社に入社したのは、樹さんと早く出会いたかったから。会社のための政略結婚とはいえ、私が大事なのはこの先の自分の幸せで、会社ではない。

　でも、樹さんにとっては違う。生駒カンパニーとの合併で業績拡大が見込まれる新生・春海海運は、将来樹さんが継ぐ会社だ。彼にとっての宝物は、この会社のために働く一人ひとりの社員。

　入社式で、会社を、社員を思う彼の心の声を聞いて、ちゃんとわかっていたはずなのに――。

『……一応〝新人〟だから、今のは聞かなかったことにしてやる』

　樹さん『はあっ』と声に出して溜め息をつき、再び資料に視線を落とした。

『……すみませんでした』

　資料に目を伏せ、ボソボソと小声で謝った。

『でも、やる気がないわけじゃなくて、これでもお仕事は頑張ろうって思ってて……』

『わかればいい。……っつーか、生駒副社長のコネ入社の分際で、仕事そっちのけで色恋方向に突っ走ると敵作るだけだぞ』

　呆れた口調は変わらないけど、先ほどより少しだけ柔らかさを感じて、私はおずおずと顔を上げた。

『お前はどうせ、いずれどっかのボンボンと見合い結婚とかするんだろうし。せいぜい二年くらいで寿退社するだろうから、どんなに敵作っても問題なさそうだけどな』

　その言葉に一瞬ギクッとしてから、私はそっと目線を上げた。

　私の真正面で、樹さんはキュッと唇を引き結び、頬杖をついて右手でペンを回している。どうやら、その〝どっかのボンボン〟が自分のことだとは思ってないみたい。

　本当に春海社長は、樹さんにはまだなにも話していない様子だ。それなら私がここでバラすわけにはいかない。ありがたいことに、樹さんは今のところ、裏で成立している婚約に気付いた様子はない。

『あの……それは、やっぱり心配して言ってくれてるんでしょうか？』

　上目遣いで探るように訊ねると、樹さんは一瞬黙り込んだ後で、ちょっと皮肉っぽく口角を上げた。

『俺にそのつもりはないけど、受け取った側がどう感じるかは自由なんじゃないのか』

　フッと浮かんだ笑みに、私の鼓動はドクンと大きくリズムを狂わせた。

　やっぱり、樹さんは優しい人。

　なんと言われようと、彼の言動の節々に、私は温かさを感じた。胸の奥がじんわりと熱を帯びて、全身に想いが浸透していく。

　私の胸の高鳴りなどまったく気付かずに、樹さんは資料に目を走らせる。

『いい加減、始めるぞ。うちのチームの主な業務は、運輸局の認可を受けた外国貿易船の航行管理で……』

『……やっぱり、好き……』

　彼の説明を聞きながら、私は無意識に独り言を漏らしていた。それがはっきり自分の耳にも届いて、慌てて両手で口を押さえる。

　樹さんにも聞こえてしまったのは、彼の説明がピタッと止まったことで十分わかる。樹さんの口からは、深く長い溜め息が漏らされるだけ。

　私は慌てて肩を強張らせながら、『すみません!!』と大声で謝った。

　私ったら。業務中だって言われたそばから。言ってもわからない、ふざけた新人だって呆れられる。いや、もう完全に嫌われてしまったかもしれない。

『す、すみません……つい無意識で……』

『お前、ほとんどゾンビだな。先輩の忠言も受け入れない、逞しいヤツ。お前なら陰口叩かれて荒波にのまれても、図太く生き延びていくんだろうよ』

　資料を手に持ち上げながら、樹さんは大きく足を組み上げた。

『えっと……ありがとうございます……？』

　褒められている、とは思わなかったけど、〝逞しい〟って言葉に悪い気はしなかったから、私は語尾を上げながらお礼を言った。

『褒めてねえ』

　樹さんは椅子に深く背を預けたまま即ツッコミを入れ、私を見据えた。

『お前、バカ犬だな、マジで』

　なんだかしみじみとした口調でそう言って、眉を寄せながら肩で息をした。

　オフィスで出会った樹さんは、私のことを憚はばかることなく『迷惑だ』と言いのける、意地悪な先輩。完璧な王子様ではなかったし、全然歓迎されてないのを思い知って、確かにへこんだけれど。

　私は樹さんと一緒に過ごせる社会人生活に舞い上がって、彼の大事な職場を冒ぼう涜とくしてしまったのだ。だから、樹さんが怒るのも、私に厳しく言ったのも、当然のこと。配属初日に、浮ついた私をはっきりと戒いましめてくれたことに、私は心から感謝していた。

　樹さんの口の悪さには驚いたけれど、彼に言われた〝ゾンビ〟も〝バカ犬〟も、あえてプラスに捉えれば、それは私の長所にもなる。長所と短所は、もともと裏返しの言葉なのだ。




　それ以降は心を入れ替えて、私は私なりに仕事を頑張った。いずれ樹さんが社長に就任するこの会社で、彼の宝物にしてもらえる社員を目指して。

　いつも精いっぱいやっていたけど、もともと人よりも要領がよくないし、新人の私のキャパはいつも限界。樹さんが心配してくれた通り、陰で『コネ入社はこれだから』なんて言われてるのもわかっていた。だけど本当のことだから気にして落ち込んでる場合じゃない。

　とにかく一所懸命。明るく元気に、そして謙虚さを忘れずに。それを心掛けて与えられる仕事に取り組んだ。

『迷惑だから』と言ったわりに、樹さんは私を気にしてくれていた。

　入社して二カ月が過ぎた頃、オフィスで電話の一次対応をしたら、相手が外国人だったことがある。苦手な英語の上、難しい専門用語ばかりで、相手の要望を聞き間違えて怒られてしまった。

　周りの先輩たちは見て見ぬふり。私が副社長の娘だからか、普段から先輩たちが私の扱いに戸惑っている空気は感じていた。わかりやすく意地悪をされることはないけれど、こういう時、率先して助けてくれる人はいなかった。

　激しい怒声に身を竦め、しゃべれずにいる私に、『代われ』と声をかけてくれたのが樹さんだった。チームリーダーで誰よりも忙しい彼が、その後の応対を引き受けてくれたのだ。

　電話を終えた樹さんに謝りに行くと、彼はフッと眉を寄せた。

『頑張りたいのはわかるが、できないことまでひとりで抱え込むな。純粋に業務で困った時は、リーダーの俺に頼ってくれていいから』

　素っ気ないけど、新人の私を、先輩としてちゃんと見守ってくれているのが感じられた、温かい言葉だった。

　口ではどんなに鬱陶しいと言われても、私だって彼の宝物予備軍のひとりなんだと、自信を持てた瞬間。ただただ感激して、その日私は、社会人になって初めて、オフィスで涙を浮かべてしまった。

　樹さんはギョッとして、慌てた様子で私を休憩スペースに連れ出し、自動販売機で缶の紅茶を買ってくれた。

『オフィスで泣くな。顔、もとに戻して出直してこい』

　樹さんはひとりで先にオフィスに戻ってしまったけれど、三十分経って私が戻った時、先輩たちの空気が変わっているのを、肌で感じた。後で聞いた話では、私が戻るまでの間に、樹さんがみんなに声をかけてくれたそうだ。

『みんなもつらい思いして、一年目の茨の道を通ってきたの、覚えてるだろう。生駒は世間知らずの甘ったれた新人だが、やる気はあるみたいだから、とりあえず一年。みんなで育ててやってほしい』

　その日を境に、周りの先輩たちの視線も柔らかくなった。

　普段がとても冷たいからこそ、樹さんの優しい一面に触れると、私の心までポッと温かくなる。私の恋心はより強固になり、揺れることなくベクトルを定めていった。

　そんな私が、最初に同僚の前で樹さんへの想いを打ち明けてしまったのは、夏の暑気払い会、お酒の席でのこと。その頃はだいぶ打ち解けていた女性の先輩たちに『帆夏ちゃん、彼氏いないの～？』とツッコまれ、それがやがて誘導尋問になり……。私は半ばヤケクソで『樹さんが好きです!!』と言ってしまった。

　冷やかしの口笛まで聞こえる中、樹さんはビールを吹き出しそうになって、『勘弁してくれ』と言い捨てただけ。ところが、樹さんのつれない返事は私への同情票に変わり、なぜか追い風になったのだ。

　お酒の席になるといつもネタにされて、樹さんとセットでからかわれる。私の片想いは、いつの間にかオフィス内公認になっていった。

『春海君、素っ気ない態度ばかり取ってないで、帆夏ちゃんと付き合ってあげたら～？』

『どうせ、今、決まった彼女いないんでしょ』

　……なあんて、お酒が進むと、樹さんは毎度恒例で女性の先輩たちに責められ、祀まつり上げられる。最初はムキになって言い返していた樹さんも、こうも毎回で慣れたのか面倒くさいのか、最近では完全にスルー状態。

『あ～はいはい。身体が空いた時、気が向いたらな』

　なんて、私でもちょっとズキッとしてしまうくらい、際どく返すだけ。

　そんなわけで、ひと目惚れから半年経っても、私の想いは樹さんにまったく届いてない。

　それでも、周りに隠さず思いっきり恋をできる環境は、崖っぷちの私にはとてもありがたい。少しずつでいい。私のペースで頑張ろう。そう思っていた。

　なのに――。

　このタイミングで、政略結婚を命じるお見合い。樹さんの態度はすっかり硬化して、そんな状態でお試し同居だなんて。

　もう、上手くいく気がしない。




　お試し同居初日の夜。樹さんは昼から出掛けたきりで、午後十一時を回っても帰ってこない。

　食事は別々と言われたけれど、つい多めに作ってしまった夕飯の残りにラップをかけて、冷蔵庫にしまった。『残っちゃったから』と言って出せば食べてくれるかな～と思ったけれど、どうやら今日はもう無理っぽい。

　ひとりでは居心地悪いくらい広いリビング。ソファの上で膝を抱えて、私は大きなテレビの画面を眺めていた。いつもなら声をあげて笑えるジョークにも全然気持ちが動かず、溜め息が漏れてしまう。

　そんな状態を何度も繰り返していた、その時。ガチャッと玄関のドアが開く音が聞こえてきた。ほとんど条件反射で弾かれたように立ち上がり、私はリビングのドアを大きく開けた。

「樹さんっ……！」

　廊下の先の玄関で、樹さんが背を屈めて靴を脱いでいた。私に気付いて、フッと顔を上げる。

「なんだお前。まだ起きてたのか？」

　返ってくる声は相変わらず素っ気ない。この時間だし飲んできたのはわかるけど、ちょっと呂ろ律れつが怪しい。

　私は部屋着の上から羽織ったカーディガンを前で合わせながら、パタパタとスリッパを鳴らして玄関に走り出た。

「お、お帰りなさい」

　樹さんの前で立ち止まると、彼は私をどけるように肩を押した。

「他人同士のルームシェアだって言ったろ？　出迎えて〝お帰りなさい〟なんていらないよ」

　私の横を通り過ぎ、先にリビングに向かう彼の背中を一瞬見送る。

「で、でも……」

　私は、意を決してその腕を掴んだ。後ろに引かれて、樹さんが私を振り返る。

「こ、このままで三カ月過ぎて、一方的に婚約解消されるのは嫌です」

　樹さんは眉を寄せて、私を見下ろす。その鋭い茶色い瞳にちょっとだけ怯みながら、私ははっきりそう言った。

　樹さんの眉尻がピクリと上がる。

「樹さん、〝お試し〟って言ったじゃないですか。こんな……ただの他人同士のルームシェアで、樹さんに私のなにを知ってもらえばいいんですか。どうやって認めてもらえばいいんですか」

「ふ～ん……じゃ、聞くけど、お前は俺になにを知ってほしいの」

　ちょっと意地悪に鼻を鳴らしながら、樹さんがクルッと身体を回転させて私に向き合った。そのまま横の壁に軽く手をついて、背を屈めながら覗き込んでくる。

　お酒が入っているせいでうっすらと赤く染まった頬と、わずかに潤んで見える瞳が壮絶に色っぽくて、私の胸が大きくドキンと跳ねた。

「ほら、言ってみろよ。お前は俺になにをアピールしたいんだよ？」

　続けて畳みかけられて、大騒ぎする鼓動を抑えようと胸に両手を当てながら、私はゴクッと喉を鳴らした。

「そ、それは、樹さんも言ってたじゃないですか。習癖とか性癖とか……合うか合わないか、試すって」

「お前、俺が絶対拒絶しそうな性癖あるの？」

「えっ。い、いや、ない……かと」

「じゃあ、別にいい」

　ドキドキしながら目を泳がせる私の前で、樹さんは口角を上げてクスッと声を漏らして笑った。

「政略結婚で、合うも合わないもないだろ。試す必要もない。お互いの気持ちなんか関係なく、結婚させられるんだから。これっぽっちも好きじゃなくても」

「そんな。でも……」

　どうしよう。樹さんは端から試すつもりなんかない。このままじゃ本当に三カ月後には一方的に破談にされてしまう。

　心に焦りが広がり、心臓がドッドッと嫌な音で打ち鳴り始めた。

　ところが。

「それでも俺に試せって言うなら、さっさと脱げよ」

　そう続けた樹さんの皮肉めいた表情に、私の思考が一瞬停止した。至近距離から顔を覗き込まれているのを承知で、何度も何度も瞬きをして、

「……えっ!?」

　ギョッとして目を剥き、ひっくり返りそうな声をあげた。

　私の反応に、樹さんはおもしろそうに、歪んだ笑みを浮かべる。

「この同居で試して意味があるのは、身体の相性くらいなもんだろ」

「な、なに言って……。身体の相性なんて、それが今どう関係……」

　近付く彼から逃げるように、私は一歩後退しながら必死に言い返した。

　そんな私に、彼はふんと鼻を鳴らす。

「お前の頭の中の結婚って、幼稚園児のママゴト止まりか？　政略結婚っていったら、つまり閨けい閥ばつ結婚。求められてるのは、俺とお前が子作りに励むことじゃねえか」

「子っ……子っ……!?」

「鶏にわとりか、お前は。面倒くせえ……仕方ないからもっと噛み砕いて教えてやるよ」

　そう言いながら、樹さんは私の喉元に手を伸ばしてきた。

「うちの親父がお試し同居なんて生ぬるい条件のんだのも、三カ月ひとつ屋根の下で暮らしてれば、いくらお前相手でも俺が手を出すって思ってるから」

「い、つきさ、あのっ……」

　慌ててもう一歩後ずさると、私の背中が廊下の壁にドンとぶつかってしまう。

　樹さんは私の退路を断つかのように、さらに私の前に回り込んできた。

「なに逃げてんの。俺とお前に既成事実ができれば、家族も赤飯炊いて喜ぶぞ。それにお前も俺と一緒の寝室を期待してたんだし、抱かれる気満々だったんじゃないの？」

「わ、私、そんなこと……っ」

　もう後ろにも逃げ場はないのに、樹さんはさらに私を追いつめてくる。私の顔の横に両腕の肘から先をピタリとくっつけ、これでもかってくらい身体を寄せてくる。

　彼の吐息に混じるお酒のにおい。少し高い体温すら感じられる距離。

　私の胸の鼓動は完全にオーバーヒートして、ドクドクドクドク……とものすごい速度で打ち鳴っている。

「せっかくの同居だし、まったく期待に添わないっていうのも申し訳ないか。いくらなんでも、浮かれて親父たちに報告するほどのバカじゃないだろうし……一回くらいシてやってもいいよ。お前相手に勃たつかわかんねえけど」

　妖しく低めた声で、耳元に囁かれる。しかも、樹さんは私の両膝の間に自分の膝を割り込ませ、そのまま太腿でグッと押さえつけてくる。

「んっ……!!」

　一瞬、全身がビクッと大きく震えた。目も口もギュッと強く閉じたのに、そんな声が漏れてしまう。

　そして。

「……って、誰がそんな思惑通りに動いてやるもんか」

「っ!?」

　心臓が壊れそうだと思った時、樹さんは興が醒めたように言い放ち、あっさりと私から離れた。全身の血管が脈動しているのを感じながら、私は呆気なく向けられたその背を見つめ、へなへなとその場にしゃがみ込んでしまう。

「い、いつ……」

　呆然としたまま、彼の名前を呼ぼうとした。

　樹さんはリビングのドアレバーに手をかけ、上体だけで私を振り返る。

「やらかすこと期待してるってわかってて、するわけないだろ、ボケ。お前に手出したら、親父の思う壺だ」

「なっ……！」

　身体全体に血が巡り、体温が一度くらい上昇したんじゃないかと思った。すぐ耳元で心臓が拍動しているように感じられる。私は床についた両手をぎゅうっと強く握りしめた。

　それを見て、樹さんはひょいっと肩を竦める。

「っつーか……この程度で腰抜かすなんて。お前、どういうつもりでバカみたいに『好きだ好きだ』って連呼してたんだよ？　なに？　プラトニックがお好みか？」

「そ、そうじゃなくて！」

　自分の顔が真っ赤な茹でダコ状態だとわかっていても、私は樹さんを見上げて言い返した。

　彼は意地悪に目を細め、ニヤリと笑う。

「熨の斗しつけて差し出されたからって、ホイホイ手出すほど溜まってねえから安心しろ。でも残念ながら、俺、健康な一般男子なんで。魔が差さないとは言い切れないから、同居に同意した以上、お前もそのへんは覚悟しておけよ」

　ギョッと目を剥く私をその場に置いて、樹さんは肩を揺らしてクックッと笑いながら、ドアの向こうに姿を消してしまった。

　置き去りにされた私は、薄暗い廊下にペッタリと座り込んだまま、動けない。

「～っ!!」

　全身が心臓のような身体をギュッと両腕で抱きしめて、鼓動が鎮まるのを待つしかなかった。




　その夜。部屋のドアが開くのを恐れて眠れなかったのは、樹さんが忍び込んでくるのを警戒していたからか、それとも彼の言う〝期待〟だったのか……。

　カーテンの向こうで空が白み始め、やがて夜が明け、妙に爽やかな鳥のさえずりを耳にした頃。ひと晩中、ハリネズミみたいに神経を尖らせていた自分がバカらしくなり、私はやっとホッとして笑った。

　昨夜のアレは、酔っていたせいもあって、樹さんのいつもの意地悪がちょっとエスカレートしただけ。オフィスの先輩たちや社長の言葉を聞いているだけでも、樹さんの女性関係はなんとなく想像できる。たとえ本気じゃなくても、樹さんが相手にするのは、きっとものすごくスタイルのいい美人のはず。少なくとも、〝お子様〟と言われてしまう私じゃ、逆立ちしても敵わない女性だろう。

　だから、私に夜這いするような事態にはならない。わかってるのに、警戒してひと晩明かしてしまうなんて、自意識過剰な自分がおかしくてたまらなかった。

　それでも、お昼近くになって起きてきた樹さんと顔を合わせた瞬間、昨夜の際どい囁きを思い出して、またしても私の心臓はバクバクと打ち出した。

　樹さんはちょっと二日酔い気味なのか、浮かない表情だったけど、いつもと変わらない素っ気なさだったから、きっと昨夜私をからかったことも忘れてるんだろう。

　でも私は、とてもじゃないけどまっすぐ彼を見ることはできない。せっかくの休日、すぐそこに樹さんがいるのに、声をかけることも顔を見ることもせず、ひとりで部屋に閉じこもって過ごしてしまった。リビングでテレビを観ている樹さんの気配を気にするだけで、気付けば、窓の外の陽はどっぷりと沈んでいた。

　昨夜から私、なにをやってるんだろう……と、さすがに自己嫌悪に陥る。

　お試し同居の意味もない！なんて言っておきながら、同じ屋根の下で気配を意識しながら生活しているだけじゃ、好きになってもらえる可能性もない。樹さんの方は、今日一日、私の存在すら忘れてただろう。

　無駄にドキドキしっ放しで、私の寿命が一日ごとに縮まるだけ。三カ月経つ頃には、寿命が尽きて死んでしまうかもしれない……なんて笑えない冗談にハッとして、私は部屋の電気を点けるのと同時に意を決した。

　今日一日、これで終わらせてしまってはいけない！　せめて夕食だけでも作って樹さんをお誘いしよう。それで、どんな食べ物が好きかとか、普段の休日はなにをして過ごすのかとか、しつこく聞いてみよう。『関係ないだろ』って言われる可能性大だし、むしろ夕食自体拒否されるかもしれないけど。

　よし！と自分を鼓こ舞ぶしながら握り拳こぶしを作り、私は勢いよくドアを開けてリビングに飛び出した。

「あ、あれ？」

　リビングにいるかと思っていたのに、樹さんはそこにいなかった。誰もいないリビングの電気は落ちていて、カーテンも開けっ放し。ちょっと遠くの空に、高層ビルの明かりがポツポツと光っているのが見える。

　樹さんの部屋を振り返ってみても、ドアの隙間から明かりが漏れていない。リビングを出て耳を澄ましてみるけれど、バスルームやトイレからも物音ひとつ聞こえない。

　ぼんやりとリビングに戻り、時間を確認すると、もう午後八時を回ろうとしていた。もしかしたらひとりで夕食をとりに出たのかもしれない。そう気付いて、私はがっくりと肩を落とした。

　私ひとりドキドキして空回ったせいで、せっかくの休日を無駄にしてしまった。もうこんな時間。自分ひとりのために夕食を作る気にはならない。

　思わず溜め息を漏らしてしまう。けれど。

「明日から仕切り直して頑張ればいっか」

　私はそのひと言で気持ちを切り替えた。

　お試し同居はまだ二日目。たった二日の遅れなら、まだまだ挽ばん回かいできる……はず。無意味な今日は早く終わらせてしまおう。さっさとお風呂に入って、今夜は早く寝て、それで明日は朝から頑張る。

　そう決めて、浴槽にお湯を張った。お気に入りのバスソルトを入れて、たっぷり一時間かけて身も心もポカポカになって、お風呂を出た。

　アコーディオン式のスモークドアを開けて、身体から白い湯気を立たせながら、脱衣所に足を踏み入れた途端。

「……っ!?」

　脱衣所のドアの横の壁に背を預け、腕組みして私をジッと見つめている樹さんの姿を見つけて、思わず息をのんだ。

　一瞬なにが起きたのかさっぱりわからず、呆然と目を見開く。次の瞬間、自分が裸なのを思い出し、慌てて胸を両腕で隠しながらクルッと樹さんに背を向けた。

「なっ……なんで!?　なんでこんなとこに入ってきてるんですか!?」

　お風呂でポカポカに温まった身体が、さらに熱を帯びるのがわかる。心臓はドクドクと大きく騒ぎ出し、私はきゅうっと身を縮こめた。

　見られた。全部見られた……！

　それを認識して、私の心臓は昨夜の比じゃないくらい激しく打ち鳴り始める。

　樹さんの刺すような視線を、背中に感じる。私は必死に身体を隠そうと、その場にペタンとしゃがみ込んだ。

　そこから一ミリも動けない。バスタオルも着替えも遠くて手が届かない。

　なのに樹さんはミシッと床を踏み鳴らし、私の方に近付いてきていた。

「やっ……!!」

　これ以上無理！ってくらい身体を丸め込んだ時、頭の上からバサッとバスタオルが降ってきた。それに驚いて、一瞬身体の強張りが弱まる。

「はあ……。裸のお前見れば多少はその気になるかも、と思ったけど、やっぱ全然ダメだ」

　そんな呟きが聞こえ、すぐ隣で樹さんがしゃがむのがわかった。

　私は頭から被ったバスタオルを慌てて手繰り寄せ、できる限り身体を隠し、再び肩をガチガチに強張らせながら樹さんにそっと目を向けた。

「昨日も思ったけど、裸だけでその反応？　あまりにウブすぎてバレバレ。……お前、もしかしなくてもやっぱり処女か」

　樹さんは小首を傾げ、涼しい目でバスタオル一枚の私を見つめている。

「っ……」

　ズバッと意地悪に言い当てられて、私は慌てて樹さんからしっかり顔を背けた。

　途端に、彼が大きな溜め息をついて立ち上がる気配を感じた。

「安心しろ。面倒くさい処女にわざわざ手出すほど、俺、飢えてねえから。お前相手なら魔が差すこともなく、平穏に三カ月過ごせそうだ」

　よかったよかった、と節をつけて歌うように言いながら、樹さんは脱衣所のドアに向かう。その背をただ呆然と見つめるだけで、声をかけることもできない私を、

「あ」

　短く呟いて、樹さんはドアを開けながら肩越しに振り返った。そして、再び全身に力を込める私にひと言。

「服着たら、出てこい。風呂のルール決めとこう。俺も無駄に鉢合わせしたくないし」

　素っ気なくそれだけ言いおいて後ろ手にドアを閉め、樹さんは出ていってしまった。

　取り残された私は、バスタオル一枚のしどけない姿でしゃがみ込んだまま……。

「ひっ……人の裸全部見ておいて、全然ダメってなにっ……!?」

　今さらながら、カアッと頬が熱くなるのを感じる。

　あまりの恥ずかしさと悔しさで、ドンドンドンと床を拳で叩くことしかできない。

「っくしゅっ……」

　お風呂で温まった身体は速攻で冷えて、私は小さなくしゃみをした。










彼の甘くて優しい口封じ




　同居三日目、月曜日。波乱万丈の一夜が明け、迎えた朝――。

　気合いを入れようと、いつもの平日より一時間早く起きて朝ご飯の支度をしていると、寝起きの樹さんが部屋から出てくるのが見えた。

　昨夜のことを思い出し、さすがに一瞬ドキッと胸が跳ねてしまう。

「お、おはようございます！」

　第一声がちょっと喉に引っかかったけど、思ったより元気に朝の挨拶を言えて、ホッとした。

　なのに樹さんはどこまでもつれない。寝癖のついた髪をかき上げながら、チラッと私を見遣っただけ。返ってきたのは挨拶ではなく溜め息。大欠伸あくびしてカウンターキッチンの前を通り過ぎ、洗面所に向かってしまう。

「これでもすごく頑張って挨拶したのに……」

　広い背中を見送って、一度しょんぼりと肩を落とす。

　でも私がいつも通りに振る舞わないと。恥ずかしいからって昨夜のことを引きずってしまったら、このまま意味のない同居を続けるだけで終わってしまう。

　私は自分を鼓舞するように、両頬をパチンと手で叩いた。

　顔を洗い、さっきより幾分すっきりした顔で戻ってきた樹さんにもう一度呼びかけて、今度はなんとかその足を止めることに成功する。

「い、樹さん！　朝は洋食派ですか？　それとも和食？　あ、今日は洋食なんですけど、よかったら一緒に……」

　ハムサラダとスクランブルエッグ、ウインナーという、ホテルの朝食っぽいワンプレートをカウンターの上にのせながら、なんとか浮かべた笑顔で訊ねる私を、

「朝は抜く派」

　そのひと言でシレッと遮り、樹さんはさっさと自分の部屋に戻ってしまう。

「え、えええっ……！」

　予想外の選択肢。鬱陶しがられてるのは自覚しているけれど、つれない。つれなすぎて、いっそ清々しさすら感じてしまう。

　とはいえ、朝食は一日の元気の源。本当に〝抜く派〟だというのなら、将来何千人という社員を率いる次期社長としても、その生活スタイルは改めるべきだと思う。

「待ってください！」

　私はカウンターを回り込み、ドアが閉まる寸前で樹さんの腕を取って止めた。

「朝ご飯は大事です！　もうできてますから、ちゃんと……」

　両手で縋すがりつく私に、樹さんは不愉快そうに眉を寄せた。

「朝からうるさいな。食事は別々って言ったろうが」

「う。でも、作る分にはひとり分もふたり分も変わらないので、朝ご飯くらい一緒に……」

「朝食べると胃もたれするんだよ。生駒、お前、遠慮なくふたり分食え。で、大事なとこにもっと肉つけろ。あんまり平たくて、マジ、まな板かと思ったわ」

「っ……！」

　着替えるから離せ、とピシャリとひと言お見舞いされ、肩を押し返された。私の鼻先で、バタン！と大きな音を立てて無情にドアが閉められる。

　風圧を感じて思わず一歩後ずさり、私はがっくりとこうべを垂れた。

「……過去になくひどい」

　頭を下げたままの視界に、ご指摘通り扁へん平ぺいな胸元が飛び込んでくる。

　そりゃあ……こうやって見下ろした時、もっと胸にボリュームがあったら、お腹が見えることはないだろうけどさ。視界が開けて、足元まで見通しがいいなんてこともないんだろうけどさ……。

「女の子の肉体的欠陥を、ジョークにするなんて」

　むうっと頬を膨らませ、プリプリして文句を言いながら、私はすごすごとキッチンに戻った。仕方ないから、自分の分のトーストだけ準備する。

「っ、くしゅっ……」

　肩を竦めながらくしゃみをして、鼻をズッと啜すすってから、インスタントコーヒーを淹れた。こんがりきつね色に焼けたトーストに苺ジャムを塗って、ダイニングでひとり朝ご飯にありつく。

　朝の情報番組にチャンネルを合わせてぼんやり観ていたら、再び樹さんの部屋のドアが開いた。すっかり出勤支度を整えた彼が、ネクタイの結びを調節しながらリビングに出てくる。

　いつもながらカッコいいスーツ姿に、私はもう条件反射で見惚れてしまう。

　樹さんの方は私の視線などすでに慣れっこなのか、まったく気にする様子もない。黒いカバンを手に、私をチラッとも見てくれないまま、無言でリビングを通り過ぎて玄関に向かってしまう。

「あっ……！」

　トーストの欠片を慌てて口の中に放り込み、椅子から立ち上がってその背を追う。綺麗に磨かれた革靴に足を突っ込む彼の背中に、

「い、行ってらっしゃい」

　ひと言、そう告げた。もちろん返事は返ってくることなく、またしても鼻先で玄関のドアを閉められてしまった。

「……はあ」

　冷たく閉ざされたドアに額をついて、地味に落ち込む自分をなんとか浮上させようとする。

　いつものオフィスでの扱いと、正直それほど大差はない。今さら落ち込むことでもないのに、家でも同じかと思ったら、二倍増しでへこんでしまう。

「ご飯もひとりじゃ美味しくないよ……」

　なんだか独り言ばかりが増えていくような気がする。

　再びダイニングに戻り、食事を続けようとするけれど、もう食欲もない。ズッと鼻を啜って手の甲で擦ってから、私は食事をやめて食器の片付けを開始した。

　こんな生活が続くのは、きっと樹さんだってつまらないはず。せっかくだから少しは一緒に楽しく過ごしたいのに。

　身支度をするために、自分の部屋に戻った。肩を落としながらクローゼットを開け、私はふとデスクの上に目を留めた。

　そこには、綺麗に折り畳んだ白いポケットチーフと缶の紅茶が置いてある。両方とも、樹さんが私にくれたもの。もちろん紅茶は開けていない。畏れ多くて飲めないまま持ち帰ってしまった私の宝物のひとつだ。まるで光るものを集めるカラスみたいで、自分でも笑ってしまうけれど、そんな他愛もない品物に、私は強く背中を押してもらった気分になる。

　もう、ここまできたら、これは私と樹さんの根比べだと思った。

　歩み寄りをやめたら私の負け。あしらうのをやめたら樹さんの負け。

　オフィスと家と、両方から攻め込むことができる分、絶対に私の方が分がいい、と自分に言い聞かせた。




　毎週月曜日の午前中に行われる第一チームの週次ミーティングが終わり、資料を手に先輩たちがバラバラと会議室から出ていく中、

「帆夏ちゃん、風邪？」

　私の隣で立ち上がった、樹さんと同期の先輩、青あお木きさんにそう訊ねられた。

　会議の間中、鼻をグズグズさせてたせいかもしれない。

「すみません……うるさいですよね」

　肩を竦めて謝りながら、ハンカチで鼻を押さえ、懲りずにズッと啜り上げた。

「週初めからひくと一週間キツいわよ。ちゃんと薬飲んだの？」

　軽く眉をひそめられ、私は小声で謝った。

「休憩入ったら買ってきます……」

　身を縮めながらそう言うと、青木さんは、「まったく」と咎とがめるように呟いた。

　女性としてはちょっと高めの百六十五センチという身長。いつもビシッとしっかりめのスーツを身に纏まとった青木さんが、腕組みをして仁王立ちすると、結構な迫力がある。肩甲骨くらいまでの大人っぽいワンレングスヘアで、ちょっと強気な印象の、とても魅力的な女性だ。

　そんな彼女が今、眉間に皺を刻んで私にお小言を続ける。

「学生の時みたいに、熱出しても簡単に休もうなんて思わないでよ。うちも人が余ってるわけじゃないんだし、帆夏ちゃんでもいきなり休まれたら、それなりに困るんだから。周りに本気で迷惑かける前に春海君に断って、薬買いに行ってらっしゃい」

「はあ……」

　ところどころに引っかかりはあるものの、青木さんが私に向けてくれたお小言は、私の身体を心配してくれてるから……だと思う。そう受け止めて、私は鼻を押さえながらも、「ありがとうございます」とお礼を言った。

　青木さんはひょいっと肩を上げて、会議室の片付けのために残る私を置いて、先に出ていった。その背を見送ってから、一度思う存分ズビッと鼻を啜る。

　心配はありがたいけど、薬を買いに外出もできないのは、まさに樹さんに断りを入れなきゃいけないからだ。だって、私が風邪をひいたのは樹さんのせい。昨夜脱衣所で待ち構えられて、完全に湯冷めしてしまったんだから。私が『風邪薬買ってきます』なんて言ったら、嫌みだと思うに決まってる。

　頭の中で言い訳するうちに、昨夜のドキドキがぶり返してくる。意地悪されたのに胸を高鳴らせてしまうなんて、なんだか悔しい。

「仕事休む羽目になったら、樹さんに私の仕事全部被ってもらうんだから」

　唇を尖らせながら、私は無意識にそう呟いていた。

「いっつも遠慮なく大量にコピー取りやらせてくれるけどさ。紙詰まり起こすたびに『鈍くさっ』とか鼻で笑ってくれるけどさ。だったら自分もやってみろっていうの。あんな大量に取ったらソートも追いつかなくなるし、一度は詰まるってもんでしょうが」

　ああ、どうやら私、この二日間放置されていたせいで、すっかり独り言が癖になってしまったようだ。

「嫌み言うなら、もっと高性能のコピー機買ってよね。どれもこれも樹さんのせいだし。私が悪いんじゃないんだし」

　会議室に誰もいないのをいいことに、私はぶつくさ文句を言いながらプロジェクターを片付けた。

　ズビッと鼻を啜り上げ、無意識に鼻の下を擦った、その時。

「言っとくけど、コピー機なんか買わないぞ」

　そんな低い声がドア口から聞こえて、私はハッとしながら顔を上げた。

　ドアが開けっ放しだったため、樹さんが入ってきたことに全然気付かなかった。途端に、サーッと全身から血の気が引くのを感じる。

「ど、どこから聞いてたんですかっ……」

　反射的に後ずさった私のお尻が、テーブルにぶつかりガタンと音を立てた。

「『仕事休む羽目になったら』ってとこから」

　樹さんは声と同様に不機嫌な表情で、シレッと言いながら会議室に入ってくる。

「って、わりと最初からじゃないですか！」

「ああ、青木とほぼ入れ違いだったから。盛大な独り言にドン引きしたけど」

　かわいそうなものでも見るように遠い目をされ、私は背筋に変な汗をかいてしまう。

　でも、聞かれたなら仕方ないから開き直った。

「ひ、独り言だって、樹さんのせいです。私今まで実家暮らしだし、いつも誰かしら話し相手もいましたもん」

「で？」

「せっかくのお休みなのに、誰ともしゃべらずひとりで過ごすなんて、慣れてないし」

　ブツブツと愚痴りながら、心の中で『樹さんは話しかけても半分以上は無視するしさ……』と付け加えたら、なんだか悲しくなってきた。ジワッと涙が込み上げるのを感じて、私は鼻を啜ってごまかした。

「昨夜話し相手になってやったろうが。風呂のルール決めた時」

　なのに、樹さんの反論はあまりに素っ気ない。

「三言だけでしたよね!?」

　相変わらず無慈悲な樹さんに、私は声を張って言い返した。

　あれのどこが話し相手だというの!?

『平日はお前が先』

『休日は俺がいなきゃ先に済ませとけ』

『要は、俺が入りたい時は空けておけ、以上』

　会話とも言えない、超一方的な短い三言、それだけだった。

　目を剥いて頬を膨らませる私に、樹さんは肩を揺らしてクックッと笑った。

「十分だろ。っていうか、ずっとそっぽ向いてて会話しようとしなかったのはお前じゃないか」

「だ、だってそれはっ！　樹さんがお風呂覗くとか、意地悪するからいけないんじゃないですかっ」

　涼しい顔して、なにを言うんだ、この人は。

　そんな思いで憤慨しながら反論すると、樹さんがムッと口をへの字に曲げる。

「人聞き悪いな。別に覗いてないよ。たまたま行ったら、お前が風呂場から出てきただけだし」

「嘘ばっかり!!」

　確実にあそこで待ち構えてたじゃないか～っ!!……と言い返す前に、私はくしゅんと小さなくしゃみをした。

　反射的にズズッと鼻を鳴らす私に、樹さんはものすごく渋い顔をする。そして。

「ほら。これ、飲んどけ」

　大股で歩み寄ってきたかと思うと、私の手を引っ掴み、ポケットから出した小瓶を手の平にのせた。それを見て、私はきょとんと目を丸くしてから何度か瞬きをした。

「か、風邪薬……？」

　小さな瓶のラベルには、確かに【風邪のひき始めに】というコピーが謳うたわれている。

　どうして樹さんがこんなもの？と不思議な気分で見上げると、彼はふいっと私から目を逸らした。

「まな板みたいな胸しかないくせに、いっちょまえに大騒ぎしやがって。挙句風邪ひいて俺のせいにされちゃたまらないからな。その上なんだ？　チームリーダー捕まえて、コピー取りしろってか？　俺に仕事被らせようなんて百年早いんだよ、このボケ」

「ひっ、ひどっ……！　まだ誰にも見せたことなかったのにっ」

　思わず瓶を握りしめながら言い返すと、樹さんはふんとふんぞり返って鼻を鳴らした。

「まだ、だあ？　ふん。よかったじゃないか。お前の裸見る男が、後にも先にも一生俺だけってことなんだから。光栄だろ？」

　樹さんのふてぶてしい言葉に、なぜだか私の胸がドクンと騒いだ、その時。

「え～……なんか意味深じゃな～い？　春海君」

　妙に間延びした声が聞こえて、私はドキッとしながらドア口を見遣った。樹さんも私と同じ反応をして顔を向ける。ニヤニヤしながらそこに佇む青木さんを見て、彼がギョッとしたように目を見開いた。

「なんだよ、青木」

「ごめんね～。立ち聞きするつもりはなかったんだけど。帆夏ちゃんに用事があって戻ってきたら……。春海君、今の結構衝撃発言じゃない？　帆夏ちゃんを裸にして、なにしたのよ～？」

　探るように上目遣いで近寄ってきながら、ちょっと意地悪に語尾を伸ばす青木さんに、樹さんはグッと言葉に詰まる。けれどすぐに眉間の皺を深くして、短く浅い息を吐いた。

「なにもしてねえよ。第一、俺がコイツを脱がすわけないだろ。変な方向に深読みするな」

　樹さんは不愉快そうに口をへの字に結んだ。けれど、青木さんはまだまだ追及の手を止めない。

「でも、帆夏ちゃんの〝まな板みたいな胸〟、見ちゃったのはごまかせないんじゃない？」

「あのっ、青木さん！　その話は私も恥ずかしいので、もう……」

　追及されてるのは樹さんだけど、ネタにされてるのは私。いろいろと恥ずかしすぎて、私は慌てて青木さんを止めようとした。それを、樹さんの反撃で遮られてしまう。

「見たくて見たんじゃない。あまりに貧相で、言葉通り目の毒だったし」

「ひ、ひどいっ……！」

「ああ、私が聞きたいのは、春海君の感想じゃなくてね」

　樹さんの言葉に激しく傷ついて抗議したのに、今度は青木さんにサラッと流された。

　ググッと口ごもる私の前で、青木さんはまだ意地悪な目を樹さんに向けている。

「な、なんだよ？」

　さすがに樹さんもちょっと怯んだように、語尾を尻上がりにした。

「なにかあったにしても、春海君が手を出したというより、帆夏ちゃんが暴走したからでしょ。だから、どっちかっていうと春海君の方が被害者かな～とか」

「ひ、ひどい、青木さん……」

　私たちの前で立ち止まり、腕組みをしながら樹さんを見上げる青木さんの言い草に、私は地味に傷ついた。

　私にそんな勇気はないけど……それでももし、私が暴走してなにかあったら、それって樹さんにとっては〝被害〟になっちゃうわけ……？

　ズーンと落ち込む私の隣で、樹さんはピクッと眉尻を上げ、ふんとそっぽを向く。

「被害以前に、生駒の暴走に負ける時点で、男として終わったも同然。ほぼ屍しかばね。俺が呼吸してる限り、コイツに手なんか出さねえよ」

　さらにひどい樹さんの言葉に、私はもうなにも言い返す気になれない。

　悔し紛れに、割れるんじゃないかと思うくらい、力いっぱい風邪薬の瓶を握った。

　だけど、青木さんはまだニヤニヤしたまま、「負けてるんじゃないの～？　実は」と畳みかける。

「はあ？　青木、お前なにが言いたいんだよ、さっきから。変に含んだ言い方してないではっきり……」

　苛立ち紛れに聞き返す樹さんに、青木さんは大きく一歩踏み出し、グッと彼の顔を覗き込んだ。テーブルに追い込まれた樹さんが、背を仰け反らせて逃げる。

「『お前の裸見る男が、後にも先にも一生俺だけ』って」

　青木さんは、さっきの樹さんの言葉を繰り返した。顎を引いて見下ろしている樹さんを一瞬ジーッと見つめた後、ニッコリ笑って一歩退く。

「言い換えればさ、〝俺だけに見せろ〟って言ってるみたい。独占欲丸出しに聞こえちゃったんだけど？」

「なっ……!!」

　青木さんの強烈なツッコミに、樹さんは大きく目を丸くして絶句した。そして、カッと頬を赤く染め、烈火の如く怒り出す。

「ふっざけんな！　なんで俺がっ!?　どうして俺が生駒相手に独占欲なんか出さなきゃいけないんだよ！」

「え～？　じゃ、言われた本人はどうなの？　ねえ、帆夏ちゃんはそれ聞いてドキドキしなかったの？」

「えっ？」

「あんなの、〝お前は俺のもの〟って言われたようにしか聞こえないじゃない。女の子なら、普通、きゅんとしちゃうわよね～？」

　肘でウリウリと二の腕あたりを抉えぐられる。どんどん露ろ骨こつになる青木さんの言葉にドキッとして、私まで樹さんにつられてポッと頬を赤らめた。

「い、言われてみれば、ちょっとドキッとしちゃったような」

「生駒っ……！　おまっ、ふざけんなっ!!　なにをあっさりつられてやがるっ」

　両頬を押さえる私の手を、樹さんが焦ったように掴んだ。

「いたっ……」

　ギリッとねじり上げられ、思わず片目を瞑って短い悲鳴を漏らすと、青木さんが「こ～ら」と、呆れたような声で樹さんを窘めた。

「無自覚で言ってるあたり、それが本心だってことなんじゃない？　だったらいつまでも照れてないで、ちょっとは帆夏ちゃんに優しくしてあげたら？」

　クスクス笑って小首を傾げる青木さんを、樹さんがギロッと鋭い瞳で睨みつける。

「照れてない」

「照れてるでしょ。春海君がそうやってムキになる時は、だいたいそう」

　青木さんが畳みかけると、樹さんは舌打ちしながら私の手を払いのけた。恐ろしく不愉快な様子で「相手にしてられん」と言い捨て、一度も振り返ることなく大股で会議室から出ていってしまった。

　その背中を見送りながら、青木さんが大きな溜め息をついた。

「まったく……。あの男は単純だけど、ひねくれてる分面倒くさいね～」

「単純……？　私には複雑怪奇です。言い負かすなんて、青木さん、ほんとすごい」

　しゅんとしながら肩を落とすと、青木さんが私の肩をポンと叩く。そして、もう一度開け放たれたままのドア口を見遣った。

「単純だったのよ。今まで相手にしてた女は、金太郎飴みたいにみ～んな同じようなタイプだった。帆夏ちゃんが逆立ちしても勝てないような、ゴージャスな女」

　それは私だってなんとなくわかる。自分が、樹さんが相手にしてくれるようなタイプじゃないことも自覚してるけど、やっぱり、逆立ちしても勝てないのか……。

　大きな溜め息をつく私に、青木さんがやれやれというように肩を竦めた。

「帆夏ちゃんは難しく考えすぎなのよ。基本、思考回路が透けて見える男だと思うわよ～？」

「複雑にこんがらがってるのは見えますけど」

　グスッと鼻を鳴らす私を、青木さんは腕組みしてジーッと見下ろす。

「帆夏ちゃんさ。もうちょっと駆け引きしてみたらどう？」

「か、駆け引き？」

　それこそ私には似つかわしくない言葉のような気がする。なんだか超ハイレベルな恋のテクニックのようで、私は怯んだ。

　もちろん青木さんは私の腰が引けてるのをわかっていて、呆れたように目を細めた。

「押してダメなら引けばいいじゃない。あんたは一途すぎるから相手にされないのよ。『ちょっとくらい放置してても、どうせコイツ俺のこと好きなんだから』って足元見られるだけでしょ。しばらくの間、手の平返してやるとかどう？」

「……なるほど」

　そう説明されてみれば、確かになにも難しいことではないのかもしれない。

「でも、手の平返すって？　樹さんを嫌いになったように見せるってこと……？」

　真剣に悩んで考え込む私に、青木さんは眉間に皺を寄せる。

「手がかかる子ね……。ほら、ちょっと耳貸しなさいって」

　そう前置き、私の耳をちょいっと引っ張って、コソコソと内緒話を始めた。




　樹さんがくれた風邪薬を、ポケットチーフと紅茶に次ぐ新たな宝物にしたい気分だった。

　でも、樹さんはきっと、私を心配して風邪薬を買ってきてくれたんだ。その気持ちの方を宝物にすることにして、一気にグビッと薬を飲んだら、夕方には鼻水も気にならなくなった。

　翌朝もだるさは感じなかった。それでも念のために朝も薬を飲んでおいた。

　よし、風邪撃退！とばかり、私はその夜、青木さんや他の先輩たちに連れられて、人生初の合コンにやってきた。

　青木さん曰く。

『帆夏ちゃんってね、男慣れしてないのがバレバレなのよ。イノシシみたいに突っ込んでちゃ、たいていの男は引くって。しかも、春海君でしょ？　望むものはなんでも手に入る男に、そんなガンガンぶつかってもね』

　そう言われて、地味にへこんだ。

　まあ、『こう見えて恋愛百戦錬磨なんです！』と言ったところで誰も信じないだろうけど、慣れてないのをこうもあっさり見抜かれてしまうのも、いかがなものだろう。

『私、入社当初から春海君と一緒だけどね。あの男、必死にならなきゃ手に入らないものじゃなきゃ、本気は出さないと思うわ。だって、ほっといたって極上の女は寄ってくるんだから』

　青木さんの意見も、わかる気がする。

　私は昔から、欲しいものを手に入れるのに苦労した記憶がない。なんでもホイホイ買ってもらったわけじゃないけど、幼い頃両親にねだったおもちゃや人形、洋服などは、誕生日やクリスマスにプレゼントしてもらった。お金で買えるものならダメと言われることはほとんどなかったせいか、それほど物欲が強くなることはなかった。

　もしかしたら、手に入らないとなれば強い興味が湧くのかもしれない。それで本気で欲しいと思えば、必死になることもあるのかも。

『春海君に、喉から手が出るほど欲しいって思わせる女になるのは、今さら無理だと思うけど……帆夏ちゃんの場合、今までのイノシシっぷりを逆手にとって、まとわりつかれないと物足りないって思わせることは可能だと思うのよ』

　なるほど。要は、こういうこと。

　自分にどっぷり惚れ込んでると思ってる女……つまり私が、あっさり他の男性に目移りして、手からすり抜けていったら――。

『そりゃあおもしろくないでしょうよ、ああいう男なら、特に。無自覚みたいだけど、独占欲っぽいこと言ってたことだし。さすがに取り戻そうとするんじゃないかな？』

　――というわけで、勇んで合コンに来てみたものの……。

　私は、スーツ姿がやけに眩しい、煌きらびやかなオーラを漂わせる男性数人を前にして、腰が引けていた。

「え～。君、生駒副社長の娘さんなの？　へえ～。お嬢様がなんでわざわざ働いてんの？　っていうか、なんで合コンで男漁り？」

　同じ部の先輩のツテで誘われたこの合コン、うちの会社の第一営業部の男性がお相手だった。青木さんには、『いくら男慣れしてない帆夏ちゃんでも、相手は口の上手い営業マン。春海君よりずっと楽しくお話できるわよ』なんて言われたけれど、楽しい以前に引いてしまう軽薄さ。こんなんでちゃんと仕事してるんだろうか……と私が心配になってしまうような面々だった。

「じゃあなに？　君と付き合って結婚……とかいう話になったら、俺も早々と昇進して、五十前に取締役とかなれるのかなあ。それこそ、春海樹みたいにさ」

　父の仕事の関係で出席するパーティーや会合で、男性からこの手の話題を向けられることは結構ある。私じゃなくて、〝副社長の娘〟にしか興味ないのがわかりやすい言い方。どこに行ってもそうだから、その場は笑って聞き流すくらいの術は身につけていたけれど、そんな私でも笑えないくらい凍りついた。

　樹さんも言っていた〝やっかみ〟。それをリアルに耳にして、頭の中のどこかの神経がブチッと切れたような気がした。

『樹さんはあなたたちと違って、とっても真摯に仕事してます！』と反論しようとして、腰を浮かせた。テーブルを叩く寸前で、私を止めてくれたのは青木さんだった。

　結局、合コン開始後三十分で、私は青木さんに連れられて会場の居酒屋を後にすることになり……今、オフィス近くのカフェにいる。

「まあ、今日の男は、実のない合コン相手と割り切ってても、底辺だったけどね」

　そう言って甘そうなホットカフェモカを飲む青木さんの前で、私は肩に力を入れながら恐縮しっ放し。

「すみませんでした……。青木さんまで一緒に出てきてもらっちゃって」

　消え入りそうな声で謝ると、「いい、いい」と明るい返事が返ってきて、ホッとする。

「けどさあ……。帆夏ちゃん盲目すぎて損してると思うよ。どうしてそんなに春海君がいいの？　まあ、社長の息子じゃなかったとしてもそれなりにイイ男だけど。帆夏ちゃんなら春海君と同レベルの男、紹介してもらえそうなもんじゃない？」

　そう言われて、私は一瞬口ごもる。

　なにを指して〝同レベルの男〟なのか。それはもちろんわかっているし、父の言う〝最高の縁談〟を逃したところで、そのうち次の縁談が持ち込まれると思う。

「それにさあ。合コンに行くって言っても、春海君の反応、『そう。行ってらっしゃい』だったじゃない。さすがにあれだけ涼しい顔されちゃあ……。ここまで袖にされたら、駆け引きしたって無意味っていうか」

　そう、私は豪華な熨斗をつけて送り出されてしまった。私が合コンに行くと聞いても、樹さんは悔しいくらい無関心。爽やかな笑顔で、快く手を振られてしまったのだ。

　樹さんがまだ認めてくれなくても、私は確かに彼の婚約者なのに。独占欲なんか全然ない。私が手からすり抜けていっても、彼は気に留めてもくれない。

「見込みないって見極めも、そろそろ必要なんじゃないかなあ……」

　青木さんは、テーブルに頬杖をついて、私が頷くのを待つように探っている。

　だけど、私は……。

「私……。それでも樹さんのこと好きで好きで」

　俯いてそう言いながら、ホットカフェラテが入ったショートサイズのカップを両手でぎゅうっと押さえつけた。

「……あんなに冷たくされてるのに？」

　青木さんの呆れたような言葉に、私は黙ってコクンと頷いてみせた。

　オフィスでの樹さんは、私にはとても冷たく意地悪で、そりゃあ私も何度もへこんだ。そしてそのたびに、セレモニーの時、樹さんが私の手に残していった白いポケットチーフを目にして救われるのだ。

　あの時のことを、樹さんは社交辞令だと言った。上っ面とも。

　それでも私は、そのすべてが上辺だけのものだとは思えない。ウェイターを気遣い、私に謝罪してくれた姿こそ、彼の本質だと私は思う。

　どんなに冷たくされても、私は、樹さんが思いやりに溢れた素敵な人だと知っているから――。

「どうやったら樹さんのこと諦められるか、わからないんです」

　しっかり顔を上げてそれだけ言い切ると、私は勢いよく立ち上がった。

「あ、帆夏ちゃん！」

　カフェから飛び出して大通りを歩き始めた時、青木さんが私に追いついた。振り返った私に、青木さんは呆れ果てた表情を浮かべている。そんな彼女に、「ありがとうございました」と頭を下げた。

「青木さんに教えてもらった〝駆け引き〟。私、もっと他の方法で樹さんに仕掛けてみます。他の男の人と仲よくするとかじゃなくて。ちゃんと樹さんのこと〝好き〟って気持ちのままで……」

　顔を上げてぎこちなく笑いかけると、青木さんの方は、私を通り越してもっと先のなにかを凝視していた。それにつられて私も背後を振り返る。そして、青木さんがなにを見ていたか、わかってしまった。

「あ……」

　都会の広い片側二車線の道路。その向こう側の通りに、樹さんの姿があった。

　彼の隣には、私が見たことのないスタイルのいい巻髪の美人。彼女はその豊満な胸を押しつけるように樹さんの腕に抱きつき、ぴったりと寄り添い歩いていた。

「……また、金太郎飴の女、か」

　独り言のような青木さんの呟きに、私の胸が嫌に低い音でドクドクと打ち出した。

「わかったでしょ？　帆夏ちゃん。春海君が相手にするのは、ああいう女よ」

　窘めるように肩を叩かれ、私は目を伏せた。黙ったまま、両手をぎゅうっと握りしめる。

　私が合コンに参加したって、他の男の人と一緒にいたって、樹さんは表情ひとつ変えやしない。ほんの少しも好意を持ってもらえず、見向きもされない。こんな私が下手な駆け引きなんかしても、樹さんの心はもっと遠くなってしまうだけ。

　それじゃあ、私はどうしたら彼の心に近付けるんだろう。




　私がマンションに着いた時、時刻はまだ午後八時を過ぎたところだった。

　昨夜、一方的に決められたルール通り、先にお風呂を済ませて、無駄に時間を持て余す。

　そうして午後十時半。樹さんが帰ってきた時、私は缶ビールを三本空け、リビングのソファで酔っ払っていた。ヘラヘラ笑いながら「おっかえりなさ～い！」と両手を広げた私に、樹さんは底冷えするような冷たい視線を向けた。私を避けるようにソファの前に回り込み、黒革のカバンを床に置くと、はあっと大きな息を吐く。

「合コンだったんじゃないのか？　嫌に早くね？　それに何本飲んでんだよ。あ。お前、風邪ひいてたんじゃなかったのか？」

　そう言いながら背を屈め、私がテーブルに散らかした空缶をひょいっと拾い上げた。その横顔に、私はぼんやりしながら目を向ける。

「樹さんも。結構早かったじゃないですか」

　ちょっと呂律が怪しい声で、そう返した。

　意識したつもりはないけど、私の声には毒がこもっていたんだと思う。樹さんは中途半端な姿勢でピタッと止まり、眉間に皺を寄せて「は？」と聞き返してくる。

「すっごい綺麗な女の人と一緒にいるの、見ちゃいました」

　ボソッと呟くと、樹さんは眉尻を上げただけで、唇をキュッと結んだ。

　私の言葉に確かに反応したのに、無言で缶をコンビニ袋に放り込んでいる。

「なんで黙ってるんですか？」

　言い訳でもなんでも聞くつもりなのに。

　樹さんは表情も変えずにヒョコッと肩を竦めるだけ。

「だからなに？」

　しかも、返ってきたのは、まったく予想していなかった開き直ったような問いかけ。私には言い訳する必要もないということだろう。

　それが不満で、私はソファの上で身を乗り出し、樹さんの横顔をジーッと見つめた。

「私って、樹さんにとって、そこまでどうでもいい存在ですか」

　唇を尖らせる私を横目で見て、彼は鬱陶しそうな溜め息をついた。

「その様子じゃ、合コン収穫なかったんだろ。残念だったな。会費のもとも取れずに、寂しく家で飲み直しか」

　答えてほしいのに、涼しげな横顔で茶化される。淡々とした声で受け流される。

　そんなふうに意図的に心を隠されてしまったら、私はますます樹さんがわからなくなる。

　立ち上がろうとする彼の腕を、反射的に掴んだ。酔いに任せたせいか、思いのほか力が強かったようで、樹さんが一瞬バランスを崩す。

　私はソファから腰を浮かせ、ほとんど体当たりするように彼に抱きついた。

「おいっ……」

　樹さんの首に両腕を回し、ぎゅうっとしがみつくと、耳元で彼が息をのむ気配を感じた。それに構わず、私は彼の肩口に顔を埋める。

「……石鹸の香り」

　クンクンと鼻を利かせて、ひと言ボソッと呟く。

　顔の横から「は？」と短く訊ね返され、私は固く目を閉じた。

「あの人と、そういうとこに行ってたんですか？」

　知りたくないのに、私はそんな質問を口にしてしまう。

　樹さんが、ハッと短い息を吐いた。

「そりゃ、お前が風呂上がりだからだろ。変なこと勘繰るなよ」

「違います。樹さん、いい匂いします」

「……だから」

　呆れたように言って、私の肩に手をかける。

「おい、生駒。離せ」

　私を引き剥がそうと力を込めながら、樹さんはまっすぐ立ち上がった。

「嫌」

　樹さんに抵抗して、私はさらに腕の力を強めた。背の高い樹さんから離れないように、床に爪先立ちになる。

「……生駒、頼むから」

　肩に置かれた彼の手から、力が抜けるのがわかった。

　それでも私は、ブンブンと首を横に振って反抗する。

「生駒」

　耳元に、窘めるように呼びかけられる。

「私っ、樹さんの婚約者ですっ！」

　嫌々、と駄々をこねる子供のように、私は強く首を横に振り、声を絞って叫んだ。

「言い訳でもいいから、なんか言ってください！　そうやって無関心でいられるのが、一番寂しいんですっ」

　鼻の奥の方がツンとするのをこらえながら、樹さんの肩口にグリグリと顔を擦りつける。

「……どうしたら、諦めてくれるのかねえ……」

　樹さんは、もはや拒否も抵抗もせず、溜め息交じりにぼやくだけ。それがとても悲しくて、私はギュッと瞼を閉じた。

「好き……」

　口癖と言われたし、何度言っても届かないとわかっている。それならどうしたら私の気持ちは伝わるんだろう。

「どうしたら、ほんのちょっとでも私に向き合ってくれるんですか。鬱陶しがられてるのはわかるけど、そんなに私が嫌いですか」

　きつく閉じた目尻から、涙が滲むのを感じる。

　樹さんが、大きな溜め息をついた。

「鬱陶しいけど、別に〝どうして〟って理由があるほど嫌いなわけじゃない。……そもそも、政略結婚に好きも嫌いもないだろ」

「政略結婚だって知らない時からそうじゃないですか。樹さん、初めてオフィスで会った時からそうだったじゃないですか」

「そりゃ。俺の中で生駒って、〝甘ったれのふざけた女〟で、問題外だったからね」

「っ……」

　その言葉を聞いた瞬間、樹さんの首に巻きつけた腕がプルプルと震え出した。踵かかとを床に下ろし、腕の力を緩める。

「この政略結婚からは逃れられないかもしれないけど、感情まで縛りつけるなよ」

　冷たく呟く声に、私は心底打ちひしがれる。

「婚約者なのに、問題外のまま……」

　キュッと唇を噛み、私は樹さんの肩から顔を離して俯いた。

「この先ずっと、私は問題外？　私は出会った日から一日ごとにもっともっと……樹さんを好きになってるのに……」

　まるで頭の中に靄もやが立ち込めたみたいで、ぼんやりと抑揚のない声で呟く。

　樹さんは軽くネクタイを緩めながら、黙って私を見下ろしている。

「ご、合コンだって、樹さんの気を引きたかっただけなのに、全然つれないし。他の人と話してみても、やっぱり樹さんのこと好きで好きでたまらないって思い知るだけで。どうして。どうして私ばっかりっ……！」

　悲鳴のような声をあげた瞬間、樹さんが私の背に手を回した。引き寄せられる感覚にドキッとして、息をのんで彼を仰ぎ見る。

「酔っ払いと話してても時間の無駄だ。これ以上喚わめくなら、手っ取り早くその口、封じ込むぞ」

　大きく見開いた私の瞳に、意地悪なことを呟く樹さんの唇が映った。

　茶色い瞳を鋭く細め、私に覆い被さるように顔を寄せてくる。樹さんが、私の背中に回した手にクッと力を込めた。

　長い睫まつ毛げが目の前で伏せられるのを、瞳に焼きつけた瞬間――。

　唇に、知らない温もりと感触が落ちてきた。戸惑う間もなく強く押し当てられ、柔らかく下唇を食はまれる。

　意地悪な言葉とは裏腹に優しくゆっくりとした行為に、頭よりも心が先に反応して、胸がドキドキと高鳴り始めた。

「ふ、う……ん……」

　わずかに離れた唇の隙間で、鼻から抜けたような声が漏れた。

　樹さんにとっては、私を黙らせるためだけの行為だとわかってる。それでも初めてのキスはあまりに甘くて、私は無意識に彼のシャツの胸元をぎゅうっと握りしめていた。

　気持ちがないキスは悲しいくらい切ない。なのに、このまま離さないで、と思う自分がいる。

　だけど樹さんは、信じられないくらい優しい余韻だけ残して、唇を離してしまった。

「あ……」

　離れてしまう温もりが名残惜しくて、私は目をトロンと潤ませながら、樹さんの唇を追うように踵を上げてしまう。

「……お前、俺に熱が移りそうなくらい、熱い身体してる」

　樹さんは私の口を大きな手で覆うと、素っ気なく顔を背けた。背中から離した手で、私の額を思い切り押しのけて私を引き剥がすと、クルッと背を向けた。

「酒盛りしてクダ巻いて人に絡んでないで、さっさと寝ろ。風邪、ぶり返したんじゃねえか」

「い、いつ……」

「俺にコピー取りなんかやらせたら、このくらいの意地悪じゃ済まないぞ」

　樹さんは一度もこっちを振り返らずに、それだけ言い捨てて自分の部屋に入ってしまった。

　それ以上の立ち入りを拒否するように閉ざされたドアを見つめた。力が抜けて、私はへなへなとしゃがみ込む。

　樹さんに言われた通り、全身が熱い。心臓がバクバク打ち鳴って、耳元で大きくこだましている。

「……～っ……！」

　頭の中は、グチャグチャだった。呑気にドキドキしてていいのか、怒るべきなのか、それとも悲しむべきなのか、自分の気持ちなのに判断できない。

　樹さんにとってはただの〝口封じ〟でしかなかったとしても、私にとっては人生初めてのキス。

　夢にまで見た樹さんとのファーストキスは、なんだかとても甘くて優しくて――。

「～○△×☆～っ！！」

　自分でも到底判別できない言葉を発しながら、ソファに思い切り顔を突っ伏した。

　どうしよう。どうしよう。樹さんにキスされちゃった……！

「う～……大好き……」

　意地悪なキスにドキドキが止まらない。

「悔しい……胸が苦しい。意地悪、最低。……どうしよう、嬉しいよ～……」

　ボスボスボス……と力いっぱいソファに拳を打ちつけ、脈絡もなく呟き続けていたら、結局私の頭の中は、もっと樹さんでいっぱいになってしまった。










熱い身体に掠める想い




　翌朝――。

　樹さんの様子は昨日までと全然変わらない。もちろん挨拶してくれるわけでもないし、私が黙っているせいか、チラッともこっちを見てくれない。

　どうしよう……。

　無言でやり過ごしたくないのに、『おはようございます』のタイミングを逸してしまったせいで、なんて声をかければいいのかわからない。どんな顔をしていればいいんだろう。

　昨夜はひと晩中ドキドキして、あまり眠れなかった。起き出してからも緊張しっ放しの私に反して、樹さんは悲しいくらい涼しげな表情で、絶対的な温度差にへこむ。

　このまま私まで黙っていたら、会話の糸口が見つからなくなってしまう。気配を感じるだけで心臓を跳ね上がらせてる場合じゃない。なんとか声をかけないと！

「い、いいい……行ってらっしゃい！」

　かろうじて玄関までお見送りに出たものの、いきなり出だしからつっかえてしまった。樹さんは眉を寄せて溜め息をつく。

「出迎えて〝お帰り〟も、見送って〝行ってらっしゃい〟もいらないけど」

「い、い、いえっ……これはもう私の自己満に近いんでっ……」

「そんな噛みまくって言われると、呪いの呪文かけられてる気分になるから、謹つつしんで遠慮する」

「うっ……」

　言い返したいのはやまやまだけど、さらに呪文をかけてしまう気がして、私はグッと言葉をのんだ。

　顔を俯け、意味もなくシャツの裾を両手で引っ張り口ごもる私の前で、靴を履き終えた樹さんがまっすぐ背を伸ばした。

　上から見下ろされているのがわかるから、とても顔を上げることができない。樹さんの唇にばかり目がいってしまいそうだし、私の心を見透かされてしまいそうだ。

　私は唇をキュッと噛みしめて、樹さんの黒い革靴の爪先を見ていた。

　そんな私の頭上で、フッと小さな笑い声が聞こえる。その声につられて顔を上げた時。

「っ……!!」

「あのなあ……。お前、その顔でオフィスに来るなよ」

　背を屈めながら私を覗き込む樹さんの顔があまりに近くて、ドキンと胸が跳ね上がった。

　やっぱり唇に目がいってしまう……。

　慌てて目を逸らした途端、顎を持ち上げて顔を固定された。自分でも戸惑うほど動揺してしまい、視線を逃がすこともままならない。

「そ、その顔って……ふぐっ」

　結局目を伏せて呟くと、樹さんは顎に置いていた手で、私の両頬をギュッと掴んだ。頬の肉を無理矢理顔の真ん中に寄せられたせいで、唇が突き出てしまう。

　そんな私の顔に、樹さんは非情にもプッと吹き出す。

「俺は茹でダコがキョドってるみたいな顔って思ったんだけどね。確かにフグでもいいな」

　その上、意味不明な茶化し方をしながら、クッと手の力を強める。

「ふぐぐ～っ！」

　さらに唇を突き出す形になり、動かせないまま抗議の声をあげると、より一層樹さんのツボにはまったようだった。

「あ～あ。こんな顔男に見せたら、お前もう嫁にいけないな。俺も夜な夜なうなされそう……」

　そんなひどいことをサラッと言いのけ、肩を揺らして笑いながら、樹さんはやっと手を離してくれた。

　指の痕が残るんじゃないかと思うくらい強く掴まれたせいで、地味に痛い。

　私はますます頬を赤らめて、軽く樹さんの胸を突き飛ばしてキッと睨みつけた。

「私は樹さんのお嫁さんになるんだから、いいんですっ！」

　唇を尖らせ、精いっぱい言い返してそっぽを向く。

「樹さんにしか見せてないじゃないですか！　フグみたいな顔も、は……裸だって！」

　樹さんは黙ってひょいっと肩を竦め、ドアレバーに手をかけた。

「そうだったな。お前の初物尽くし。光栄だね。次はなんの初めてをいただこうかな」

「っ……!!」

　予想外の返しに言葉を失い、口ごもったのは私の方だった。

　口をパクパクさせる私を肩越しに振り返り、樹さんは小さな溜め息をつく。

「あのな。真に受けるなよ。冗談に決まってるだろ」

　それだけを素っ気なく言い捨て、結局〝行ってきます〟のひと言もなく、樹さんは出ていった。今日は鼻先でドアを閉められずに済んだけど、私はその場にペタンとしゃがみ込んでしまった。

　なんだか樹さんの意地悪が、日に日に際どくグレードアップしてるような気がする。私をからかうためだとわかってても、まさに初めてのキスを奪われた今あんなことを言われたら、他の〝初めて〟も樹さんに……なんて妄想が広がってしまう。

「初めてのキス……樹さんと……」

　思わず呟いてしまった言葉に煽あおられて、私は全身を火照らせた。思い出すだけで、唇に感触が蘇ってきそう。

　慌てて両手で頬を押さえると、相当熱を帯びているのか、自分の手が冷たく感じられた。

「……あれ？」

　途端に、違和感がよぎる。さっき樹さんに頬を掴まれた時だって、私の頬は今と変わらないくらい熱かったはずなのに。

「樹さんの手……」

　なんだかそれより熱っぽかった……ような気がする。




　オフィスに着いてみると、樹さんはすでにいつもと変わらずキビキビと仕事をしていた。

　家でたっぷり意地悪されたせいでちょっと免疫がついたのか、オフィスではちゃんと樹さんに目を向けることができる。私は始業後から樹さんを気にしてチラチラと観察していた。

　普通に見てるだけなら、変わらない。いつもの〝春海樹〟で、明るく強気で堂々として。

　だけど人の視線が逸れると目頭に指をやり、眩暈めまいを抑えるような仕草を、午前中だけでも何度もした。

　いつも彼を見ている私には、その仕事ぶりが精彩を欠いているのがよくわかる。

　そして今、出勤してすぐ樹さんに頼まれた、大量のＰＤＦ読み込みを終え、預かった書類を返した時。

「っ……」

　手が触れたのは、ほんの一瞬。それでもわかる。樹さんの手は、朝の比じゃないほど熱かった。

「い、樹さんっ……」

　私から書類を受け取った樹さんは、すぐに椅子を回してデスクに向かってしまったけれど、私はそこから立ち去れずに呼びかける。

「なんだよ。さっさと仕事戻れ」

　私が作業したＰＤＦを確認しているのか、樹さんはパソコンモニターを注視してマウスを操作し始める。もちろん私の方には目もくれない、けれど。

「今日はもう帰ってください。部長には私が伝えておきますから」

　そう言って横から手を伸ばし、樹さんの手ごとマウスを持ち上げた。しっかりと彼の手を握ると、その手の熱さがよくわかる。

「なっ……」

　私のいきなりの行動にギョッと目を剥いた樹さんが、浮き上がった手を見上げて私を睨んだ。

「おい、なにするんだ。離せ」

「離しません。樹さん、すごい熱ですから！」

　強気でキッと睨み返して、私はもう片方の手をここぞとばかりに樹さんの額に当てた。

　さらに彼が息をのむ。けれど額に置いた手はすぐ振り払われ、マウスを取り上げた手も解かれてしまった。

「このくらい大したことないから。っつーか、オフィスだぞ。余計なことで話しかけてくるな」

　樹さんは私からふいっと目を逸らし、マウスをデスクに戻してそう言った。

　家で話しかけても、ほとんど無視じゃないか！と手を挙げて抗議したい気分だけど、今は怒ってる場合じゃないし、とにかく引き下がるわけにはいかない。

「子供みたいに駄々こねないでください！　無理してこじらせたらどうするんですか」

　そう畳みかけると、樹さんがイラッとした目を私に向けた。

「こじらせねえよ。ただの熱だろ」

「風邪ですよ、絶対」

「ああ、冬も近いし、そろそろ流行り出すかもな」

　樹さんは私の忠告を完全に受け流しながら頬杖をついてモニターを見て、カチカチとマウスをクリックする、けれど。

「風邪ったら風邪です！　昨夜意地悪で私にキスしたりするから、うつったんですよっ！」

　声を張り上げて、私は樹さんのパソコンモニターの電源を落とした。画面が一気に暗くなる。

　樹さんはモニターから視線を外し、ジロッと私を見上げた。

「おい、バカなこと口走るな。オフィスだって言ってるだろ。誰かに聞かれたら、また妙な誤解されるだろうが」

　鋭く低い声で静かに言って、樹さんはサッと辺りに視線を走らせる。

　チームリーダーの樹さんのデスクは、他の先輩たちからはちょっと離れているから、この程度の声の大きさなら聞かれるとは思えない。とはいえ……私と樹さんが並んでいると、多少なりとも冷やかし交じりの視線を感じるのも事実。

「聞かれたくなかったら、大人しく帰り支度してください」

「お前の命令なんか聞くか。それに、勘違いするな。昨夜のは、そんなんじゃないから」

「なんと言われても、私にとってはキスなんです！」

「っ、生駒。そういうことデカイ声で言うな、って……あああっ!!」

　私を咎めるようにわずかに腰を浮かせた樹さんが、次の私の行動にギョッとして目を剥いた。

「おまっ……俺、航行管理書作成中だったんだぞ！」

「えっ……」

　パソコン本体を乱暴に強制終了させた私に、樹さんが鋭い声で怒鳴りつける。

「まだ保存してなかったのに……。俺の朝からの仕事、全部パアじゃねえか。ほんっ……と、お前、なにしやがるんだよ！」

「うっ。ごめんなさい」

　いつにも増して激しい樹さんの剣幕に、取り返しのつかないことをしたと自覚して、私の胸にも焦りがよぎる。

「でも、朝から一度も保存しなかった樹さんも悪いんじゃ……」

「会議だ来客だって中断されて、忘れてたんだよっ」

「え、えーっと……春海さん？　どうし……」

　私たちの言い合いを聞いて、何人かの先輩たちが窺うように近寄ってきた。

　それを見て、私も開き直る。

「も、もう、樹さん！　朝からの仕事は水の泡になったことだしっ！　航行管理書じゃ、いちからやったら今日中には終わんないでしょ。ですから。もう今日は諦めて帰ってください」

　そう言って、胸を張る。

　群がってきた先輩たちも『げ』と顔を引きつらせているから、樹さんから仕事する気を削ぐためとはいえ、とんでもないことをしたのは自分でもわかる。

　さすがに額に嫌な汗が滲むのを感じた時。

「はああ……わかったよ。帰りゃいいんだろ、帰りゃ」

　オロオロと顔を見合わせている先輩たちの前で、樹さんは肩を落とし、白旗を揚げた。深い溜め息をついて、ものすごい恨みのこもった瞳をキッと私に向けてくる。

「その代わり、生駒。今お前がパアにしてくれたとこまで、全部いちから作り直しておけ。俺と違ってお前の時間は有り余ってんだから、楽勝だろ」

　その上、眉間に長い人差し指をビシッと突きつけられ、私は反射的に背を仰け反らせてしまった。

「えっ。でも私、やったことな……」

　思わず怯んで返事をすると、樹さんはふんと鼻を鳴らして椅子に腰を下ろした。

「やったことなくてもやってみろ。俺だって最初は初めてだったよ」

　完全に不貞くされた様子で揚げ足を取るような言い方をして、樹さんはデスクの上を片付け始めた。

　どうやら、大人しく早退する気になってくれたようで、そこだけはホッとする。

　周りを囲んでいた先輩たちも、チラチラとこっちを気にしながら自分のデスクに戻っていく。

「いいか。俺をオフィスから追い出そうっていうなら、俺の不在時くらい役に立ってみろ。右腕とは言わない。せめて足の小指程度の働きはしてこい。……終わるまで帰ってくるな。いいな」

　樹さんは、皮肉たっぷりに刺々しく言い捨てる。先輩たちが離れていくのを横目に、最後のひと言だけ声を潜めて私を見上げながら言い捨てた。

　その視線にドキッとしながら、私は胸を張って「はい！」と元気に返事をする。

　樹さんは眉間に皺を寄せて、はあっと大きな息を吐いた。

「嫌みも皮肉も通じない女になに言っても無駄か。頭痛が強まるだけだったな」

　そう言って、足元から黒いカバンを取り上げ、デスクの上に置く樹さんに、私は首を傾げてみせた。

「え、なんでですか？」

「なんだよ」

「だって、足の小指って、身体全体のバランスを取る大事な部分でしょ。樹さんを支える役割を任せてもらえるなんて、頑張らなくちゃ！」

　そう言ってニッコリ笑うと、樹さんは虚を衝かれたように目を丸くした。すぐに私から目を逸らし、カバンを持って勢いよく立ち上がる。

　その途端、樹さんの身体がフラッと揺れて、私は慌てて手を伸ばした。脇腹のあたりを支えると、私の肩に彼の手がのせられる。力がこもったのはほんの一瞬で、樹さんはすぐに自分の足でしっかり体勢を立て直した。

「……悪い」

　樹さんは顔を背けてボソッとそう言って、ちょっと乱暴に私の肩を押しのけ、背を向けた。振り向くことなくデスクから離れていく。

「あ。あの、気をつけて……！」

　慌てて声をかけて頭を下げると、樹さんは軽く左手を上げて、ヒラヒラッと振ってくれた。たったそれだけのことでも、樹さんが私に向けてくれた合図だと思ったら、ドキドキして嬉しくなってしまう。

　強がってても本当はすごく身体がキツくて、私に嫌みを言うのも億おっ劫くうなのかもしれないけど。

　樹さんがオフィスから出ていく背中を最後まで見送って。

「……よし。少しでも樹さんの支えにならなきゃ」

　私は拳を握って気合いを入れると、自分のデスクに戻った。

　樹さんの右腕になるなんて大きなことは言えないけれど、彼が私に与えてくれた役割なら、頑張れば務められる。とりあえず、誰かに航行管理書の作り方を教えてもらう……ところから始めないと!!




　その日、普段はめったにしない残業を一時間して、私はオフィスを飛び出した。途中でドラッグストアとスーパーに駆け込み、両手にビニール袋を提げてマンションに帰った。

　エントランスのコンシェルジュさんに挨拶をする。樹さんがちゃんと部屋に帰っていると教えてくれた。私は、わずかにホッと胸を撫で下ろす。

　フロアに上がって廊下を一番奥まで突き進み、ドアを開けて玄関に飛び込んだ。見下ろすと、ちゃんと樹さんの革靴が置かれている。

「樹さん……！」

　靴を脱ぎ散らかして、廊下を駆け抜けた。

　リビングは真っ暗。いつも私が帰る時と、部屋全体の様子はなにも変わりない。

　キッチンのカウンターの前にドサッと荷物を置いて、私はまっすぐ樹さんの部屋に向かった。

　ドアを軽くノックして、ほとんど同時に押し開ける。眠っているものだと思っていたから、返事なんか待たなかった。

　ところが。

「おい、勝手に入ってくるな。ノックするなら、返事くらい待て」

「っ……!?」

　足を踏み入れた途端、そんな低い声に迎えられた。

　ベッドサイドに立っていた樹さんの裸の背中が、瞬時に目に飛び込んでくる。私は反射的に足を止め、慌ててクルッと身体の向きを変えた。

「ご、ごめんなさい！　寝てると思ってたのでっ……」

　初日に一度見たことがあるといっても、見慣れるもんじゃない。

　ドキドキバクバクと騒ぎ出す胸をぎゅうっと押さえて言い訳をすると、「ああ」とあっさりした返事が返ってきた。

「さっきまでな。医者に寄ったら、やたら強い薬処方されて爆睡してた。おかげでいくらか熱も下がったし、汗かいて気持ち悪かったからシャワー浴びてたんだよ」

「そ、そうでしたか。ちゃんとお医者さん行ってくれたんですね……よかった」

　声が上ずりそうになるのを意識しながら、肩越しにそおっと樹さんを見遣る。

　腕に通したロングＴシャツを頭からスポッと被る樹さんにホッとして、私は再び室内に向き直った。

　樹さんはスマホで時間を確認すると、私を横目で見遣った。

「お前にしては遅い帰宅だな。寄り道でもしてたのか」

　鼻の下に手の甲を当て軽く鼻を啜る樹さんに、目線を爪先に落として一歩近寄る。

「あの……航行管理書と格闘してまして……」

「なんだ。マジでやったのか。別によかったのに」

　濡れた髪をタオルでワシャワシャと乱暴に拭きながら、樹さんが呆れたような声で言った。

「明日になって間違い探しする方が時間食いそう……」

「そ、そんな！　大丈夫です。ちゃんと青木さんにも見てもらったし！」

「嘘だよ。冗談抜きで助かった。……サンキュ」

「っ……」

　私の方に目を向けてはくれなかったけれど、樹さんの口からすごく自然に漏れた短い感謝の言葉。

　私はゴクッと喉を鳴らしながら、大きく見開いた目で彼を見つめてしまった。

　タオルを肩にかけた樹さんが、怪け訝げんそうに首を傾げる。

「……なに」

「今、樹さん、私に『サンキュ』って……」

「俺は礼も言えない男じゃないぞ。それに……実際身体はキツかったし、早めに医者に行けたのは助かった。おかげで明日は通常通り出勤できそうだしな」

　肩を竦めながらそう言って、樹さんはベッドにドスッと腰を下ろした。私を見上げ、ますます訝いぶかしそうに眉間の皺を深める。

「……で、そこで泣かれる意味がよくわかんないんだけど。俺」

「だ、だってっ！　樹さんが私にお礼言うなんて、あまりにレアで。録音しておきたかったくらいで……!!」

「バカか。そのくらいで」

　頬に涙を伝わせる私に、心底呆れ顔でがっくりと肩を落としてから、樹さんは顔を上げた。

「今までを思い返しても、お前に感謝するようなこと、一個も記憶に掠らないからな。当然だろ」

「わ、私。今日はちょっとはお役に立てましたか」

　ズビッと鼻を啜りながら訊ねると、樹さんは小さく首を縦に振った。

「だから、礼言ったろ」

「よかった……私、樹さんを支えることができたみたいで……」

　私は涙をのみ込もうとして、一度大きく息を吐いた。そして、ちょっとためらってから、もう一歩樹さんに近付く。

　顎を上げて私を見上げる樹さんの額に、そっと手を当てた。オフィスで同じことをした時と違って、今度は手も振り払われない。

　そんな樹さんの反応と、手に伝わる温もりに安心して、私はホッと肩で息をした。

「……本当だ。少し下がりましたね。でも、今日はちゃんと薬飲んでゆっくり寝てくださいね。あ、樹さん、夕飯食べてないですよね？　私、お粥作ろうと思って買い物してきて」

　そう言いながら、手を離す。涙を拭ってからニッコリと微笑んでみせた。

「定番ですけど、鶏肉と卵のお粥でいいですか？　えっと……嫌かもしれないけど、今夜は絶対食べてもらいますからねっ」

　そう言いながら大股で移動して、ドアに手をかけた。そのまま部屋から出ようとした時。

「……生駒」

　静かに呼ばれて、私もゆっくり顔だけで振り返った。

　樹さんは私の目が自分に向くのを確認してから、小さく肩を動かして息を吐く。

「俺、お前のこと嫌いじゃないけど、ふざけた女だと思ってた」

「……それは昨夜聞きました。一応結構傷ついてるので、そんなに何度も……」

　しみじみ言われると、改めて胸にグサッとくる言葉だ。

　私は引きつりそうな苦笑を浮かべて、しっかり樹さんの方に向き直り、ドアに背を預けた。

　それでも樹さんは、構わず言いたいことを続ける。

「なに言ってもへこまないし、どんなに打っても響きもしない。意地悪のしがいもないし、当然優しくする気にもならない……。こんな女に『好きだ』って言われ続ける俺が、本気でかわいそうだって自分で思ってたよ」

　ちょっと熱が下がった樹さんの毒舌は、これでもかってくらい強烈だった。

「う……」

　表情を変えずに静かな声で淡々と言われるせいで、本心であることが感じられて、胸を抉られる気分で落ち込みそうになる。

「そんな普通の顔して言われると。これでも結構へこんでるんですけど……」

　足の爪先で軽く床を蹴飛ばし、不貞くされたように呟くと、樹さんはフッと表情を和らげた。

「さっき……間違ってたな、って感じた」

「……え？」

　一瞬なにを言われたのかわからず、私は何度か瞬きをした。

　樹さんは広げた膝の上に肘をついて、顔の前で両手の指を組み合わせている。

「どんなに意地悪しても、冷たくしてへこませても。傷つけるつもりで言った、悪意だらけの言葉でも。全部プラスに変換して、いい方向に解釈しちまうんだ。生駒、お前は」

　樹さんはゆっくり言って、一度言葉を切った。そして、組み合わせた指の向こうから、私を上目遣いに見つめてくる。

「能天気なお前だからできる技だろうけど……お前にかかれば、こっちの毒気も抜かれる。そういうの、素直にすごいと思ったよ。俺」

「……っ」

　途中までは、樹さんがどういうつもりで言ってるのかわからなかった。

　だけど、向けられた瞳が今までになく優しかったから。私の鼓動は跳ね上がって、ドキドキと騒ぎ出す。

「俺に意地悪されて傷ついて、離れていくの待ってたのに。なにやっても無駄なんだろうなって、思い知ったわ。天然相手に意固地になろうって方が、疲れるよな……」

　樹さんは、肩を竦めて溜め息をついた。

　その言い方と仕草だけなら、本気で呆れ果ててるとしか思えないけれど。

「……昨夜の」

　わずかに下を向いて、樹さんがポツリと短く続けた。

　私が聞き返す前に「お前が見た女」と呟かれ、ドクンと胸が鳴るのを感じた。

「あ、あの、樹さん」

　気になるけど、聞きたくない。そんな気持ちが先行する。

　私は樹さんに呼びかけながら逃げ場を探し、後ろ手でドアレバーを確認した。けれど。

「違うからな。あれは俺の従い姉と妹こで……そういう関係もないから」

　淡々とした声で明瞭に説明されて、私は思わずゴクッと唾を飲み込んだ。

「従姉妹……？」

　彼の言葉を繰り返し、その意味を理解しようとする。

　樹さんは「そう」と目を伏せて頷いた。

「しかもあれで今年四十だし」

「……え？　ええっ!?」

　意外すぎる事実を聞いて、私は度肝を抜かれて大きく目を剥いた。

　あのスタイルのよさで!?　遠目にも美人だと思ったあの人が……!?　いやいやいや……美しさに年齢なんか関係ない、とは思うけど。

　軽く混乱する私の前で、樹さんはなにやら難しい表情を浮かべて、ふうっと息をした。

「俺、年上無理なんだよ。その上親戚だし、完全範囲外だから。もちろん向こうも」

「そ、そうなん……ですか？」

「そうなの。わかったか」

「は、い……」

　ハキハキした声で言い含められ、私はまだ呆然としながら、何度も頷いて返事をした。それを見て、樹さんはきゅっと唇を噛んで、私から目を逸らした。

「わかってないだろ」

「え？」

「……つまり……お前の方がずっと、範囲内だって。……俺の婚約者は、お前なんだろ」

「えっ……？」

　付け加えられた言葉は聞き取りにくくて。

「い、今、なんて……」

　もう一度言ってほしくて聞き返してしまった。

　だけど、樹さんは答えてはくれない。

「なんかまたボーッとしてきた。生駒、メシ作る気あるなら、さっさと作れ。腹減ったから、今ならなんでも食ってやる」

　顔を背けてふてぶてしく私に命令すると、自分はベッドにゴロンと仰向けになってしまった。顔の上で交差させた腕が邪魔で、私にその表情は見えないけど。

「は、はいっ……！」

　とっても心が弾むから、樹さんが言ったように、プラスに解釈なんかしなくても嬉しい。私はすごく晴れやかな気分で、樹さんの部屋から出た。

　カウンターを回り込んでキッチンに入り、スーパーの袋から買ってきた食材を取り出して並べる。めいっぱい腕によりをかけてお料理したい気分だった。

　鶏のもも肉はソテーにしたいな。ちょっと凝った味付けにしたい。照り焼きでもいいし、ハニージンジャーでもいい。

　付け合わせもなにか趣向を凝らして、と、ウキウキして妄想が暴走する。

「……はっ」

　鶏肉をまな板に置いて塩コショウをしようとしていた自分に、ハッと我に返った。

　ダメダメ。樹さん、『またボーッとしてきた』って言ってたのに！　今日は大人しく胃に優しいお粥に留めておくべき!!

「き、きっと絶対！　回復しても、食べてくれる……はず……！」

　樹さんとの婚約成立に自信を持てる要素がなにもなく、今まで私もいい方向に考えることができずにいた。でも。

「婚約者って、認めてくれた……よね……」

　キッチン台に両手をつき、大きくこうべを垂れて「はあっ」と声に出して息をついた。

　聞き取りにくかったし、二度繰り返してはくれなかったけど、樹さんは私のこと『範囲内』って、『婚約者』って言ってくれた！

　彼の言葉は、私に幸せな未来の夢を見せてくれたようで、舞い上がってしまう。




　その後――。

　出来上がったお粥を土鍋ごとトレイにのせて樹さんの部屋に運び、ベッドサイドのチェストに置いた。レンゲ片手に「ふーふー、あ～ん」をしようとしたら、冷たい瞳で拒否されて、「出てけ」と追い出されてしまったけれど。

　樹さんとの距離が、縮まった。

　そんな思いで、私の気分は晴れやかだった。










近付く心と拭えない温度差




　翌朝――。

　熱も下がり、すっかり体調万全になると、樹さんはやっぱりつれなかった。

　私が作った朝食は食べてくれないし、話しかけても反応を返してくれるのはだいたい半分。まさに通常通り。

　昨夜、確かに掴んだと思ったバラ色の未来が、胸いっぱいに膨れ上がった幸せな結婚生活への希望が、プシューッと空気が抜けるように萎んでいく。

　涼しい横顔を見ていたら、『婚約者』と言ってくれたのは、私の聞き間違いだったのかもしれない、と意気消沈した。

　その上、スーツの背を追って玄関に出た私に、

「お前が来るまでに航行管理書チェックしといてやるから、覚悟して出てこい」

　と、色気も素っ気もないひと言を告げ、ダメ押ししてくる。

「はい……行ってらっしゃい」

　しょぼんとしながら、俯いて返事をした。

　昨夜のテンションを一気に急降下させる私を、樹さんは呆れたように見遣っていた。ひとつ小さな溜め息をつき、ドアレバーに手をかける。そして。

「行ってきます」

「……!?」

　自分の耳を疑って勢いよく顔を上げた時には、玄関のドアはバタンと音を立てて閉められていた。

「いいい、今、〝行ってきます〟って……！」

　今のは絶対聞き間違いじゃない。樹さんが私に向かって言ってくれたのは、一緒に暮らす者に向ける、お出かけ前の挨拶!!

　墜落しかけたテンションが、再び急浮上する。

　昨夜から、樹さんが言ってくれるのは、初めて聞く嬉しい言葉ばかり。〝行ってきます〟のひと言に、私は感動してジーンとしてしまった。

　きっと、昨夜の言葉も聞き間違いではないはず！

　昨夜以上に胸が弾み、出勤支度をするためにリビングに戻る私の足取りは、踊り出しそうなくらい軽やかだった。




　オフィスに着くとすぐ、樹さんのデスクに向かった。

　ダメ出しでも皮肉でも嫌みでもなんでも来い！と、戦闘準備万全の私を、樹さんはチラッと見遣る。そして仕事を中断して、私の前にプリントした紙を滑らせた。

　目線を落として確認する。それは昨日私が一所懸命作成した航行管理書で、何箇所も赤ペンの書き込みが施されていた。

「病み上がり早々、頭痛くなるくらい、やりがいのある赤入れだった。完成がほど遠そうだな」

　デスクに肘をつき、顔の前で指を組み合わせ、私を見上げる意地悪な瞳はいつもと変わらず。本当に体調万全で、あらゆる意味で絶好調って感じ。

　昨夜、『サンキュ』と言われただけで、天てん狗ぐになっていた鼻をへし折られた気分だ。

「すみません……かえってお手数おかけしました……」

　樹さんの赤字に目を走らせながら、徐々に肩を縮こませていく。自分の不甲斐なさが身に沁みて、ガッカリしながら謝ると、樹さんは表情も変えずに続けた。

「それ、続き頼んでいい？」

　組んだ指を解き、頬杖をつく樹さんの言葉の意味がわからない。

「……え？」

　私の返事のタイミングは一瞬遅れた。

　樹さんは私の手のプリントを顎先で指し示す。

「時間やるから、最後まで作って」

　はっきりと言葉で説明されて、私は何度も瞬きしてしまった。

「わっ……私でいいんですか!?」

　信じられない樹さんの命令に、興奮のあまり声が喉に引っかかってしまった。

　私の反応に、樹さんは眉を寄せる。

「お前も、仕事しに来てる社員だろ。それともなに？　やっぱり半年経ってもやる気のない、腰掛けの給料泥棒か？」

「い、いえいえいえ！　樹さんに怒られた時から、私だって心を入れ替えて頑張って……」

「でも、半年経つのにいつまでもコピー機が一番仲よしじゃ、こっちも困るわけ。とりあえず、給料の分だけでも仕事こなしてもらわないと、ってね」

　今まで他にまともな仕事を振ってくれなかったのは樹さんじゃないか！と、抗議したい気持ちは追い払った。そんなことより、今はただ嬉しい。

　樹さんを支えたくて取り組んだ仕事。続きを任せてくれるってことは、私、嘘じゃなく、彼の役に立てたのかもしれない！

「や、やります！　やらせてください！」

　湧き上がる興奮で、声が大きくなってしまうのを抑えられない。

　鼻息まで荒くなる私に、樹さんは嫌そうに眉尻を上げる。長い足を組み上げ、チラリと上目遣いの視線を向けてきた。

「言っとくけど、その赤全部直しても合格ってわけじゃないぞ。あまりに頭痛くて途中で放棄したから、その量で済んでるんだし」

「はいっ！　肝に銘じて頑張らせていただきます！」

　ニッコリ笑いながら、ギュッと拳を握ってみせる。

　よしっ！　やるぞ！　婚約者としても、部下としても、樹さんを支える存在になるんだから！

　そんな私に、樹さんは呆れたような顔をした。

「……ったく。お前をへこませようとしても、無駄だったっけな。俺、昨夜思い知ったんだった」

　樹さんがそう呟いて肩を竦めた時、彼のデスクのＰＨＳが着信音を鳴らした。

　樹さんが、「ん？」と反応して手を伸ばすのを見て、私はペコッと頭を下げた。鼻歌を歌いたくなるのをどうにか我慢して、デスクに戻る。

「……なに？　やけにご機嫌じゃない？」

　隣のデスクの青木さんにコソッと言われて、私は樹さんに仕事を任せてもらえたことを話した。それに彼女は「ふ～ん」とつまらなそうに鼻を鳴らしただけ。

「確かに社員の頭数は限られてるんだから、有効活用は大事ではあるけどね」

　ちょっと引っかかる言い方だけど、とりあえず今そこはどうでもいい。

「というわけで青木さん！　この続き、教えてください！」

　満面の笑みでお願いすると、「はいはい」と軽い声で流された。

　青木さんは頬杖をついて、チラッと樹さんのデスクの方を見遣る。つられて顔を向けると、樹さんがＰＨＳ片手に電話をしていた。

「……帆夏ちゃん、全然気にしてないの？」

　私に横顔を向けたまま、青木さんが小声でそう訊ねてきた。

　なんのことかわからず、私は首を傾げて、彼女の言葉の続きを待つ。

「この間の夜の、春海君と仲睦まじい女のこと」

「あ、ああ……」

　青木さんの質問に納得して、私は何度か頷いてみせた。

「樹さんが教えてくれました。今年四十になる従姉妹だそうで」

「はあ？　……四十？」

　一緒に彼女を見た青木さんも、あの人が四十とはさすがに思わなかったんだろう。ギョッとしたように、ひっくり返った声をあげた。

　私とほとんど同じ反応を目にして、思わずクスクスと笑ってしまう。

「疑われるような関係じゃないって言ってました」

　周りを気にしてちょっと小声で伝えた。

　でも、青木さんはなんだか納得いかなそうな表情で、私をジッと見つめている。

「まさか本人に聞き込み済みとはね。そんなこと聞いて真剣に答えてもらう時間あったの？ってツッコミたいとこだけど」

「えっ!?　あ、あのですね……」

　考えもしなかった鋭いツッコミに、私はしどろもどろになってしまう。

　確かに、オフィスで聞けたわけじゃない。家でも一緒で、しかもお酒の力を借りて引き出せたまでのこと。この事実を知られるわけにはいかない。

　だけど、青木さんが気になってるのはそんなことではないらしい。

「〝そういう女じゃない〟って言われて、帆夏ちゃん、素直に信じちゃったの？」

「え？」

「私は、そう言って黙らせただけだと思う」

　青木さんは大きな溜め息をつくと、椅子の背にもたれかかり、ギッと小さな音を立てて軋ませた。

　同じオフィスで樹さんのつれない態度を見てきてるから、彼が私に〝優しく〟するのには裏があるとでも思ってるんだろう。樹さんに盲目の私は、その裏も全部、表だと信じ込むって。

　確かに……黙らされた。

『手っ取り早くその口、封じ込むぞ』

　その後でされた〝口封じ〟を思い出し、カッと頬が火照ってしまう。でも、私はしっかりと顔を上げていられた。

「好きな人の言葉なら、信じたいじゃないですか」

　そう言いながら、自分の手元をジッと見つめた。

　私が昨日途中まで作成して、今朝、樹さんが朝一番で確認してくれた航行管理書。赤字の多さは私の出来が悪いからこそ。でも、裏を返せば、樹さんが丁寧に目を通してくれたという証拠だ。樹さんは『途中で放棄した』なんて言ったけど、病み上がりで出社してすぐに、忙しい時間を割いてくれたことに変わりはない。

「ちゃんとまっすぐ向き合って言ってくれたから、私は樹さんを信じます」

　Ａ４の用紙をギュッと握りしめてから、椅子ごとデスクに戻った。

「さあ、頑張らないと！　青木さん、ご指導お願いします！」

　二の腕に力こぶを作る仕草をしてそう言うと、青木さんは大きく深い息を吐いてから、自分のデスクに向き直った。

「仕事だから教えるけど。……ねえ。遊び道具にされて泣く前に、春海君を諦めることも考えなよ？」

　横顔に視線を感じながら青木さんの忠告を黙って聞いて、デスクの上で拳を握る。

「大丈夫だもん……」

　心遣いにはボソッと独り言を呟いて、私はまっすぐパソコンのモニターを見据えた。




　昨日に引き続き青木さんの指導を受け、私は午前中いっぱい航行管理書と格闘した。

　半分くらいまで作成を終えて、私はひと息ついた。期待はされていないだろうけど、とりあえず進捗状況だけは報告しておこうと、私は席を立った。

　ちょうどお昼休みに差しかかる時間で、同じフロアのあちこちで立ち上がる社員がいる。みんながオフィスを出ようとドアに向かっていく中、私は流れに逆行して樹さんのデスクに向かった。

「樹さ……」

　あと数メートル、ってところで声をかけようとした時、樹さんのデスクでＰＨＳの着信音が聞こえた。目線を動かすこともなくＰＨＳを取り上げる樹さんを見つめて、私はその場で足を止めた。

「はい、春海です」

　樹さんの表情がまるで動かないから、相手の話にそれほど集中していないのがわかる。彼のこういう態度を見る限り、仕事の話をする相手ではない。だから電話の相手は、八割方、社長じゃないかと思う。

　それなら報告は午後になってからにした方がいいか、と私は踵きびすを返した。

　その時。

「……はあ？　なんで俺を通すんだよ。用があるなら自分で電話すればいいだろ」

　呆れ返った声が背中で聞こえて、私は思わず樹さんを振り返っていた。そのタイミングで彼が目を上げて、視線が宙でぶつかってしまう。

　樹さんは表情も変えずに、私にちょいちょいと手をかざして合図してきた。私？と訊ねるように自分を指差してみせると、樹さんもＰＨＳを手にしたまま首を縦に振っていた。それを確認してから、私はもう一度彼のデスクに足を進める。

「あの、樹さん？」

　どうして呼ばれたのか考えながら首を傾げると、樹さんは耳から離したＰＨＳを私に差し向けた。

「親父。お前に話があるって」

「えっ、社長っ？　わ、私にですか？」

　樹さんからＰＨＳを受け取り、恐る恐る耳に当てて応答すると、すぐに社長が、《やあ、帆夏さん》と明るく呼びかけてくる。

「お、お疲れ様です、社長。あの……私になにかご用でしょうか？」

　探るように問いかけた私の耳に届いたのは、ランチのお誘いだった。

「え、ランチ。あの……私だけですか？」

　戸惑って訊ね返すと、それを聞いた樹さんが目を剥いて顔を上げた。

「なにっ。生駒、ちょっとＰＨＳ返せっ……」

　ガタンと音を立てて椅子から立ち上がり、樹さんが私にまっすぐ手を伸ばしてくる。

《まだお試し同居開始から一週間も経たないとこだが、ちゃんと仲よくやってるか、帆夏さんから聞きたくてね……》

　社長がそう言っている途中で私からＰＨＳを取り返した樹さんが、電話の向こうの社長に声を荒らげた。

「おい、親父！　だったら俺に聞け。生駒だけ呼び出す必要がどこにあるんだよ!?」

　それに対してどんな返事がされたのか、樹さんの表情が見る見るうちに苦いものに変わっていく。

「ふっざけんな。俺抜きで呼び出されて、余計なこと吹き込まれても困るんだよ。俺も行く。いいな？」

「えっ……!?　い、樹さんもご一緒ですか!?」

　樹さんの凄すごみの聞いた声に反応して、私は彼のデスクに両手をついた。

　だって、今まで樹さんと一緒にランチに行ったことなんかない。部の飲み会とか、みんなが集まる公式の場でしか、樹さんと同席できなかったのに！

　デスク越しに身を乗り出す私にギョッとしたように目を見開いて、樹さんはドカッと椅子に座り、くるりと回転させた。

「それから、業務拘束中に呼び出すからには、機密会議扱いでもてなしてもらうからな。人目につく場所に出向いて、勝手な噂をされても困る」

「き、機密会議っ……？」

　樹さんが話しているのは電話の向こうの社長だとわかっているけど、彼の言葉尻を拾って質問をぶつける。背を向けられていることに焦れて、私は樹さんの前に回り込み、電話をするその顔を覗き込んだ。

「もちろん部外者の同席は認めない。深み雪ゆきさんも入室禁止。以上」

「深雪さんって誰……!?」

　私の問いかけに、樹さんは眉間の皺を深めながら、またしても背を向けてしまう。どうやら話はついたらしく、樹さんは「じゃ、一時間後に」と口をへの字に曲げて呟くと、ブチッと音が聞こえてきそうな手つきで通話を終了させた。

「あ、あのっ……！」

　ふうっと肩で息をする樹さんの前に、懲りずに躍り出た。

「一時間後、親父の誘いでランチに出るから。それまで仕事続けてろ」

　樹さんはそれだけを言い置き、ＰＨＳを卓上ホルダに刺すように突き立てた。そして、明らかに不機嫌な様子でガシガシと乱暴に髪をかき乱す。

　綺麗に整っていた前髪がサラッと額に落ちるのを見つめて。

「あの」

　シッシッと手で払われながらも、私は食い下がって声をかけた。

「私ひとりじゃ、なんかマズいんでしょうか？」

「当然だろ。俺のいないところで余計なこと言われちゃたまらん。下手したら、三カ月を待たずに婚約だお披露目だって、勝手にスケジュール組み出すだろうからな」

　追い払ったわりに、丁寧に返事をされて、逆に私の方が苦笑した。

「そうですね。急がず、ちゃんと三カ月経ってから……」

　お試し同居はまだ一週間に満たないけれど、私はたくさんのドキドキを樹さんからもらった。きっと、これから先はもっともっと。だから、ゆっくりでいい。ゆっくり、ゆっくり――。

「なんか言ったか？」

　夢いっぱいの独り言を呟く私に反応して、樹さんがギロッと横目で睨みつけてくる。その冷たい視線に一瞬身体を竦ませ、私は慌てて大きく首を横に振った。

「い、いえ、なんでも……！」

　頬の筋肉がヒクヒクするのを、私はなんとか笑ってごまかした。

　今の私の妄想を知られてしまうのは、さすがにちょっと照れくさい。

「わ、私！　一時間みっちり働きます！」

　挙動不審だったと思うけど、樹さんが首を傾げただけだったから、私も急いでデスクに戻った。




　一時間後、樹さんとふたりで出向いた社長応接室に用意されていたのは、豪華なフランス料理のフルコースだった。

　ここに来るまでの短時間で樹さんが説明してくれた。重役クラスだけが集う〝機密会議〟は、情報漏ろう洩えい対策も兼ねて、こうやって高級レストランから食事をケータリングして社内で行っているらしい。

　オフィスの一角とは思えない広く立派な応接室で、春海社長と、副社長を務める父が並んで座っていた。私の父がいることは予想していなかったのか、樹さんは入った途端にビクッと身体を強張らせて足を止めた。

「なにしてるんだ、樹。お前の要求は全部のんでやっただろう。早く入ってこい」

　社長にそう促されて、渋々といった様子で歩を進める背中に、私も黙ってついていく。

　私の父に頭を下げて挨拶すると、樹さんは社長の正面に座った。私はその隣の席に着く。向かい側はもちろん父だ。

「久しぶりだな、帆夏。どうだ？　元気にやってるか？」

　業務拘束中だというのに、食前酒のグラスを手に取り、まず父が私にそう問いかけてきた。

「久しぶりって……。まだ一週間も経ってないのに」

　これまではいつも家で顔を合わせていたから、父が『久しぶり』と言うのも、間違ってはいないのかもしれない。

　ぎこちなく笑ってそう返しながら、私はチラッと横目で樹さんを見た。

　さっき以上に渋い表情を浮かべてるあたり、やっぱり父が同席してるのは計算外だったみたい。それでも、〝部外者〟ではないから文句も言えない。そんな心の葛藤が伝わってきて、私はただ首を縮めた。

「そりゃあ、婚約者といっても、嫁入り前の娘を預けてるんだ。親としては心配だし、気になるのが当然だろう？」

　父の言葉はもっともだけど、そこで樹さんを探るように見遣るのはやめてほしい。案の定、彼は黙ってさりげなく父から目を逸らすだけだった。

「で、でも、楽しくやってるから。心配しないで」

　樹さんへの助け舟を出し、私は父に明るく答えたつもりだ。そこに「ほお？」と食いついてきたのは、春海社長だった。

「いくら樹の意志とはいえ、お試しなんて失礼だと思っていたが、楽しんでるのか。ふたりでどんな生活を送ってるんだい？」

　軽く身を乗り出してくる社長を、

「親父」

　ひと言短く呼びかけ、樹さんが制した。

「業務拘束時間だろ。さっさと食事進めようぜ」

　淡々とした口調。表情も素っ気ない。

　予定が詰まってるのは確かだからか、社長は軽く肩を竦めてグラスを手に取った。食前酒以外は業務中ということでノンアルコール。ミネラルウォーターで乾杯を済ませてから、業務中ではありえない豪華な昼食会を始める。

　グラスを傾けながら、社長が私を見遣って口角を上げた。

「気難しいドラ息子で、申し訳ないね、帆夏さん」

「い、いえ。そんなこと全然……」

　ぎこちない笑顔でかわす私の前の席で、父が樹さんの方に少しだけ身を乗り出した。

「それを言ったら、私も謝っておかないといけないな、樹君」

「え？」

　父から呼びかけられて、樹さんはナイフとフォークを持つ手を止め、ちょっと警戒するように眉を寄せた。

「帆夏はね。長女と違って、なににおいても不器用で要領が悪い子で……」

「ちょっ、お父さん！」

　いきなりなにを言い出すんだ！とばかり、私は椅子から腰を浮かせた。

　樹さんは怪訝そうだけど、黙って父の話に耳を傾けている。

「女の子だから自由に育ててやったつもりが、それが裏目に出たらしく、この年になっても彼氏のひとりも家に連れてきたことがない」

　食事を進めながらしみじみと呟く父に、

「見るからに、男慣れしてませんよね」

　樹さんは無表情で相槌を打った。

「お、お父さん！　こんなとこでなんてこと言うのよっ！」

　ネタにされている私はたまったもんじゃない。今度こそしっかり立ち上がって抗議しようとすると、隣から樹さんに左腕で制された。

「いいから黙ってろ。お前が今まで男と付き合ったことないのはわかってるし、今さら恥ずかしがることじゃないだろ」

　樹さんは目を細めて面倒くさそうに呟く。

「ひ、ひどい……」

「お前がいちいち口出ししてきたら、話が進まない。副社長、続けてください」

　言葉の途中からさっさと父に目を向けて促す樹さんに、私もスゴスゴと椅子に腰を戻すしかなかった。

　とはいえ、ものすごく恥ずかしい。お父さんのバカ！と心の中で罵りながら、私は食事に専念しようと、フォークとナイフをせかせかと動かした。

　そんな私の前で、父がフッと微笑む。

「だけどね、樹君。帆夏は素直でまっすぐないい子なんだよ。この子を幸せにしてやりたくて、年の近い君との婚約をお願いした。だが、樹君には申し訳ないことをしたと思ってるんだ」

「え？」

　樹さんが眉を寄せて聞き返すのと同時に、私も顔を上げて父を見つめる。

　父はちょっと寂しそうに微笑んで、樹さんに軽く頭を下げた。

「君の妻としては、帆夏では力不足だろうと思う。春海海運の次期社長の妻になるには、帆夏は世間知らずで純粋すぎるだろう。お見合いの後、樹君がお試し同居を提案したと聞いて、改めて申し訳ないと思ったんだよ」

　父の謝罪に、樹さんは目を逸らして黙り込んだ。

　春海社長は、樹さんを見遣ってから、父の肩をポンと軽く叩く。

「生駒さん。樹の心配はご無用ですよ。もとからひねくれた性格なので、物言いがこんなで申し訳ありません。ですが、春海のトップにするために育てた男です。人の上に立つ人間として、なにが大事か、どう行動すべきか、それはちゃんとわかってるはずですから」

　そう言って、社長は「そうだろう？」と樹さんになにか含めるような視線を向ける。それを感じたのか、樹さんはキュッと唇を引き締めた。

「……だったら、こんなふうに探り入れる必要もないだろ」

　樹さんは小さく呟いて、膝の上に広げたナプキンをテーブルに置き、ガタンと音を立てて椅子から立ち上がった。

「い、樹さ……」

　私は戸惑いながら、顔を上げて樹さんに呼びかけた。

　樹さんは私には目もくれず、父に向かって頭を下げる。

「父の言う通りですので、どうぞお気遣いなく。……すみませんが、仕事が立て込んでるので俺はここで失礼します」

　抑揚のない声で早口に言い捨て、樹さんはテーブルに椅子を戻して踵を返した。

「樹さんっ……！」

　後を追うように立ち上がった私を、「帆夏さん」と春海社長が呼び止める。

　社長に目を向けるうちに、樹さんは部屋から出ていってしまった。困惑しながら、閉まったドアと社長に交互に視線を向ける。

　結局、父に「座りなさい」と言われて、私は仕方なく椅子に戻った。

　気持ちのやり場がなくて、私は膝の上でナプキンを握りしめた。俯いた視界の中で、その手がカタカタと震えている。

「お父さん、どうして今になってあんなこと……」

　それでも、父が樹さんに告げた言葉には、私への父親としての愛情を感じたから、それ以上続けることができない。

　唇を噛みしめる私に、春海社長が再び呼びかけてきた。

「帆夏さん。心配しなくていい。樹は君との婚約をちゃんと受け入れているはずだから」

「え……？」

　ドキッとしながら、私はおずおずと顔を上げた。そして、斜め前に座る社長をまっすぐ見つめる。

　私の視線を受けて社長はフッと目を細めて笑うと、上着の胸ポケットから取り出したスマホを操作した。

「私だ。樹は出ていったか？」

　電話に向かって発した言葉で、相手が受付で待機している秘書さんだとわかる。

「そうか。それじゃ、君もこっちに来てもらえないか」

　大きく頷いた後、社長はそう指示をした。

　そのやり取りに私が首を傾げていると、ドアがノックされた。同時に、外から「失礼します」と声が聞こえてくる。

「あっ……！」

　ドア口に現れた姿に、私は思わず声を出してしまっていた。

　だって、それは数日前に樹さんと一緒にいた、あの美人。樹さんに言わせると今年四十になる従姉妹さんだったから。

　私の反応に、秘書の女性が目を細めて首を傾げる。彼女は社長のそばに歩み寄った。

「お初にお目にかかります。私、社長の第二秘書を務めております、春海深雪と申します」

　私に向かって丁寧に頭を下げる秘書さんの名前に、思わずハッと息をのむ。

〝深雪〟って、さっき樹さんが言ってた？　しかも、名字が〝春海〟ということは、やっぱりこの人は……。

「い、いえ。私、お見かけしたことがあります」

　思わずそう返すと、深雪さんは、ちょっと困惑した表情で、「え？」と訊ね返してきた。

「この間の夜、樹さんと……」

　この場ではさすがに『腕組んで歩いてた』とは言えず、私はモゴモゴと言葉を濁した。

　けれど深雪さんの方はすぐに合点したように、「ああ！」と笑顔で声をあげた。

「もしかして、この間社長と三人で食事に行った時のことかしら……？　そうだとしたら、なにか誤解させちゃったかも。申し訳ありません」

　そうやってまったく動じずに謝ってくるあたり、樹さんの言った通り、疑うような関係ではないことが窺える。

　私じゃなく、春海社長が呆れた顔で反応した。

「深雪。もしかしてお前、まだ樹にちょっかい出してるのか？」

「あの夜は飲みすぎて、送ってくれた樹君に、ちょ～っと絡んじゃったんですけどね……」

　深雪さんに、悪びれた様子は全然ない。そんなふたりに怪訝そうに口を挟んだのは、私以上に事態を把握していない父だった。

「あの……。私も深雪さんは存じておりますが、樹君とはどういう……？」

　社長と深雪さんに顔を向けながらチラッと私を見遣るあたり、父も樹さんとの関係を懸念したんだろう。

　それに対して、深雪さんがニッコリ笑いながら父にしっかり向き合った。

「生駒副社長、失礼いたしました。年が離れているせいもあり、樹君が幼い頃から面倒を見たりしていたんですが……もう、彼がかわいくてかわいくて。今でもついちょっかい出したくなるんです。でも、もちろんそれ以上の関係はありません」

　深雪さんは父にはっきり返事をして、最後は私に視線を向けてそう言った。

「なんせ私は彼が生まれた時から知っていますから。……でも、帆夏さんはそういう心配はされてなかったようですね」

「あ、はい。年の離れた従姉妹だってこと、教えてくれましたから」

　私の返事を聞いて、深雪さんは一瞬意外そうな表情を浮かべた。

「あら。樹君本人が？」

「え？　はい……？」

　頷いて返事をしたけど、彼女の反応が気になって、語尾が尻上がりになってしまう。それに気付いた深雪さんが、ふふっと声を漏らして笑った。

「すみません。……それなら樹君、口で言うほどあなたとの結婚を嫌がってるわけじゃなさそうですね」

「え？」

「そうですよね？　社長」

　深雪さんは、聞き返した私への答えを社長に振るように訊ねかける。社長はそれに小気味よい笑い声をあげて頷いた。

「まったく……本当に素直じゃないかわいげのない男だな。誰に似たんだか」

「社長じゃないですか？　うちの父から言わせれば、瓜うりふたつだとか」

「バカ言うな。私はあんなにひねくれてないぞ」

　さすがに叔父と姪の関係のせいか、ふたりのやり取りはとても軽快だ。

　そんなふたりを、私も父も半分呆気にとられながら見ていたけれど。

「まあいい。……帆夏さん。深雪の言う通り、樹がお試し同居なんて言い出したのは、君との結婚を拒むためではないんだよ」

「え……？」

　社長が私に向けた言葉に、私は思わず何度も瞬きをした。

「拒めないとわかっているから、向き合おうとしてる、と言うべきかな」

　社長は自分の言葉を言い直しながら、それが正しいか訊ねるように、深雪さんを見上げる。答えを求められた彼女は、「はい」と短く返事をした。

　それを見て、社長は再び私にまっすぐ目を向ける。

「幼い頃から跡取りとしての教育を受けさせた。その結果、人にも物にも執着しない人間に育った。それが樹だ」

「執着しない……？」

　その言葉を繰り返した私に、社長は黙って何度か小さく頷いた。

「普通の子供が学校から帰って友達と遊ぶ時間は、習い事や家庭教師の予定が詰まっていた。おもちゃや読む本も、樹が欲しがるものではなく〝有益かどうか〟を判断して与えた。そうして物心ついた頃は、ねだることをしなくなった。もちろん欲がなかったわけじゃなく、諦めていただけだろうが」

「諦めた……」

　社長が語る幼い頃の樹さんを頭の中で想像しながら、私はそのひと言を呟いていた。

「人間に対しては、もっと顕けん著ちょだ。さすがに付き合う友人まで制限はしなかったが、女……結婚相手の選択については、自分の意志を貫けない。そうわかっていたからだろうが、いつもドライで淡白な付き合い方をしていた」

　それを聞いて戸惑いながら、私は社長の隣に座る父に顔を向けた。

　父も少し神妙な顔をして頷いている。

　私はどう反応していいかわからず、膝の上に置いた両手を見つめた。

「誰と付き合っても、本気にならないんですよ、樹君は。大切だと思ってしまうと、自分も相手も傷つく日が必ずくるのですから。はたから見れば遊んでるようにしか見えなくても、そう見えれば見えるほど、樹君の誠実さが表れていると、私は思ってます」

　社長の説明を補足するように、深雪さんが静かにそう話す。

　私は黙ってゴクッと喉を鳴らした。

「帆夏さん。このまま放っておいても、いずれ樹君はあなたと結婚します。お試し同居なんて言い出したのは、現実を受け止める時間が欲しかったからだと思います。きっと、あなたの想像以上に自分を追い込んでるはず。だから……彼に多くを望まないであげてください」

　深雪さんの言葉を聞いて、胸がギュッと締めつけられる思いだった。

　彼女がその言葉になにを含ませたのかは、私にもちゃんとわかる。

『樹さんに心を求めるな』

　そう言われたんだ。

　私も、今まで樹さんに与えられてきたものと同じ。〝有益〟だから選ばれた婚約者だ。樹さん本人の幸せではなく、生駒カンパニーとの合併のため。そして新たなる春海海運という会社のために。

　父は、そこに私の幸せも願い、樹さんと私の結婚を条件に挙げてくれた。だけど、樹さんにとっては違う。

　今さら思う。私と樹さんの結婚は、彼にとっては本当にただの〝政略結婚〟でしかないということを。

『誰がお前なんかに政略されて結婚するか』

　お見合いの時、彼が捨てゼリフのように呟いたひと言が、今頃になって私の心を大きく抉った。

「帆夏さん。お互い無理しなくても、あなたは人並み以上に幸せになれますから」

　黙り込んだ私に、深雪さんは気遣うように言葉を重ねた。それを聞いても、私の身体は強張ったままだった。

　婚約者としても部下としても、彼を支える役割を与えられたなんて、自惚れて舞い上がっていたけど、一気に地面に叩きつけられたような気分だった。そして同時に、私が樹さんに言った言葉がまざまざと蘇ってくる。

『樹さんの宝物にしてください』

　すべて諦め、願うことも欲しがることも忘れた樹さんの胸に、私の想いの丈を込めた〝プロポーズ〟は、どんなに残酷に響いたんだろう――。










溺れるくらい蕩けるキス




　ソファの上で膝を抱えて座っていた私の耳に、玄関のドアが開く音が届いた。それからほどなくして、リビングのドアが静かな音を立てて開く。

　抱えた膝に額をのせて、「お帰りなさい」と声をかける。返事は期待していなかったけど、ソファのそばに佇み、無言で見下ろしてくる樹さんが気になって、私はそっと顔を上げた。と同時に、彼が私の隣に勢いよく腰を下ろす。ソファのスプリングが軋み、軽く身体が跳ねるのを感じて、私は反射的に肩に力を込めた。

「なに？　今日はお出迎えなしなんだ？」

　からかうような声を聞いて、彼にそっと目を向ける。樹さんの表情は相変わらず涼しげで、私に横顔を向けたままネクタイを緩めている。

「す、すみません」

　慌てて顔を俯かせて謝ると、「別に」と素っ気ない返事が返ってきた。

「そういうの、いらないって言っただろ」

　抑揚の感じられない声で言ってから、樹さんは一度立ち上がった。カウンターを回り込んでキッチンに入り、冷蔵庫から缶ビールを取り出して戻ってくる。その姿をずっと目で追っていた私の隣に再び腰を下ろし、缶を開けてグッとあおった。

　男らしい喉仏が上下するのを隣でジッと見つめていると、缶から口を離した樹さんが、「見るな」と言い放った。

「ごめんなさい……」

　さっきとは違う言葉で謝って、私は膝を抱える腕に力を入れた。そこに額を預け、肩を落として大きな息を吐く。

「……あの後、なにか言われたのか」

　樹さんの低い声が、頭上から降ってくる。

　その質問に一度ピクッと肩を震わせてから、私は黙って首を横に振った。

「そう？　お前、あの後いつも以上に使いものにならなかったけど。それが通常運転だったか」

　クッと短い笑い声を聞いて、私はそっと顔を上げる。斜めの角度から横顔を見つめると、彼が横目を向けてきた。

「なに」

「気にしてくれてたんですか」

「どうしてそういう意味に捉えられるのかね、お前」

　返ってくるのは、小バカにしたような笑い声じゃなく、苦笑いだった。私の視線を受けながら、彼は再び缶を傾ける。

「……ごめんなさい」

　ランチが始まってすぐ出ていってしまった樹さんを思い出して、掠れそうな声で謝ると、無言で先を促す視線を感じた。

「父が……変なこと言って」

「ああ」

　目を伏せながら続けた私に、樹さんは軽い口調でそう言った。あっという間に缶を空にして、身を乗り出してテーブルの上に置く。

「別に、そんなことどうでもいい」

「でも」

「いいじゃないか。お前、すごい愛されて育ったんだろ。むしろ、謝りながらも俺に押しつけてくる父親を誇りに思え」

　からかうような口調がいつもの樹さんのものだから、気持ちは半分救われる。

　本当は、樹さんだってわかっているはずだ。この婚約は、私の父の、生駒カンパニーの元社員たちへの思いが込められていることを。

　そしてそこには、樹さん本人への気遣いはなかった。だからこそ、父は今頃になって彼に謝罪したんだ。私でもわかることを、樹さんが気付かないわけがない。

　なのに彼は、そこには触れず、ただ皮肉だけで流してくれる。

「樹さんにとって、私がどんなに鬱陶しい人間か、思い知った気分でした」

　沈んだ気分でボソッと呟くと、樹さんは隣でクスクス笑っていた。

「なに、今さら？」

「鈍くてすみません」

「鈍いとかの問題じゃないだろ。お前の場合」

　樹さんの毒舌が炸裂する。

　いつもなら気にせず言い返せるのに、なんだか今はそんな気力もない。

「やっぱ、なにか言われたんだろ。言ってみろ」

　再び促されて、私はゆっくり顔を上げた。少しの間迷って、一度ギュッと唇を噛んだ。

「忘れてください」

「なにを」

「樹さんの宝物にして、って」

　ポツリとそう言うと、静かな視線を感じた。私は肩を縮めて膝を抱え直す。

「やっと俺のこと諦める気になったとか？」

　意地悪な言葉に、私は黙って首を横に振った。

「諦めません。樹さんが私の宝物だってことに、変わりはないから」

「……はあ？」

　怪訝そうな声が降ってきて、私は一度ギュッと目を閉じた。

　頭の中で、昼間の深雪さんの言葉がグルグル回っている。彼女の言う通り、樹さんの心が私にないままでも、彼と結婚さえすれば、私は人並み以上の幸せを手に入れることができるんだろう。でも、そんな幸せを私は望んでいない。

　樹さんが言うように、政略結婚に好きも嫌いも、そんな感情は必要ないのかもしれない。それでも、私は樹さんを好きになりたくて。彼の宝物になりたいと思って、本物の恋に落ちた。

　だけど樹さんにとって、私は〝有益〟なだけの婚約者。そんな私を宝物だと思ってほしくない。私がなりたいのは、押しつけられたものから選ぶ宝物じゃない。たくさんのものの中から樹さん自身が手に取る宝物。

「私には昔から大事なものがたくさんありました。人も物も大好きなもの、ちゃんと大事にできます」

　膝を抱える腕を解き、両手をギュッと握りしめた。

　黙って私を見ていた樹さんが、ハッと短い息を吐く。

「深雪さんが登場したか」

「樹さんの言う通り、私は打たれ強い人間だから、樹さんがどんなに意地悪でも大丈夫です。……樹さんのこと大好きだから、私、一生の宝物にします」

「そこまでいくとマゾだな。俺が言ったのは〝打たれ強い〟じゃなくて、〝打っても響かない〟だったはずだ」

　呆れたような声に、私はさらに拳に力を込める。

　それでも彼の次の言葉は、私の耳をとても優しくくすぐった。

「……でも、そういう異解釈できるのがお前だったっけな」

　そっと顔を上げ、首を傾げて樹さんを見つめる。同じタイミングで、樹さんが私に視線を移してきた。彼の細めた瞳がまっすぐ向けられ、私の胸がドキッと一度音を立てる。

「なにをどう聞いたか知らんが、かわいそうだとか同情は必要ない。俺は生まれた時からそういう教育を受けて育ったんだ。俺の宝の定義がお前とどう違おうと、それが俺の感覚だ。将来の社長の座も別に望んだわけじゃないが、与えられるからには、責任を持つべき俺の大切なものだ」

　視線を逸らすことなく、樹さんは私にはっきりした低い声でそう言った。

「……生駒。俺にとっては、お前も社長の座と同じだ。婚約者として与えられたからには、別に抗うつもりはない。受け止めて……大事にしてやる。ただ、それだけだ」

　それを聞きながら、私は新人研修の開講式を思い出す。

　社会人になったばかりの新人を前に、『企業の宝になる社員に育て』と言った樹さん。そして樹さん自身はいずれ社長になる自分を、『俺の宝になることを、社員に後悔させない社長になってやるから』と宣言した。

　堂々として力強く、思いやりを持つこの人が、私の将来の旦那様。だからこそ私は彼の宝物になりたいと思った。そこに夢と希望を抱いて、淡い恋心を芽生えさせた。

　私は、彼に恋した自分を、間違っているとは思わない。

「私は、押しつけられたまま、受け入れてほしいとは思いません。樹さんの心はどこにもないのに、責任とか義務で私を大事にしてほしいとは思わない。だから……三カ月経って、これっぽっちも私のこと好きになれなければ、この結婚は破談にしてください」

　樹さんの目をまっすぐ見つめて、私はゆっくり言葉を選びながらそう言った。

　彼の眉がわずかに寄せられるのを確認して、ぎこちなく微笑みかける。

「私も最初は樹さんと同じでした。父から『お前にとって最良の縁談だ』って言われて。樹さんと結婚すれば、私の一生の幸せは約束されたも同然。そう思ってたけど、心のどこかで、断れないからって諦めていたところもあります」

　姉のようになんでも完璧ではないけど、私にもできることがあるはず。生駒の姓を受けて生まれたからには、せめて家のために役に立てれば。そう思って生きてきた。

「でも私は、幸せなことに樹さんに本当に恋してしまいました。父の言う〝最良の政略結婚〟は、私に最高の恋をプレゼントしてくれたんです。この気持ちだけは本当です。だから……」

　必死に浮かべ続けた笑顔が、少しだけ歪むのがわかる。言ってるうちに胸が詰まって、最後の方は声が震えた。

　与えられたからじゃない。私は樹さんのことが本当に好きだから。

　届かない想いが切なくて、ただ涙が込み上げてくる。

　人を好きになるって、こんなに苦しいものなんだ、と実感できることすら幸せだ。

「私は、樹さんと恋がしたい。だから、お願いです。樹さんが私と同じ気持ちになれなければ、婚約は白紙にしてください」

　なんとか笑顔を保つことができた。言い切った途端、こらえ切れずに涙が頬を伝ってしまう。慌てて顔を背けたけれど、見られてしまっただろう。

「す、すみません。それが私の気持ちです。我儘なこと言ってるってわかってますけど、私は……樹さんが私を好きになってくれないままじゃ、やっぱり嫌で。だから……」

「生駒」

　それまでずっと黙って私の話を聞いてくれていた樹さんが、静かな声で遮った。いきなり肩を掴まれ、強く引き寄せられる。

　樹さんの力に抗うことができず、私は涙で濡れた顔を彼にまっすぐ向けてしまった。慌てて隠そうとすると、樹さんの手が頬に触れ、私の行動を簡単に阻む。

「だったら、本気で落としてみろよ。俺のこと」

「……え？」

　吐息が鼻先を掠めるくらい近くに、樹さんの顔がある。彼は、私を鋭い瞳でまっすぐ射貫いている。

　逃げ場を失ったような感覚に、心臓がバクバクと音を立てて暴走し始める。許容範囲を超えた負荷がかかる胸が苦しい。なのに私は、樹さんの瞳から目が離せない。

「俺と恋がしたいなら、好きにさせてみろよ」

　まるで挑むような彼の言葉に、私は無意識に大きく息をのんだ。

「そんな……だって、どうやって……」

　戸惑いばかりが強くなり、私の口をついたのはそんな情けない言葉だった。

「私、今までだって頑張ってきました。でもどんなに好きって言っても、届かなくて……」

　なのに、これ以上私からなにをしたらいいと言うの。

　八方塞がりな気分で、途方に暮れた。涙で声が詰まってしまい、私は目を伏せ肩を震わせた。

　樹さんは私の顎を乱暴にガシッと掴み、強引に上を向かせた。

「お前からしてこい。……キス」

　目の前で動く唇が紡ぐとんでもないひと言に、私の胸の鼓動がドクンと大きくリズムを狂わせた。

「えっ……!?」

　ギョッとして大きく目を見開くと、樹さんはフッと目を細め、わずかに顎を傾けた。

「お前の言葉は聞き飽きてる。今さら好きだって言われても響かない。わかりやすく行動で、お前から仕掛けてこい」

「で、でもっ……」

　この間が生まれて初めてのキスだったのに、私からなんて。こうしてすぐ目の前で見つめ合うだけでも、心臓が爆発しそうなのに。

「お前の方から顔近付けるだけで、すぐに済むだろ。これだけお膳立てしてやってんのに、できないのか？」

　小バカにしたように、ふんと鼻で笑われる。『お前の本気なんて、そんなもんか』と言われてる気がした。

　悔しいのに、死ぬほどドキドキして、身体が強張る自分が情けない。

　それでも、挑発してきたのは樹さんなんだから。

　私は自分を奮い立たせて、両手で彼の頬を挟んだ。途端に、緊張のあまりゴクッと喉が鳴ってしまう。

　樹さんは、頬の筋肉をピクリとも動かさず平然と私を見つめているのに、私は目を逸らさずにいるのが精いっぱいで、彼の頬を包む手がカタカタと震え出した。

　そんな私に樹さんは目を伏せ、フッと短い息をして笑った。

「いつまで待たせるんだ。このくらい簡単にしてこいよ」

　私の顎を掴む樹さんの手に力がこもるのを感じた瞬間、目の前でサラッと彼の前髪が揺れた。その奥で伏せた睫毛がわずかに震えるのを見た時……。

「……っ」

　唇に温もりを感じて、私は大きく息をのんだ。これ以上ないくらい目を見開き、近すぎて焦点が定まらない視界の中で、樹さんの顔を見つめる。

　私は樹さんの胸を押して離れようとした。なのに、それより一瞬早く背中に回った彼の腕が、私の行動を阻む。その腕に力がこもり、私はさらに樹さんの方に引き寄せられてしまう。

「ふう、んっ……！」

　触れた唇から、彼の熱が私の身体に伝わり浸透していく。強引に私の唇をこじ開け、そこから生温かい舌が挿し込まれて、一瞬頭の中が真っ白になった。

「樹、さっ……!!」

　名前をちゃんと呼べたかわからない。

　私の口内に侵入してきた彼の舌が、逃げる私のそれを追いかける。逃げ切れずに絡められて、初めて知る甘い淫いん靡びな感触に、背筋がゾクッと痺れた。

「や、んんっ……ふあっ……」

　舌を絡めたまま唇を貪むさぼられ、呼吸の仕方も忘れた。息苦しさのあまり目尻に涙が滲み、思わず樹さんの胸をドンドンと叩いた。

「い、つきさ……苦し……」

　触れ合う角度が変わるタイミングで、掠れる声を漏らした。それが樹さんに届いたのか、わずかに唇が離れる。

　ホッとした瞬間、一気に肺の奥底まで吸い込んだ酸素にむせ返り、私はゴホゴホと咳き込んでしまった。

「……ムードないな、お前。キスの直後でむせるなよ」

　涙目の私に向けられるのは、そんな意地悪な言葉だ。

　呼吸を整えながら反論しようと顔を上げると、再び樹さんの唇に塞がれ、声まで飲み込まれてしまう。

「んっ……」

　一瞬前のキスよりも甘く深く絡められる。胸がきゅんきゅん疼く感覚に溺れそうで、頭がボーッとする。

　目を開けていられず瞼を閉じると、その分だけ唇に与えられる温もりと感触が鮮明になって、胸の鼓動は臨界点を超えて高鳴り続けた。

　最後にキスの余韻を残すように強く押し当てて、樹さんの唇が私から離れた。

　身体の力が抜け切って、樹さんの胸にしがみついてトロンとした目で見上げる私に、彼はわずかに苦笑を漏らす。そのままなにも言わずに私を引き剥がすと、スッと音もなくソファから立ち上がってしまった。そして、クルッと背を向けて自分の部屋に足を進めてしまう。

　全身が溶かされるような熱に翻ほん弄ろうされたすぐ後で、この素っ気なさがやけに堪える。どうしようもない寂しさを感じて、私は思わず彼の背に呼びかけていた。

「い、つき、さんっ！　待って、あのっ……!!」

　樹さんはドアレバーに手をかけ、ピタリと足を止めた。上体だけで振り返る彼の濡れた唇に目がいって、私の胸はまたしてもドクンとひっくり返った音を立てる。

　そんな私の反応を見透かすように、樹さんはフッと口角を上げた。

「言っとくけど、キスくらいで蕩とろけてたら、身がもたねえぞ」

「っ……!!」

「期間は三カ月。俺と恋がしたいなら、このくらいのキス、仕掛けてこい。……帆夏」

　それを聞いた途端、私の心臓は跳ね上がった。

　だって今！　樹さん、私のこと『帆夏』って名前で呼んでくれた……!!

　不敵な瞳に、心臓が真正面から射貫かれた気がした。

　だけどそんな状態の私を置いて、樹さんはさっさと自分の部屋に入っていく。

　音もなく静かにドアを閉めた樹さんはあまりにつれないのに、身体に撃ち落とされた熱が疼いてときめいてしまう。

「ふ、ふああああ……」

　言葉にならない声を発しながら、私はソファの上でのた打ち回るようにして悶えた。

　ご指摘通り、さっきのキスで完全に蕩けてしまったというのに。『身がもたねえ』って。『仕掛けてこい』って……。

　これから、私どうしたらいいんだろう!?




　大パニックを起こした私は、その後ずっと部屋に閉じこもり、樹さんと顔を合わせることのないまま、金曜日の清々しい朝を迎えた。

　あんなことの後で、とても眠れるわけがないと思っていたけど、なんせ今週はあまりにいろんなことがありすぎた。さすがに身体が疲れているんだろう。心臓をドキドキさせてベッドに潜ったわりに、いつのまにか眠りに落ち、結構爆睡していたみたいだ。

　決して私の神経が図太いわけじゃない、と言い訳しながら服を着替え、部屋を出てキッチンに向かった。習慣になりつつある朝食作りを始めながら、私はぼんやりと樹さんの部屋のドアを見つめた。

　私の予想では、あと五分もしたら起きてくる……はず。

　フライパンに卵の黄身を崩さないようにふたつ割り入れ、どんな顔をして樹さんに『おはよう』と言えばいいのか、頭の中でグルグル悩んだ。

　ひと晩明けてみて、どうせ私にできるわけがないと、からかっただけかもしれない、とも考えた。起きてきたらいつも通り、私の言葉を半分以上無視してシレッと通り過ぎるんじゃないだろうか……という予感もある。むしろそうしてほしいと思う自分がいる。いつものつれない樹さんを見て、『昨夜のあれは気まぐれな意地悪か』と、お腹の底からホッと息をつきたい。そうすれば、ジタバタする必要もなくなるんだから。

　完全に怯んでいることを自覚しながら、私は無意識に唇に手を当てていた。指でなぞって、昨夜の樹さんの唇の感触を思い出す。それだけでドキドキして頬が熱くなってくるのに、胸がきゅんと疼く感覚すら幸せで、唇をなぞる指を止められない。

「……樹さん……」

　無自覚で呟いた彼の名前が耳をくすぐる。自分の声に煽られて、胸が大きく鳴った、その時。

「っ……おいっ。なんだ、この焦げ臭いにおいはっ」

　すぐ近くからそんな鋭い声が聞こえて、私はハッと我に返った。

　大きく顔を上げて、目の前でもくもくと上がっている煙と、言われた通りの焦げ臭さに初めて意識が向く。

　ギョッとして、慌てて手元に視線を落とし、

「……あああっ!!」

　さらに大きく目を見開いた。

　なんてこと。フライパンの中で卵がふたつ炭化して、黒い煙を上げている。

「ひゃあっ……！」

　慌てて火を止めようとして、右手がフライパンの縁を掠ってしまった。小指の下の側面にピリッとした痛みが走り、「熱っ!!」と悲鳴をあげながら手を引っ込める。

「バカか。なにやってんだよ」

　樹さんの声が、さっきとは違う角度から聞こえた。その方向に顔を向けると、思いのほか近くにいた樹さんが、私の視界いっぱいに映り込んだ。

「っ……」

　目の前に立ちはだかった樹さんの腕が、私の腰元に伸びる。スイッチを押して火を止めると、コンロの上からフライパンをどかした。その中の惨状に眉間に皺を寄せてから、バカみたいに彼の顔を見上げている私の右手を取る。

「っ……!!」

　フライパンを掠ってジンジンしていた私の右手を自分の口元まで掲げ、カプッと噛みつくように咥くわえた。少し赤くなっていた小指の下を、舌先でチロチロと舐め始める。

「いっ……樹さっ……!?」

　目の前で繰り広げられる衝撃的な光景に、頭がクラッとしそうだった。鼓動も猛烈に打ち鳴っていて、軽く酸欠状態に陥りそうになる。

「あ。火傷やけどって、舐めるんじゃなかったっけか。……ま、このくらいなら大袈裟にしなくても大丈夫そうだな」

　一度唇を離し、私の手の傷を確認してから、樹さんは口元を意地悪に歪めて笑った。

　それだけで、確信犯だとわかる。なのに今度は妖艶に目を伏せ、ペロッと舌を出して舐めるような仕草を、しっかり私に見せつける。

「いいい、樹さんっ……!!」

　ドキンと心臓が大きく打ち鳴った。顔だけじゃなく耳まで熱を帯びているのが感じられる。

　樹さんの口元に手を掴み上げられたまま、私は逃げ場を探して一歩後退した。無情にもお尻がキッチン台にぶつかり、退路を断たれてしまう。けれど。

「朝から黒焦げのメシなんかごめんだよ。ほら、お前も早く支度しろ」

　樹さんは素っ気なくそう言って、あっさり私の手を離した。

「えっ……」

　解放された手をもう片方の手でギュッと握りしめ、拍子抜けして樹さんをボーッと見つめてしまう。彼は呆れたような涼しい瞳をチラッと私に向けるだけ。

「茹でダコみたいな顔してないで、着替えてこい。お前、今朝はもう料理するな。火事でも起こされちゃたまんないからな。朝食なら、行く途中、カフェでとればいいだろ」

「……は」

　キッチンから出ていく樹さんの背中を目で追いながら、私はキョトキョトと目を泳がせた。そして。

「い、一緒に行っていいんですか!?」

　キッチンから飛び出し、洗面所に消えていく彼の背中に、ひっくり返りそうな声で訊ねた。歯を磨いているのか、なにやらモゴモゴした声が聞こえてきて、私も洗面所に飛び込む。

「い、樹さん、あのっ……」

「早くひあえろっへひっらろ」

　シャコシャコと歯ブラシを動かしながら、樹さんはまっすぐ鏡を見たまま、なんとも不明瞭な声で言った。

「い、いいんですかっ……!?」

　思わず身を乗り出して畳みかけると、樹さんは軽く身を屈めて、ぶくぶくと音を立てて口をゆすいだ。それから両手で水をすくって顔を洗って姿勢を正し、タオルで顔を拭いながらチラッと私を見下ろす。そして、

「右手の火傷が痛くて服が脱げないなら、脱がしてやろうか？」

　いつもより低い声でそう言って、意地悪にニヤリと笑った。

　私の顔は、ボッと音が出そうなくらい、一気に血が上って真っ赤になる。

「いっ、いえっ！　全然大丈夫です、痛みませんからっ……！」

　慌てて大きく飛びのく私に「遠慮しない遠慮しない」と、樹さんが歌うように言いながら手を伸ばしてくる。

「ひゃああっ！　ほんと、本当にっ!!　ひとりでできますからっ……!!」

　悲鳴をあげながらその手をかいくぐって逃げ出すと、リビングに戻った時には、洗面所から大爆笑する声が聞こえてきた。

「う～っ……!!」

　いっぱいいっぱいな気分で、意味不明な唸り声をあげて、私は自分の部屋に飛び込んだ。背中で勢いよくドアを閉め、そのままへなへなと床に座り込む。

　なんで？　どうして？　樹さんの意地悪がパワーアップしてる気がする……！

『言っとくけど、キスくらいで蕩けてたら、身がもたねえぞ』

「ほ、本当に身がもたない……」

　床にぺったり座り込んだまま、両頬をギュッと手の平で押さえた。自分の手が冷たく感じるくらい、頬も耳も熱くなっている。

　昨夜の『仕掛けてこい』って、本当に本気!?

　いやいや、こんなの、仕掛けてるのは樹さんの方じゃないか。朝からあんな色っぽいことされたら、私の心臓が一日もたない。仕掛けるどころの騒ぎじゃない……!!




　筋張った手が、すぐ隣から伸びてくる。その手が私の髪を撫でた後、長くしなやかな指に通してサラッと梳すく。

　パラパラとこぼれ落ちる髪が頬を掠め、とてもくすぐったい。全身の末端まで神経を研ぎ澄ましておかないと、身体がビクッと反応してしまいそうだ。下手したら変な声が漏れてしまうかもしれない。制御できない反射反応まで抑え込もうと頑張っていたら、身体がプルプルと震え出した。

　おかげで私はさっきからずっと、樹さんの話にまったく集中できていない。彼の心地よい声が、耳を右から左にスルーするだけ。

　私の視界の端っこには、樹さんが長い指に私の髪をクルクル巻きつけ、弄もてあそんでいる様が映り込んでくる。そのせいで、この甘い拷ごう問もんが始まってから十五分経過した今もなお、私の脈泊数は上昇し続けている。

「……おい、帆夏」

　樹さんが、手にしていた書類をバサッと音を立ててテーブルに置いて、空いた手で頬杖をついた。軽く首を傾け、斜めの角度から私をジーッと見つめてくる。

　私はすでに呼吸まで止めて小刻みに身体を震わせていて、返事をすることもできない。そんな私に、樹さんは肩を竦めて小さくクスッと笑った。

「お前、結構頑張るね。でも、俺が話したこと、全っ然頭に入ってないだろ」

　もちろん、頷くことも首を横に振ることもできず、私は固まったまま。

「……返事もできないくらい、いっぱいいっぱいか」

　からかうように呟いて、樹さんがようやく私の髪を指から解いた。再びサラッと頬をくすぐる髪に、不覚にもビクッと身体を震わせてしまう。

　それでも樹さんの手が離れるのを感じて、身体から力を抜いてホッと息をついた、その時。

「っ……!!」

「チームリーダーが直々に勉強会してやってんのに、まったく集中できない部下じゃ困るんだけど」

　そんな意地悪なことを言いながら、一度引っ込めた手を再び私に伸ばしてくる。今度はその手が髪じゃなく私の首の後ろに回され、ツツッ……とうなじをくすぐった。

「ひゃうっ……!!」

　ゾクッとする感触に抗えず、先ほどまでの頑張りも虚しく、私はとうとう変な声をあげてしまう。それを聞いて、樹さんはニヤッと口角を上げて満足そうに笑った。

「色気ない声出すなよ。ここがどこだと思ってるんだ。オフィスの会議室なんだけど？」

「い、樹さんこそっ……！　そのオフィスの会議室で勉強会なのに、真面目な話しながら意地悪するのやめてくださいっ！」

「意地悪じゃなくて、かわいがってんだけど。それに、嫌ならさっさと逃げろって言ったろ。なのに、逃げないわりには仕掛けてくる気配もなくて張り合いがない」

　樹さんは呆れたようにそう言って、これ見よがしな溜め息をついた。

「俺と恋したいんじゃなかったか？　なにもできない女じゃ、おもしろくないしごめんだ」

　そ、そうは言われても……。

　樹さんから次々に仕掛けられる意地悪な悪戯いたずらから逃げずに、しかも反応しないようにするだけで私の方は精いっぱい。当然、仕掛ける余裕なんかあるわけない。

「だからってなにもオフィスでまでっ！　こんなのセクハラじゃないですかっ」

　しかもあろうことか、この一週間で樹さんの意地悪は確実にエスカレートしている。今まではオフィスでこんなことされたこともなかった。だからこのふたりだけの勉強会も警戒してなかったけど、始まってみたら私は樹さんのおもちゃも同然だったのだ。

　抗議する間も私のうなじをなぞる指にゾワゾワして、私は慌てて樹さんの手を掴んで止めた。「セクハラだあ？」と、彼が眉を寄せる。

「お前、よく俺にそんなこと言えるな。っつーか、俺がお前にセクハラしたって、周りのヤツらみんな、お前が喜んでるとしか思わないぞ。むしろ、手叩いて祝杯挙げてくれるんじゃないか？」

「ううっ……」

　樹さんの手をギュッと握りしめたまま、真っ赤な顔で悔し紛れの唸り声を漏らす。まったくもって樹さんの言う通りだから反論できない。

「ほら。唸ってないで、この十五分で俺が話したこと、簡単に説明してみろ。少しも身になってなかったら、それ相応の制裁を加えるぞ」

「無茶言わないでください。話に集中できたはずがないじゃないですか……」

「髪触ってただけじゃないか」

「オフィスで触られれば、ドキドキ二倍増しなんです！　そ、それに私が首とか耳とか弱いって知ったから、おもしろがってるだけじゃないですか！」

　あまりに平然と言われるから、思わず声をあげて反論した。

　そう、その弱点を知られたのは昨夜のこと。指でくすぐりながら吐息を吹きかけられて、今までで一番敏感な反応を返してしまった。

　自分ではそんな反応をしたことがただ恥ずかしかったけど、樹さんはすごくおもしろがってたから、今そこばかり集中攻撃をするのも、絶対に確信犯。

　なのに、樹さんは〝その程度で〟と言いたげに、ふんと鼻を鳴らして腕組みをする。

「つまり、〝聞いてませんでした〟ってとこだな。制裁決定」

「えっ」

「ちょっと触れる程度のことなら、この一週間で耐性ついてきてるしな……お前、なにされたら半泣きになる？」

　聞いているだけで震え上がりそうなくらい物騒な樹さんの言葉。〝半泣き〟というのがなお怖い。危険を感じて、頬の筋肉がピクッと痙攣するのを感じた。

　明らかに怯えた表情の私に、樹さんはチラッと目を向けて、フッと意地悪な微笑みを浮かべる。

「い、樹さん」

「ん？　なに？」

「すごく悪い顔してます……」

「そりゃ、悪いこと考えてるから」

　サラッと怖いことを言いながらニッコリと微笑まれて、私は完全に竦み上がる。

　そんな私に、樹さんは眉を寄せてつまらなそうに溜め息をついた。

「冗談だよ。っつーかお前、相当強気なこと言ったわりに、全然仕掛けてこないじゃん。こっちも退屈だから、わざわざ手助けしてやってんのに」

「ドキドキして動けなくなるだけってわかってるくせに!!」

「ふん。これくらいのことで動けなくなる女じゃ、問題外なんだよ」

　さっきまでとは打って変わって素っ気ない言い方に、私も思わず口を噤んだ。

　しょぼんとうなだれる私の前で、樹さんはテーブルの上の書類を手元にまとめた。そして、ガタンと音を立てて立ち上がる。私の後ろを通り過ぎながら、「今日はここまで」と何事もなかったように仕事モードに戻った。

「全然身にならない勉強会続けても無駄だ。俺も暇じゃないんで、先に仕事に戻らせてもらうよ。帆夏、お前はその顔、少し冷ましてから来い。完熟トマトみてえだから」

「～っ……!!」

　声に詰まって返事もできない私を肩を揺すって笑い飛ばし、樹さんは私に背を向け、会議室から出ていってしまった。

　広い会議室にポツンと取り残されて、私はようやく大きく息をつく。壊れそうなくらい高鳴っていた胸をそっと撫で下ろしてから、火照って熱い頬を両手で押さえた。

　無意味に髪を一房摘まみ上げる。さっきまで散々樹さんの手でいじられていた髪を見つめて、肩を落として溜め息をついた。

「無茶言わないでよ。樹さんが髪に触るだけでドキドキするのに」

　私はテーブルに突っ伏して、頬を擦りつけた。

　冷たくて、とても心地いい。

「こんなドキドキ、今まで知らなかったのに。心臓壊れちゃいそう……」

　目を閉じると、胸がきゅんと鳴った。胸がとても苦しいのに、不思議なくらい温かい。たまらなく幸せで嬉しくて、身体中がフワフワする。

　なのになぜだか切なくて、胸になにかが込み上げる。鼻の奥の方がツーンとして、私は慌てて大きく鼻を啜り上げた。

　この胸のドキドキが、幸せが、切なさが、全部全部、恋という感情だ。

　樹さんが教えてくれたこの恋が、私の全身を巡って沁み渡っていく。

　幸せな胸の震えを、切ない心の疼きを、樹さんにも伝えたい。教えたい。

　頭ではそう思うのに、未熟な私の恋心が追いついてくれない。










彼のペースに追いつけなくても




　そして、その夜。

　いつもよりほんのちょっと早く帰宅した樹さんが、無言で上着を脱ぎネクタイを緩めるのを横目に、私はダイニングテーブルの上に、どう見てもふたり分とは思えない大量の料理を並べた。

「……おい」

「あ、樹さん、スーツ汚れるといけないから、着替えてきてください！　私その間に夕食の準備しておきますからっ」

　樹さんの呆れた果てた視線を意識しながら、私はいそいそとキッチンとダイニングを行き来する。

「おい、帆夏。俺はメシ食うとは言ってないし、それじゃなくてもなんだ？　この量は」

「あのっ、樹さんは早く着替えを……」

「それ以上料理持ってきても、テーブルにのらないだろうが。そもそも誰がこの時間からこんなに食えるんだ、バカ」

「うっ」

　そう罵る樹さんに首根っこを掴まれ、私もそれ以上は、ちょこまか動いてごまかすことができない。

　ようやく足を止めた私に深い溜め息を漏らして眉間に皺を寄せると、樹さんはシュッと音を立ててネクタイを引き抜いた。

「しかもなんだ？　この統一性のなさ。不協和音しかしないぞ。和なんだか洋なんだかエスニックなんだか……世界各国の料理が堪能できる食のパビリオン会場か、ここは」

　そう言いながら私から手を離した樹さんが、仰る通りどこかのフードコートみたいなテーブルを一いち瞥べつして、軽く腕組みをした。ふむ、となにか思案する様子を見せる。

「うちの新規事業のクルーズツアーのサブダイニングに、こういうのもありか。無国籍で、なんのまとまりもないビュッフェ」

　いきなり仕事……というか、会社の新事業の構想を膨らませる樹さんに、私はハハッと空笑いしながらパチパチと手を叩いた。

「そ、それいいですね！　アジア各国を巡るクルーズツアーだし、乗客も日本人に限らないでしょうし！」

「うん」

「アイデアのヒントになったみたいでよかったです！　あ、樹さん、早くお着替えを……」

「おい、話をごまかすな、帆夏。お前、俺の意識を〝制裁〟から逸らそうとしてるんだろ。魂こん胆たん、見え見えなんだよ」

　再びキッチンに向かおうとして、今度は肘を引っ張られた。不意打ちでグイッと引き寄せられて、バランスを崩した私の後頭部が、樹さんの胸にトンと当たってしまう。

「い、いえっ、別に私はなにも……！」

　慌てて言い訳したけれど、完全に思考を見抜かれていて、声がひっくり返った。

　確かに、樹さんの言う通り。『なにされたら半泣きになる？』なんて言われたせいで、あれからずっと落ち着かず、樹さんの気を逸らすことばっかり考えていた。

　そこで私が考えた作戦……。週末だし、豪華にお出迎えすれば断られないかもと思った。

　ここ一週間、私が作った料理を食べてくれた確率は、だいたい三十パーセントといったところ。それでも最初の一週間はまったく見向きもしてくれなかったんだから、首尾は上々。

　今夜はどんどんお酒を飲ませて酔い潰してしまおう！という作戦だったんだけど、見抜かれてしまったらそう上手くいくわけがない。

　冬も近いこの季節。まだまだ室内のエアコンは控えめなのに、私はじんわりと変な汗が滲むのを感じた。

　樹さんは私が焦る様子をしげしげと観察してから、フッと目を細めた。ゆっくりと距離を狭めてきて、私の顔を覗き込む。

　意地悪なことを考えている時ほど、樹さんは色っぽく妖しい空気を纏う。それが、まだ短い同居期間で私が新たに知ったことだ。

　そして、まさに色香の漂う笑みを浮かべる樹さんに、私の警戒心は最高潮に達する。

「あの……樹さん……」

　頬の筋肉を引きつらせて、なんとか笑顔を作る私に反して、樹さんは余裕の表情で口角を上げる。

「そこまで意識されると、期待に応えて手出してやりたくなるな。まあ、義務みたいなもんだけど」

「ぎ、義務って」

「この一週間、お前が仕掛けてくるの待ってたけど、なんかもう面倒くせえ……。ツーステップくらい飛び越してみるか？」

　もともと低めの声をさらにワントーン下げて、私の耳元に囁きかける。しかも意地悪に吐息を吹きかけてくるから、私の身体はビクッと強張った。

　その反応に、樹さんはおもしろそうに笑う。

「お前、マジで弱いな、耳。……どういじっても、ビクッてなる」

「わかってるなら、やめてくださいっ」

「バカだな。わかってるからやるんだろうが。反応ないことやっても、意味がない」

　私の反論にはシレッと素っ気ないひと言を返しながら、樹さんはもう一度、フーッと私の耳を息でくすぐる。さっきよりも大きく敏感に反応する私に、樹さんは満足そうに笑い声を噛み殺している。

　私は彼をキッと横目で睨んだ。

「そんな顔すんなよ。お試し同居もあと二カ月ちょっとだし……。そろそろ、この同居で唯一意味があること、しとくのもいいかもな」

「はい……？」

「最初に言ったろ？　そろそろ身体の相性、試してみる？」

　樹さんがそう言いながら動かす唇が、微かに耳を掠める。それだけで私は、まっすぐ立っていられないくらい足が震えてしまう。

　その上、言われた言葉があまりにも際どすぎる……!!

「や、やだ、なに言って……！」

　私は必死に声をあげ、樹さんの腕を振り解いて距離を取って離れた。途端に足がもつれ、ストンと床に座り込んでしまう。

　樹さんが踏み出した足が、床をギシッと軋ませる。そして私の目の前でピタリと止まり、片膝をついてしゃがみ込む。顎を掴まれ、俯けていた顔を強引に上向けられた。

　樹さんをまっすぐ見上げてしまい、反射的に目を背けようとした、けれど。

「……俺のこと好きだって言うわりに、怯んでばかりの女に、どうしろっていうんだよ」

　樹さんが、顔を伏せて呟いた。その言葉に、私はただ大きく目を見開く。

「結婚は抗わないって言ってるのに、そうじゃない、恋がしたいんだって言ったのはお前だろ。恋とか宝物とか、俺はそんなのどうでもいい。面倒くさいけど、お前に合わせて付き合ってやってんだ、こっちは」

　樹さんはそう言い切って、私の顎から手を離した。そのまま無言でゆっくりと立ち上がる。

「樹さん……」

「帆夏。何度も言わせるな。なにもできないなら、さっさと逃げろ。俺は小学生の仲よしごっこに付き合う暇はない。お前が逃げないなら、こっちは義務を果たすだけだ」

　軽く前髪をかき上げ、はあっと息を吐きながらそう言って、樹さんは私に背を向けた。

　自分の部屋に向かっていく背中を見つめて、私は戸惑う。なにか言いたいのになんて言えばいいのかわからず、床についた手をただジッと見つめた。

「……俺、先にシャワー浴びるから、ビール用意しておけ」

　ドアレバーに手をかけながら、樹さんが静かにそう言った。

「えっ？」

　彼から声をかけてくれたことに、心のどこかでホッとする自分がいる。

「制裁する気もなくなった。今夜はその大量のメシ食って酒飲んで、さっさと寝る」

「樹さ……」

　樹さんは自分の言いたいことだけ言い捨てて、振り返ることなく部屋に入ってしまう。

　ドアが閉まって見えなくなるまで、私は樹さんの背を見つめた。そうしてリビングにひとり取り残され、がっくりとこうべを垂れた。

　私だって、小学生の仲よしごっこがしたいんじゃない。ちゃんと樹さんと恋がしたいだけなのに、頭と心の足並みが揃わない。

　だって、私をドキドキさせる行動のすべてが、樹さんにとっては未だに義務でしかないのがわかるから。まだ私のことを好きにはなってくれない。彼の心が動かないままで、流されるわけにはいかないのに。

　樹さんのペースについていけない。

　私、どうしたらいいの……。

　その夜、必死に考えたけれど、なにもかも未熟な私には、はっきりした道筋を見つけ出すことができなかった。




　翌土曜日の午前中、都内でも指折りの高級住宅街の立派な一戸建てに住む姉と義兄を訪ねた。ひと晩どんなに考えても、どうしても答えが見つからず、一番身近にいる恋愛マスターの姉に、アドバイスを求めて泣きついたのだ。

　姉はちょっと驚いた顔をしながらも、突然やってきた私をリビングに通してくれた。

　広々としたリビングで、私は座り心地のいい革張りのソファに身を縮める。

「ふ～ん。春海海運の御曹司と帆夏の政略結婚の話は聞いたけど。なんだかおもしろいことになってるのねえ」

　十歳年の離れた姉は、私に紅茶を振る舞ってくれた後、向かい側のソファに腰を下ろした。その隣には、姉より四つ年上の義兄が座っている。

　結婚して二年。子供がいないから、ふたりはまだ新婚のようなもの。

　付き合っていた頃は、わりと奔放で人目を憚ることのない恋人同士だった。時々、見ているこっちがドキドキしてしまうくらい仲がよくて、羨ましくなるほどだった。

　仲よしなのは夫婦になっても変わらないけど、今は落ち着いた大人の雰囲気が漂っていて、私はいつも憧れてしまう。

「春海……樹君か。願ってもない良縁だね」

　姉の隣で紅茶のカップを口元に運びながら、義兄もなにか逡巡するように呟く。

「でも樹さんは、春海海運の後継者としての義務だから、抗わないだけなんです」

　信頼できる大人のふたりの雰囲気に気が緩み、ついボソッとそんな泣き言を漏らしてしまった。

　それを聞いて、義兄が顎に手をやり、何度か頷いた。

「義務……。うん。彼ほどの血筋の人間にとってはそうだろう」

　そう言って、義兄は私に同意を示してくれながら続ける。

「でも……政略結婚は納得してるのにわざわざお試し同居なんて。なんでそんなこと言い出したんだろうね？」

「最初は最低ラインで試すって言ってたんだけど……」

　樹さんがお試し同居のことを言い出した時のことを思い出して、義兄にそう答えた。だけど私の頭の中には、社長室で深雪さんが言った言葉がグルグルと渦巻いていた。

　私との結婚を拒むつもりはなく、現実を受け止める時間が必要だっただけ。そう聞いてしまったから、彼が私に仕掛ける数々の悪戯も、そうやって自分を追い込んでいるように思えてくる。

「私に仕掛けろなんて言うくせに、樹さんは余裕な顔して意地悪ばかりしてくるの。私、ちゃんと樹さんに好きになってほしいって言ったのに」

　拗ねてそうこぼす私に、姉はフフッと笑う。

「意地悪って？　たとえばどんな？」

「えっ……それは、その……」

　そこをツッコまれるとは思ってなくて、私は思わず口ごもった。姉は私の反応を最後まで確認して目を細める。

「帆夏は彼と恋がしたいんでしょ？　帆夏の気持ちはちゃんと伝わってるんだし、恥ずかしがってないで体当たりするしかないんじゃない？」

「お姉ちゃん……他人事だと思ってるでしょ」

「だって帆夏、初々しすぎて。私にもそんな時代があったなあ」

　姉は胸の前で腕を組み、視線を宙に漂わせる。きっと自分の初恋のことでも思い出してるんだろう。たとえ初恋でも私とは大違いで、強気で押せ押せだったはずだけど。

「樹さんは、私との結婚を義務としか思ってないから、ワタワタして空回ってる私をおもしろがってるだけなの。こんなんじゃ、好きにさせるなんて絶対無理……」

　紅茶と一緒に振る舞われたクッキーを指で摘まんで、ひと口かじりながらボソボソと呟く。

　それを聞いて、姉と義兄が顔を見合わせた。答えてくれたのは義兄の方だった。

「う～ん……。それはどうかな。僕は、樹君がちゃんと、帆夏ちゃんとの恋に向き合おうとしてるように思えるよ」

「……え？」

「からかって君の反応を楽しんでる。それもあるだろうけど、もちろんからかってるだけじゃない。帆夏ちゃんをかわいいって思ったり、予想外の反応にドキッとしたり。同じ男だからわかるけど、多分樹君も君と同じようにドキドキしてると思う」

「い、樹さんが？」

「うん。……で、もとの性格もあるんだろうけど、やめられないんじゃないかな。だから帆夏ちゃんは、君らしく素直にぶつかるだけで十分だと思うよ。彼は君をかわいいって思ってるだろうから」

　義兄が目を細めて穏やかな微笑みを私に向けた。その言葉に、私は鼓動を跳ね上がらせる。

　思わず俯く私に小さく笑うと、義兄はチラッと姉の方に目を向けた。

「それにしても……いつも思うけど、君と帆夏ちゃんは本当に真逆の姉妹だね。足して二で割ればちょうどいいのに」

「うるさいわね。帆夏は帆夏で、日本経済の将来を背負って立つような男を惑わせてるのよ。無む垢くな顔して……むしろ私より強つわ者ものじゃない」

　皮肉られた姉が、ムッとしたようにそう言いのけた。なにも言えずにいる私の前で細く長い足を組み上げ、小首を傾げる。そういう仕草をすると、艶々の綺麗なストレートロングの髪が、さらりと肩に落ちる。

　家の中でも、ほんのり薄化粧。ふわっとしたＡラインのワンピースという服装も、姉にしたらラフなんだろうけど、普段、私がオフィスに行く時のスタイルよりも小綺麗だ。清々しい休日のひと時だというのに、我が姉ながら、ドキッとするくらい妖艶。

　ほんと、姉の半分でも私に色気があったら、樹さんに少しは対抗できるのに。

「帆夏。逃げてるだけじゃ、彼を落とすなんてできないわよ」

　見惚れていた私に、姉は涼しい顔をしてそう言い放った。ギクッと身体を強張らせると、姉は大きく胸を張る。

「せっかくの休日なのに、彼を置いてきたりしたら、マズいんじゃないの？　三カ月なんて、あっという間よ」

　ちょっと意地悪に細めた目を向けられ、私は無意識にゴクッと喉を鳴らした。

　義兄も姉の隣で大きく頷いている。

「そうだね。早く帰って、樹君と一緒に過ごすのが一番だよ」

「せっかくいい天気なんだし、午後からでも、デートに誘ってみたらどう？　帆夏でもそのくらいのお誘いならできるんじゃない？」

「デート……」

　思わず姉の言葉を繰り返しながら、私は大きな窓の外に顔を向けた。

　姉の言う通り、外は冬晴れ。日が高くなったこの時間、窓辺の日差しは暖かさすら感じられる。

「そうだね。帆夏ちゃんらしく明るく誘ってごらん。それだけで樹君もドキッとするだろうから。そういうのが積もり積もって恋になるんだよ」

　ひと回り以上離れた義兄が、ちょっと悪戯っぽく微笑む。そう言い切った義兄に、姉もニッコリと柔らかい笑みを返していた。

　そんなふたりをぼんやり見つめながら、私は改めて姉を羨ましいと思う。

「……うん。ありがとう！　私、帰って樹さんと話してみる！」

　私も姉に負けないくらい幸せになりたい。その時隣にいるのは、樹さんしか考えられない。だから私は、姉と義兄に大きく頷きながら、元気に宣言してみせた。

　私にできることでいいから、私らしく。無理して背伸びする必要なんかどこにもない。これが私の最初で最後の恋なんだから、ありのままに全力でぶつかればいい。

　それだけでいいんだ。




　姉の家を出て、私は急いでマンションに戻った。エントランスに飛び込んだ時、腕時計は午後一時を指していた。

　私は今朝、樹さんが起きてくる前に家を出てしまったから、彼が今家にいるか、それとも外出してしまったかわからない。

　コンシェルジュさんに挨拶してエレベーターに乗り込み、一度大きく深呼吸してからフロアに足を踏み出す。まっすぐ一番奥の部屋まで通路を突き進みながら、胸の前でギュッと手を握りしめた。

　もしも、もしも、樹さんが部屋にいたら。この後、デートに誘う……!!

　この時間だと、ランチには間に合わないかもしれないけど。とにかく一緒に出かけて、夕食を外でとってもいい。

　ドアの前で鍵を握りしめ、ゴクッと唾を飲んで緊張を和らげようとした。

　というか、私、デートなんて初めてだけど。樹さんの趣味も嗜好も、悲しいくらいわかってないけど。『仕掛けてこなくて退屈』なんて言わせたままにしておけない。彼のペースに巻き込まれっ放しではいられない。

　私は樹さんと恋がしたい！

　自分にそう言い聞かせ、思い切って玄関のドアを開けた。私が出た時と同じように樹さんの靴が玄関先に並んでいる。それを見て、私の鼓動が一度ドキンと跳ね上がった。

　樹さんは今、家にいる。つまり私は、デートのお誘いを実行しなければいけないってこと！

「い、樹さん!!」

　呼びかける声に力を込め、自分に発はっ破ぱをかけながら、私はズンズンと廊下を先に進んだ。そしてリビングに入った途端、ピタッと足を止める。

　テレビはつけっ放し。樹さんが、スラッとした身体を、ソファに悠々と横たえていた。

　仰向けでお腹の上で行儀よく手を組み合わせて眠っている樹さんに、私はそっと歩み寄る。どう見ても、テレビを観ているうちにうたた寝というスタイルだから、ちょっと声をかければ起きると思った。

「樹さん」

「……う、ん……」

　なのに、樹さんはうわ言みたいな声を短く漏らすだけで、固く閉じた目を開きはしない。わずかに開いた彼の唇に無意識に目を向け、小さく喉を鳴らした。

　寝てる？　熟睡してるよね……。

　誰にともなく問いかけながら床に膝をつき、樹さんの穏やかな寝顔をそおっと覗き込んだ。ジッと見つめるうちにさっきまでの気負いが和らぎ、高鳴っていた鼓動が穏やかになっていく。

　樹さんの寝顔、初めて見た。この間、樹さんが風邪をひいた時も、お粥を運んだ後は部屋から追い出されてしまって看病できなかったから。

「かわいい～……」

　五つ年上の男の人にそんなこと言ったら怒られそう。いや、私が言ったというだけで、樹さんは絶対に不機嫌になる。でも、本当にかわいいと思うんだから、仕方がない。いつもいつも私には毒舌と暴言ばかりで意地悪な樹さんも、こうやって眠る姿は無防備で、寝顔はとっても無垢だ。

　私は樹さんの子供みたいな寝顔をそっと覗き込み、無意識に手を伸ばしていた。滑らかな頬に触れて、わずかに開いた唇を指でなぞってしまう。途端に、ドキドキと鼓動が騒ぎ出した。

　私、この唇にキスされたんだ。樹さんの、この色っぽい唇に……。

　そんな自分の思考に煽られるように、私は身を乗り出していた。彼の唇を見つめたまま、そっと身を屈める。心の中で『お願い、起きないで！』と祈った、その時。

「ん……」

　短く漏れた声と吐息に指先をくすぐられ、ドキンと大きく鼓動を跳ね上がらせながら、私は慌てて立ち上がった。

　樹さんは眉を寄せて軽く上体を捩よじり、穏やかな寝息を繰り返している、けれど。

　わ、わわわ私っ！　樹さんが寝てるのをいいことに、なんてことしようとしてるの！　樹さんの寝顔に触れて、その上、その上……!!

　自分の無意識の行動に激しく動揺しながら、私は一目散に部屋に駆け込んだ。

　樹さんが部屋にいたら、デートに誘う！という決意はもろくも崩れ去っていた。

　背中でしっかりとドアを押し閉め、肩を上下させて大きく息を吐く。

　いや、いやいやいや……。デートの誘いは明日でも問題ない。今夜夕食を一緒に食べながら、さりげなく明日のお伺いをしてみよう。

　自分の考えに大きく頷いてから、火照った頬に手を当てて熱を冷まそうとした。

　とにかく夕食までに平常心を取り戻そう。つい今さっきの自分の行動を、頭から追い払わなければっ!!




　そしてその夜。

　私が作ったハンバーグを『褒めどころはないけど、まあまあ』と言いながら完食した樹さんが、リビングのソファでゆったりと寛いでいるところを狙った。

「い、樹さんっ！」

　食器を片付けた後、カウンターを回り込んでリビングに入り、昼間と同じスタイルで寝そべる樹さんの前に立ちはだかる。

「なに？」

　頭の後ろで組んだ腕を枕代わりにした格好で目線だけを上げて問われて、私は思わず口ごもった。昼間のことを思い出し、カアッと頬が熱くなるのを感じる。

　勢いよく呼びかけたはいいけど、鼓動が猛烈に騒ぎ出す。あまりの後ろ暗さに、とても次の言葉を繰り出すことができない。

「帆夏。なに？って聞いてんだけど」

　目の前で身体を硬直させて立ち尽くす私に、樹さんは姿勢も変えずに眉を寄せた。

「あ、あのですね」

「うん？」

「あの……」

　言いたいことはちゃんと決まってる。何度も何度も練習した。

『明日、私とデートしてください！』

　勢いに任せればそれで済むことなのに、私はその言葉を口にできず、パクパクと唇を動かした。

　ダメだ、どうしよう。ただデートに誘うだけなのに、樹さんの唇ばかりに目がいってしまう。

　樹さんの眉が、どんどん訝しそうに……いや、怪しむようにひそめられていく。

「用がないなら、そこどけ。テレビ見えないし、邪魔」

　私をひとしきり観察した後、樹さんははあっと大きな息を吐いた。それから身体を軽く横向けながら、虫でも払うみたいにシッシッと手を振りかざす。

「う……」

　顔を俯かせて短く唸る私を、樹さんが今度は斜めに見上げてきた。

「なんか変だな。お前、なんかやらかしたの？」

　上目遣いに探られて、心臓がバクバクと加速し始めた。でも、樹さんの方から聞いてくれたことに勇気を借りて、私はシャツの裾を無意味に下に引っ張りながら声をあげた。

「あ、明日っ！　樹さん、なにか予定ありますか？」

「なんで」

「私とデッ……デートしてくださいっ……!!」

　言ったあ～!!と、ホッとすると同時に、胸がドッドッと打ち鳴る。顔から火が出そうなくらい頬が熱くなる。私は樹さんの返事を待ってぎゅうっと目を閉じた。

　なのに。

「……はあ？」

　樹さんの返事は、予想の範囲内の素っ気なさで、しかも呆れ返っている。

　地味に傷つきながら目を開けた私の前で、彼は「よっ」と短い掛け声でソファに身体を起こした。

「死にそうな顔して声かけてきたわりに、〝デート〟？」

「は、はいっ」

「……つまんねえ」

「うっ……これでもすごく緊張して、頑張ってるのに」

　樹さんの毒舌は聞き慣れたとはいえ、私は必死だったからへこんだ。シャツを握りしめたまま顔を俯かせる。

　そんな私を黙って観察した後、樹さんはニヤッと意地悪に口角を上げて、顔を覗き込んできた。

「そのくらいのことで、そんなに緊張する意味がわかんない。お前、なんか俺に隠してることあるだろ」

「えっ……」

「挙動不審になるくらい、後ろめたいこと？」

　鋭く言い当てられて、ギクッとして顔が強張るのを抑えられない。

「い、いえっ……！　そんな、樹さんに隠しごとなんて、滅相もない!!」

　頭にまで汗をかきそうで、私は慌てて無駄に胸を張ってみせた。

　それでも樹さんは追及の手を緩めず、ニヤニヤ笑って膝の上で頬杖をつく。

「声ひっくり返ってるし、目泳いでるし。よっぽど後ろ暗いことっぽいな」

「ほ、ほんとに、なにもないです！　私はこのくらいのことでも緊張するんです。し、失礼しましたっ!!」

　暑くもないのに変な汗を額に滲ませ、ひとまず退散！とばかりに、私は樹さんにクルッと背を向けた。やっとの思いで言えたデートの誘いに返事をもらえてないけど、今は昼間の私の行動を隠し通すのが先決だ。

「おいこら。ちょっと待て」

　なのに、後ろから腕を掴んで止められてしまった。振り解くこともできない。かといって、振り返ってまっすぐ顔を見せるわけにもいかない。

「帆夏。言ってみろ。そうだな、白状したらデートくらいしてやるよ」

「えっ……！」

　意地悪な交換条件に素直に反応して、私は樹さんを振り返ってしまった。

　樹さんは私の腕を掴んだまま、まっすぐ私を見上げてくる。

「ただし。お前絶対ノープランだろうし、俺が行きたいとこに連れてくけど」

「そ、それでもいいですっ」

　樹さんの言う通り、誘うだけで頭がいっぱいで、なにがしたいとか、どこに行きたいなんて考えてなかった。樹さんの行きたいところに連れていってもらえるなんて、むしろ誘ってもらえたみたいで嬉しくて、ワクワクしてしまう。

　といっても、それもこれも交換条件が成立してこそのもの。私が昼間の恥ずかしい行為を樹さんに白状しなければいけない。ここは絶対どうにかごまかしたいところ！

「じゃあ、言え。お前、俺になにした？」

「なにって、別になにも……」

　樹さんの言葉に、若干の違和感を覚えながら言い返した。

「言い換えようか。なにするつもりだった？」

「え、っと……？」

　なんだか完全に私が樹さんになにかしたことを前提に、話が進んでいる気がする。そこに嫌な予感がして口ごもると、樹さんは呆れたように眉を寄せて、はあっと太い息を吐いた。

「におわせてやるくらいじゃ、わかんないみたいだな。仕方ない、はっきり聞くか。帆夏。お前、昼間、寝てる俺になにしようとした？」

「っ!?」

　ニヤリと意地悪に笑って告げられた質問にギクッとした時、樹さんが私の腕を強く引き寄せた。「ひゃっ」と短い悲鳴をあげながら、私は樹さんの隣にストンと腰を下ろしてしまう。

「い、樹さん……!?」

「俺がここで寝てた時。お前、こうやって触ってきたよな」

　まさに昼間、樹さんがそうしていたように、彼は私を強引にソファに横たえた。視界がグルッと回転して、私は大きく天井を見上げる。

　樹さんは上から私を見下ろした。頬に触れ、唇を指でなぞってくる。

　その感覚に胸を高鳴らせながら、私は慌てて声をあげた。

「お、起きてたんですか!?」

　記憶の奥底に封印したはずの行動を、今まさに樹さんが私に再現している。

　ドッドッと心臓が大きな音を立ててけたたましく打ち鳴り、頬がカアッと火照るのを感じた。

「起きてたよ。俺が寝てるのをいいことに、頬撫でて唇なぞって、随分好きにいじってくれたな」

「すみませんっ!!」

「しかも、この後なにしてくるつもりだって思ってたら逃げるし。すげえ肩すかし食らった」

　降り注ぐ照明を遮り、自身の影を私に落として、樹さんは目を細めた。

　私がしたのと同じ行為を繰り返され、昼間の邪よこしまな気持ちが嫌でも脳裏に蘇ってくる。思わずぎゅうっと目を閉じて、両手で顔を覆い隠した。

　どうしよう。どうしよう。まさかあの時、樹さんが起きてたなんて。眠ってるのをいいことに、樹さんにあんなことしようとしたって、気付かれちゃうなんて。

「なにしようとしたかは知らないけど……どうせ襲うなら、寝込みじゃなくて起きてる時にしろ」

　樹さんは私から手を離しながら、静かにそう呟いた。

「えっ……？」

「寝てる相手にどんなに勇気出したって、なんの反応も返ってこないぞ」

　樹さんが見つめているのがわかるから、私の鼓動は臨界点を越えて高鳴る。

「……で？　俺の寝込み襲って、なにしたかったんだよ？」

　顔を隠す私の両手を掴んでどけると、樹さんが再び同じ質問を畳みかけてきた。

　今度こそごまかし切れない空気を感じて、私は樹さんから目を逸らし、ボソッと呟く。

「お、思い出してただけです」

「なにを」

　短い言葉で容赦なく問いただしてくる樹さんに、私は思い切って口を開いた。

「……キス、されたこと」

「……はあ？」

　樹さんの呆れたような声が降ってくる。

　言ってしまった以上開き直って、私はしっかり樹さんの顔を見上げた。

「寝顔、かわいいなって思って見惚れただけなんです！　目が離せなくて、そしたらなんとなく口元に目がいっちゃって。わ、私この人とキスしちゃったんだなって思い出したら、ドキドキして。それでっ……!!」

　勢いに任せてそう言って、私はギュッと手を握りしめた。

　あまりの恥ずかしさで顔から火が噴き出しそう。それでも、私は正直に白状した。

「つい、出来心で……ごめんなさい……」

「……キス？」

　短い質問と同時に、痛いくらいの視線を感じる。ごまかしたかった言葉をあっさり口にされて、私はぎゅうっと瞼に力を入れて目を閉じ、黙って首を縦に振った。同時に上から冷めた溜め息が降ってくる。

「バカか？　お前。したいならすればよかったのに」

「え……？」

　顔を真っ赤に火照らせ、そっと目を開けた私に、樹さんはものすごくつまらなそうに呟いた。そして、呆然と彼を見上げる私に眉を寄せる。

「今までイノシシ並みに突進してきたわりに意気地がない。キスくらい、俺が起きてる時に仕掛けてくればいいだろ」

　そんな意地悪な言葉を繰り出す樹さんの唇に、私はまたしても見入ってしまう。

「おかげで昼から、俺の方が焦らされた。……してやるよ。俺から」

　樹さんが、ゆっくりと私に顔を近付けてきた。大きく開いた私の瞳いっぱいに、樹さんの顔が映り込んでくる。

「樹さ……」

　ドクンと胸の鼓動が跳ねた瞬間、呼びかけた声は最後まで音を保てないまま、樹さんの唇に塞がれた。ついさっきまで意地悪なことばかり言っていた唇はとても温かく、柔らかく私の唇を啄ついばんでくる。

「んっ……」

　何度も繰り返し小さく重なるだけなのに、今までのどんなキスより甘く優しくて、私の胸はきゅんと疼く。

　頬を押さえ込む樹さんの両手に、私は思わず手をかけた。樹さんは頬から頭に手を動かして抱え込みながら、最後に一度軽く私の唇を吸い上げ、小さな音を立ててから、そっと唇を離した。

「……ちなみに、明日は予定がある。デートは無理。どっかの政治団体主催のパーティーだとか。お前、副社長から言われてないの？」

「え……？」

「ああ、つまり今回帆夏はお留守番ってことか」

　なんだか意地悪なことを言われたのはわかってるけど、なにも言い返す余裕がない。

　ボーッと樹さんの唇を目で追った。その視線が、不ぶ躾しつけすぎたんだろうか。

「……お前、見すぎ」

　樹さんは、私から唇を隠すように顔を背けた。

　そう言われて、私はハッと我に返る。

「すみません……つい」

　もごもごと口ごもって謝る私の前で、樹さんは顔を伏せて大きな息を吐き、ガシガシと頭をかいた。

「風呂入ってくるわ」

　そっぽを向いたまま立ち上がり、バスルームに歩いていく彼を見送りながら、私は大きく胸を喘あえがせた。さっきまで全然意識しなかったテレビの音声が耳に届く中、私はゆっくり身体を起こして、ソファの上にペッタリと座り込む。

　なかなか治まらない頬の火照りを鎮めようと、両手でギュッと押さえつけた。

　樹さんの意地悪が、なんだか徐々に甘くなる。翻弄される。

　彼の行動には全然追いつけないとわかっていても、ときめく心は抑えられなかった。










余裕を失わせる本気の恋




　意地悪な樹さんに焦らされて週末は終わり、迎えた週明け。会議を終え、先輩たちが会議室を後にする中。

「生駒」

　会議で使った資料の片付けをしていた私は、樹さんに呼び止められた。

　顔を上げて振り向くと、彼はまだ席に座ったまま、私に向かって手招きしている。

「は、はい？」

　まとめた資料を束ねながら返事をしたら、警戒心が滲み出て尻上がりになった。

　それもこれも、ついこの間、警戒範囲外だったオフィスで、勉強会と称して意地悪をされたことを思い出してしまったせい。

　会議室から出ようとしていた他の先輩たちが振り返るほどに、私の声は怯んでいたのかもしれない。

「これ。お前に頼んだ航行管理書。チェックしといたから」

　樹さんが私に差し出したのは、確かに私が作成した書類だった。

　週末を挟んで今日の午前中まで目いっぱい時間を使って作成して、お昼に行く前に提出したもの。午後一で始まった会議後すぐに返却できるくらいだから、もしかして樹さん、今日お昼行ってないのかも。そう思いながら、私は書類を受け取った。

　ペラペラと捲っただけで、樹さんが入れた赤字を数箇所見つける。さすがに全然完璧じゃないことにがっかりしたけれど、前に比べたら格段に少ない。

　私は気を取り直してまっすぐ樹さんを見つめた。

「ありがとうございます！」

「それ、修正入れたらプリントアウトして。印鑑ついて、提出すること」

「はいっ」

　樹さんから託されたこの仕事は、どうやらこれでクリアできそうだ。それにホッとして、私の顔の筋肉も緩んでしまう。

　そんな私に、樹さんはわずかに眉をひそめた。

「喜んでるとこ水差すようで悪いけど、それ、誰にでもできる仕事なんだけど」

「はい！　次はもっと早く正確に作れるよう、頑張りますね」

「早くなくていい。とりあえず、正確性だけ考えてくれりゃ」

　樹さんは私を皮肉るのを早々に諦めて、はあっと息をつくと背もたれに深く身体を預けた。疲れた様子が気になって、私は身体の前で書類を抱えながら、「あの」と窺うように声をかける。

「樹さん、今日お昼行きましたか？」

「抜いた」

「やっぱり！　あの、これのチェックのせいで？」

　申し訳ない気分になる私に、樹さんは首を横に振った。

「あ～……別にお前のせいじゃないから、さっさと仕事戻れ」

「でも樹さん、朝も食べないのに……。私、なにか簡単に食べられるもの、買ってきます！　樹さん、なにがいいですか？」

　勢い込んでまくし立てると、再び「いいから」と樹さんに阻まれた。

　さすがにそれ以上無理には言えず、私はしゅんと肩をすぼめた。

「それじゃあ、今日のお夕飯は樹さんの好きなものたくさん作ります！　あの……だから、できるだけ早く帰ってきてください」

　うるさいな、と拒否されるのも覚悟で言うと、樹さんがフッと目を上げた。まっすぐ向けられる茶色い瞳にドキッとして口を噤んだら、彼は一瞬確かに表情を和らげた。

「あ、あの……？」

　樹さんの優しげな表情は、私にとって未だにレアだ。さらにドキドキしながら声をかけると、樹さんはクッと短く肩を揺らして笑い出した。

「いや。俺、やっぱり鬱陶しいしうざったいんだよな。帆夏のママゴトに付き合うの」

「ママゴト……」

「結婚ごっことでも言うか？」

　言われたことはグサッとくるのに、樹さんが楽しげだから、真意を探って彼を見つめた。樹さんは私の視線に応えるかのように、腕組みをして目を伏せる。

「だけど、なんだろうな……お前にお節介焼かれるの、最近そんなに嫌じゃない」

「え？」

　言い方や言葉にはいちいち毒を感じるのに、樹さんの表情が穏やかだから、私は何度も瞬きをした。

「俺、ほだされてんのかな。……いや、悪い。聞き流せ」

　自分で呟いた答えに軽く首を傾げて、樹さんはガタッと音を立てて椅子から立ち上がった。そして、会議の間椅子の背にかけてあった上着をサッと羽織ってから、ドアに向かって歩いていく。

「お、お疲れ様でした」

　樹さんの言葉の意味を考えながら、今までとは違うドキドキで心臓を忙しく働かせていると、彼はドアに手をかけ静かに振り返った。そして、

「帆夏」

　ちょっと低い声で私を呼ぶ。

　鼓動が大きくリズムを乱している。次の言葉を待つように私は胸に手を当てた。

　そのまま樹さんをジッと見つめていると、彼は上着のポケットから茶色い封筒を取り出した。

「……メシ、今夜は外食にしようか」

「え？」

　一瞬、なにを言われたのかわからず、私は大きく目を見開いた。そんな私の前で、樹さんは封筒から小さな紙片を取り出し、ヒラッと軽く揺らしてみせる。

「映画のチケット、もらったんだ。お前が誘ってきたデート、流したままだったから。今夜、どう？」

「……っ!!」

　樹さんが小首を傾げて問いかける仕草に、思わずゴクッと喉を鳴らした。次の瞬間、心臓がバクバクと轟ごう音おんを立てて高鳴り始める。

　勢いよく何度も首を縦に振る私に、樹さんは呆れたように目を細めた。

「い、いいい、行きますっ……！　樹さんが行くとこなら、いつでもどこでも、くっついていきます！」

　勢いよく返事をすると、樹さんは眉を寄せ、肩を落として息を吐いた。

「トイレにまでついてくるなよ。……まあいいや。俺も七時にはオフィス出るから、お前は先に出てどっかで時間潰しておけ」

「は、はい！」

「一応、お前の分のチケット渡しとくから。もし俺が遅れても、それで先に入ってろ」

「はいっ」

　じゃ、とひと言だけ残して、会議室から出ていくその背中を見送る。

　私は高鳴る鼓動を抑えるのに必死だった。樹さんが私にくれたチケットを両手の指でしっかりと支え持ち、食い入るように見つめた。ついこの間日米同時公開されたハリウッドの大作ファンタジーで、私も観たいと思っていた映画。

「このチケット……」

　もらった、って言ってたから、招待券とかの類だと思ったのに。オフィスからほど近いシネコンで発行されたもので、席も時間もちゃんと印字されている。

「ちゃんと自分で買ってきてくれた……んだよね」

　無意識に独り言を呟きながら、私は樹さんが映画館の窓口でチケットを購入する姿を想像していた。

　あの樹さんが、この映画のタイトルを告げて『大人二枚』って言いながら、私と並んで座る席を選んだのかな。もしかして、お昼を食べられなかったのもこのせい……とか？

「ひゃああ……」

　反射的に頬に手を当ててしまった。

　その時、樹さんの心の中に、少しでも私がいたかもしれないと妄想したら、ジタバタしたくなるくらい嬉しかった。




　ウキウキしながらデスクに戻ると、私の気配に気付いた青木さんが、チラッと目を向けてきた。

「お帰り」

「ただいま戻りました～」

　笑顔でそう返事をして、スカートの裾を押さえて腰を下ろした。

　私はロングカーディガンのポケットに忍ばせた映画のチケットを無意識に手で押さえ、顔がニヤニヤしてしまうのを抑えながら、樹さんのデスクを見遣った。

　樹さんはあの後、そのまま別の会議に行ってしまったみたいで、離席していた。

　そんな気味の悪い私を横から見ていた青木さんが、頬杖をついて「ねえ」と呼びかけてくる。

「な～にをわかりやすくニヤニヤしてんの」

「えっ!?」

　反射的に頬に手を当てて声をひっくり返らせると、青木さんはふうっと大きな息をついた。

「春海君に呼ばれてたじゃない。なんかあったんじゃないの？」

　探るような質問に、額にじんわりと汗が浮かぶのを感じる。ここはやっぱり普通の社内恋愛の鉄則にのっとって、ごまかしておくべきなんだろうな。

　私は、はは、と愛想笑いを浮かべた。

「ほ、ほら！　樹さんも鬼じゃないってことですよ。これでも一応私の頑張りを評価し始めてくれたってことで……」

「それはないでしょ。春海君は情に流されるほど情が有り余った男じゃない」

　樹さんに負けず劣らず毒々しい言い方をされて、私もさすがに口ごもる。

　青木さんは、私をチラリと見遣り軽く唇を尖らせ、パソコンをぼんやりと眺めた。

　そんな彼女の雰囲気は、どこかいつもと違う。私はそっと肩を竦めて、窺い見た。

「春海君が大事なのは、今の仕事と将来自分のものになる会社。その役に立つ情報と人脈。帆夏ちゃんが生駒副社長の娘でも、春海君本人には不必要な人間……。だからあんなにつれないんだろうなって思ってた。そういうところは徹底してて、気持ちいい男だったんだけど……」

　なにか考えるように呟いて、青木さんは樹さんのデスクに顔を向けた。

「……なのに、なんで、春海君から……」

「え？」

「帆夏ちゃんがどんなに頑張っても、春海君は絶対堕ちないって、信じてたんだけどなあ……」

　肩を強張らせる私の前で、青木さんは考え込むように首を傾げた。

「あの……青木さん？」

　彼女の言葉が引っかかり、私は声を潜めて呼びかけた。それに対して、青木さんがチラリと横目を向けてくる。探るような視線に、私は身を竦ませた。

　青木さんの様子は気になるけど。このまま探られたら、私と樹さんの政略結婚に行きついてしまいそう。

「え～っと、私……そ、そうだっ！」

　今は逃げておくべき！と、私は声をあげて立ち上がった。

「ちょっと、お茶を買いに……」

「お茶ならあるじゃない。まだ」

「あっ！　じゃ、じゃあコーヒーを……」

　不審げなジトッとした視線を全身に浴びて、背筋に変な汗が伝うのを感じながらも、青木さんの追及から一時退避するために私はオフィスを飛び出した。




　ところが、帰り際になって、私は浮かれすぎていたことを後悔する羽目になった。

　定時で仕事を終えて帰り支度を進めながら、映画のチケットをカーディガンのポケットに入れっ放しだったことを思い出し、私はポケットに手を突っ込んだ。指先でごそごそとチケットを探す。

「あ、あれ？」

　右に入れたつもりだったけど、両方のポケットを探ってみる。どれだけ探しても、小さな紙片が手に触れない。

「えっ、嘘っ……！」

　裏地をひっくり返してみても、ポケットの中にはなにもない。

　私は慌ててデスクの下を覗き込んだ。災害避難訓練でもないのに、床に這いつくばる勢いで探す。

　なのに、ない。……ない。

　焦りで心臓がドクドクと早鐘のように打ち鳴り始める。

「なにしてんの？　帆夏ちゃん」

　隣の席で青木さんが仕事の手を止めて、私を不審げに見下ろしていた。

「い、いえっ、あの……」

「なんか探しもの？」

　重ねて問いかけられ、一瞬ためらったけれど、床に視線を彷徨わせながら立ち上がった。

「青木さん、この辺に……」

　映画のチケット、と言おうとして、結局私は口を噤んだ。

　ソワソワと辺りを見回して口ごもる私に、青木さんは訝しそうに首を傾げる。

「帆夏ちゃん？　どうかした？」

　繰り返し訊ねられて、私は目を伏せたまま首を横に振った。

「いえ。す、すみません。なんでもないんです……」

　なにを探しているか話したら、樹さんとの約束を知られてしまうかもしれない。そうしたら私たちの婚約も勘づかれてしまうかも。まだ樹さんは婚約を認めてくれたわけじゃないんだし、オフィスの同僚に知られるのを、嫌がるに決まってる。

　そう考えて取り繕うと、私は青木さんに大きく頭を下げた。

「探しものでしょ？　言ってくれれば……」

「いえいえ！　ほんと、大したものじゃないんです」

　明るくそう言ってごまかし、急いでバッグを肩にかけると、オフィスを後にした。

　会議の後、行った場所を探してみなきゃ。

　確かあの後コーヒーを買いに行ったから、まずは自動販売機のある食堂フロア。業務時間中、私の行動範囲は途方に暮れるほど広くはない。

　あの時乗ったエレベーターどれだっけ、と記憶を巡らせ、そのエレベーターが到着するのを待って乗り込んだ。先に乗っていたおじさんに変な目で見られながらも、気にせず角っこにも目を凝らして探す。

　食堂フロアに駆け込んで、自販機の周りだけじゃなくテーブルや厨房の方まで探してみた。だけど、見つからない。

「どうしよう……せっかく樹さんが誘ってくれたのに……」

　情けない。すごく嬉しかったからって、肝心のチケットをなくしてしまうなんて、私、舞い上がりすぎだ。本当に救いようのないバカ。また樹さんに呆れられてしまう。

「せっかく樹さんが私にくれたのに……」

　呟くうちに、自分を呪いたくなってくる。じわっと目に涙が浮かぶ。

　泣いてる場合じゃない！と、自分を叱咤した。

　デートそのものがなくなるわけじゃない。樹さんに事情を話して謝って、チケットを買い直せばそれで済む。それで、済む、けど……。

　未練がましくもう一度食堂全体を探しながら、カーディガンのポケットに何度も手を突っ込んだ。樹さんが自分で買ってくれたんだと思ったあの瞬間の、くすぐったいほど幸せな妄想が、私の脳裏をよぎる。

　私のこと考えてくれたかな。どんな顔して席選んでくれたのかな。考えるだけで嬉しくてきゅんとしてしまった後だから、なくしてしまったチケットがとても大事で諦め切れない。

「どうしよう……」

　自分の取るべき行動を決断できない。

　社内の総合受付とオフィスビルのエントランスにも、落とし物で届いていないか確認した。けれど、どちらも首を横に振られてしまい、肩を落とす。

　グスッと鼻を鳴らしてから、私は左手首の腕時計になにげなく視線を落とした。そして。

「えっ……」

　呆然と、目を見開いた。

　次の瞬間、私はすごい勢いでビルを飛び出した。オフィス街の広い通りを、転がるようにダッシュする。

　私のバカッ！　意地になってチケット探して、時間過ぎちゃったら意味ないじゃない！

　映画の開始は午後七時半なのに、私の時計ではすでに十分過ぎている。樹さんは七時にはオフィスを出られるって言ってたから、座席に私がいないのを不思議に思ってるに違いない。

　映画は始まってるからメールも電話もマナー違反だし、樹さんに連絡できない。

　とにかく、今はシネコンに急いで、樹さんを探すことしか考えられなかった。




「途中からになっちゃいますよ」と首を傾げるチケット売り場のお姉さんに、「いいんです！」と言い放ち、私は新たに購入したチケットを手に、暗い劇場に駆け込んだ。

　公開間もない大作で、席はあらかた埋まっている。鑑賞しやすい後方の席に向かって、階段を一段ずつゆっくり上る。スクリーンが白く発光したタイミングで、後ろから何列目かの中央に樹さんを見つけた。

　ホッと息を吐きながらも、私はピタリと足を止めた。

　だってその隣。樹さんの隣の席は空いているはず、なのに。

「……え」

　彼の隣の席に、青木さんが座っていた。

　ふたりともまっすぐスクリーンに顔を向けていて、通路に立ち尽くす私には気付かない。目に映る光景が信じられなくて、身体が固まって動けなかった。

　通路側の席に座った女の人が、横に立ち尽くす私を訝しげに仰ぎ見ている。私は席を探すふりをして、階段を一番上まで上り切った。

　映写室の窓ガラスを背に、樹さんと青木さんの頭を見下ろす。

「どうして青木さんが……」

　混乱のあまり思わず呟いていた。だけど、だいたいの推測は私にもできる。

　私が落としたチケットを、青木さんがどこかで拾ったんだろう。でも、私がなにを探しているか言わなかったから。私の探しものが映画のチケットだとは思わなかった。

　落とし主を探して、シネコンまで来たのかもしれない。いや、『拾ってラッキー』って、そう考えたかもしれない。

　どっちにしても、悪意はない。そうに違いない。

　――そうだと、思うけど。

　自分の推測には納得できるのに、私の胸には醜い疑惑も浮かんできてしまう。

　本当に？　それだけ？

　私がなにを探してるか言わなくても、察してくれてもよかったんじゃないかな。『探しものってもしかしてこれ？』って聞くくらい、できたと思うのに。

　チケットを落として、意地になって探し回った挙句、遅刻したのは自業自得なのに、それもこれもみんな青木さんが言ってくれなかったせい、という気分になってくる。今、私が樹さんの隣で映画を観られないのも、青木さんの意地悪のせいということにしたくなる。

　樹さんと同じくらい毒舌でも、私はたくさんお世話になっている、とてもいい先輩だ。私の恋を応援してくれてるからこそ、時に厳しく時に優しく、暴走しがちな私に道を示してくれた。それはよくわかってるのに、疑って八つ当たりしている自分が嫌だ。嫌だけど……。

　樹さんの同期で、私よりずっと前から彼と一緒にいた人。樹さんとも、対等に言い合える人。私よりずっとたくさんの樹さんを知ってる。そんな彼女の言葉を思い返してみると、節々に引っかかりを感じるのも事実だった。

　――青木さん、本当は樹さんのこと好きなのかな。ここで鉢合わせたのは偶然だとしても、嫌いだったら一緒に並んで映画なんか観ないよね。

　樹さんだって。隣に私が来るとは言えなくても、彼女がそこに座るのを拒むことはできると思うのに。私が来ないってあっさり諦めたのかな。簡単に気持ちを切り替えちゃったのかな。

　こうして見ると、お似合いだ。少なくとも、私と樹さんよりはずっと。

　マイナスに考え始めたらキリがない。こんなこと考えたくない。こんなの、私らしくない。そう思うのに、今こうして樹さんと青木さんを後ろから見ているだけで、私の思考はなにもかも悪い方に向かってしまう。

　手すりを一度ギュッと掴んで、私は劇場の後方のドアから外に出る。

　手の平に残ったチケットの半券を握りしめて、終始俯き加減でシネコンを後にした。




　私の帰宅から遅れること、二時間――。樹さんがマンションに帰ってきた。

　きっと映画が終わってまっすぐ帰ってきたんだろう。そう思えるタイムラグだったからホッとして、同時に、青木さんと最後まで映画鑑賞を楽しんできたことに、胸がチクッと痛んだ。

「なにしてんだ？　帆夏」

　マンションのエントランスの前で、部屋に入らず階段脇の花壇に腰かけていた私を見て、樹さんは怪訝そうに眉を寄せた。

「チケットだけじゃなく、鍵も落としたのか」

　どこまでも呆れた表情で、樹さんは私の方にゆっくり歩を進めてくる。

　目の前で彼が足を止めたのがわかっても、立ち上がれない。

「鍵は持ってますけど……ごめんなさい。私、バカで」

　首を横に振ってから呟いた。

「ほんとにな」と、溜め息交じりのぼやくような声が聞こえてくる。

「なくしたなら、言えばいいだろ。別に満席でチケットが手に入らないわけじゃないんだし、劇場に来てくれればそうできたのに」

「……はい」

　言い返すことなく静かに従順に頷く私を見て、樹さんは無言でスーツの上着からスマホを取り出した。

「連絡もなし、か……。どういうことだ？」

　私からの着信がないのを確認したのか、それ以上操作することなく再びポケットに戻す。咎めるような声に、私はおずおずと顔を上げた。

　月明かりを背に浴びた樹さんが、不機嫌そうに表情を歪めて私を見下ろしている。

　笑ってる顔が一番好き。でも怒ってる樹さんも。どんな樹さんでも、私にとっては宝物。それでも、私のせいで不機嫌にさせているのが悲しくて、私は唇を噛んで彼を見上げた。

　私の視線に、樹さんが怪訝そうに首を傾げる。

「さ、探してたら、時間過ぎちゃって」

「はあ？」

「とにかく早く行かなきゃって、そればっかりで、連絡しそびれて」

「……お前、来たのか？」

　私の返事に、樹さんが静かにそう訊ねてくる。

　私は膝の上でギュッと手を握りしめながら、一度だけ小さく頷いた。

「だったら声かけろよ。おかげでこっちは青木と映画観る羽目になったじゃないか」

　忌々しそうな溜め息をつかれ、私は思わず樹さんを振り仰いだ。

「だって！　樹さんとデートだって、気付かれちゃいけないって思ったから」

　けれど樹さんは表情も変えずに肩を竦めた。

「気付いてて探りに来た感じだったけどな」

　目線を横に逸らしてサラッと呟く樹さんの言葉に、私の胸がドクンと嫌な音を立てた。

「お前が落としたチケット。どこで拾ったかは言わなかったけど、多分……ね」

　樹さんは素っ気なくそう言って、私にクルッと背を向けた。

「帆夏。帰った理由はそれだけか？」

　俯いて唇を噛みしめる私に、樹さんが低い声で訊ねてきた。返事を促すように私を振り返る。

「……結構お似合いだな、って思ってしまって」

「青木と俺が？　バカか、お前」

　呆れ果てたような声と視線に晒されて、私は黙り込んだ。それを見て、樹さんが深い溜め息を漏らす。

「そんなことで、家に入らずこんなとこで待ってたのか？」

　続く質問には返事ができず、私は顔を伏せていた。

　私と樹さんの間に漂う沈黙が、夜露を帯びて重くなっていくように感じる。

　樹さんは私から返事を聞き出すのを諦めたのか、エントランスに向かって歩き出した。そして、ピタリと足を止め、

「帆夏。婚約……チームメンバーには発表するか」

　どこか乾いた声で、そう呟いた。

「……え？」

　彼の声に導かれて、私は大きく目を見開いた。

　樹さんの真意がわからず、ただ次の言葉を待つ。

「青木に勘づかれれば、どうせすぐ知れ渡る。だったら、否定するのも面倒くさい。……あ～、寒」

　一度強く吹いた冷たい夜風に首を縮めて、樹さんはブルッと身体を震わせた。

「帆夏、部屋に入るぞ。こっち来い」

　そう言われても、私は腰かけたまま動けない。

　樹さんはエントランスの自動ドアの目の前まで行って、不審そうに私を振り返った。

「帆夏？　なにしてるんだ？　さっさと来いよ」

　促されても凍りついている私に、樹さんが訝しげに首を傾げた。

「そんな理由で、発表してしまっていいんですか」

　迷いながら掠れた声で訊ねた私に、樹さんは眉を寄せた。

　人生を決める大事なこと。なのに、他人事みたいな言い方をする樹さんに、歯痒い気分になる。

「私のこと……好きになれるんですか」

　気持ちばかりが急いて、直球で質問してしまう自分に焦る。

　急かしたって、彼の口から私を『好き』とは聞けないはず。なのに、どうしてこんなにはっきり聞いてしまったんだろう。

　私は、ギュッと手を握りしめた。返事を聞くのも怖くて身構えながら、嫌な緊張をごまかそうとした。

　樹さんは黙ったまま私を見つめている。

「樹さん、私のお風呂覗いた時、言ったじゃないですか。『少しはその気になるかと思ったけど、ダメだった』って。本当はこのお試し同居で私に向き合おうとしてくれてて、でもやっぱり無理って……そういう意味だったんでしょう？」

　言いながら滅茶苦茶なことを言ってると思っていた。私、どうしてこんなに卑屈になってるんだろう。

　だけど、今、これだけはわかる。

　婚約もお試し同居も、樹さんの心を縛りつけるだけ。彼の心を無理矢理私に向かせる結果にしかならない。

　それなのに、樹さんは、まだ私を好きになれないままで、婚約を発表しようと言う。これでいいわけがない。そんなんじゃ、私だって悲しい。悲しい。

「前に、深雪さんに言われました。樹さんと結婚したいなら、多くを望むなって。心を求めるなって」

「……深雪さんがそんなこと？」

「そんな結婚、全然幸せじゃない。本当に私は、ちゃんと樹さんと恋をしたいから……。でもさっき映画館で、青木さんと一緒にいる樹さんを見て思ったんです。恋がしたいなんて、私の勝手な我儘ですよね」

　自分の心に問いかけながら、言葉を考えてゆっくり言い切った。

「所詮私は押しつけられただけの婚約者で、樹さんにも『感情まで縛りつけるな』って言われてたのに」

　樹さんは黙って私の話を聞いている。

　私は思い切って顔を上げ、ぎこちなく笑みを浮かべてみせた。

「私……まだ樹さんの心が私にないのに、婚約発表なんてしたくないです」

　樹さんは再び軽く身を震わせると、コートのポケットに両手を突っ込んだ。そして、「帆夏」と乾いた声で私を呼ぶ。

「とにかく来い。上に上がれば、暖房が使える部屋があるっていうのに、こんな寒風に晒されて話してるのもバカらしいだろ」

　淡々とそう言う樹さんに、私はキュッと唇を噛んだ。

「ほら」

　さらに短く促される。

　私は迷いながらも、花壇からゆっくり立ち上がった。

　樹さんの言う通り、ずっと冷たい風に当たって座り続けていたせいか、お尻もすっかり冷えてしまっている。しっかり地面に足を着いても、身体が固まっているような気がした。おかげで、歩く動作もロボットみたいになってしまう。

　それでも足を踏み出す私を確認して、樹さんは自動ドアを通り過ぎていった。

　受付のコンシェルジュさんに「おふたりですか、珍しいですね」と声をかけられても、ぎこちなく愛想笑いを返すだけで、無言でエレベーターに乗った。

　フロアに着いて、樹さんの一歩後ろを伏し目がちに歩く。

　玄関に入り、ドアに鍵をかけた途端、樹さんが私の腕をグッと強く掴んで引っ張った。

「樹さん？」

　慌てて靴を脱いでも追いつかなくて、廊下に踏み出した足がもつれる。

　それでも彼は構うことなく、ズルズルと私を引きずるように、廊下を突っ切っていく。私の手を引いたまま真っ暗なリビングを過ぎ、自分の部屋のドアに手をかける。

「え……？」

　なんで私まで樹さんの部屋に？と疑問がよぎると同時に、開いたドアの向こうに半分押し込まれるように足を進めていた。わずかによろけた私を、樹さんがひょいっと抱え上げる。

「きゃあっ……!!」

　次の瞬間、背中に感じた衝撃と反転する視界に驚いて、私はギュッと目を閉じて声をあげた。恐る恐る目を開くと、見上げた天井が樹さんの身体で遮られていた。

「え、なに……」

　周りを見回さなくても、ベッドに組み敷かれているのがわかる。

　私を跨またぐように膝立ちしている樹さんが、無言でスーツの上着を脱ぎ捨てた。

「樹さ……」

「俺と恋がしたいんだろ？　いいよ。しようよ。今すぐ」

「……え？」

　部屋のドアは開けっ放し。大きな窓にかかったカーテンも開いている。電気も点いていない部屋の唯一の光源は、窓から射し込む月明りだけ。

　私が大きく見上げる視界の中で、樹さんは月明りに照らされて、私をジッと見下ろしている。

「樹さん？　あの……」

　戸惑いながら呼びかける私の胸元に、樹さんがまっすぐ手を伸ばしてきた。カーディガンの下の白いブラウスのボタンに長い指がかかるのを感じて、身体がビクッと震えてしまう。

「樹さ……。ちょっ、待ってっ……！」

　彼がなにをしようとしているか理解した途端、頭にまでゾクッと鳥肌が立つほどの恐怖を感じた。彼のベッドに転がされているこの状況に、頭の中に警鐘が響き渡る。

　樹さんは、彼の手を止めようとした私の両手首をあっさり掴み、頭の上で繋ぎ止めた。

「何度も言った。嫌ならさっさと逃げろって。今の今まで逃げなかったお前が悪い」

　空いた片手でネクタイを緩めながら、ひと言呟く。

「……え？」

　私は蝶の標本のようにベッドに留められたまま、目を見開いて聞き返していた。

「逃げないなら、俺に応えろよ。俺にとって、この同居で少しでも試す価値があるのは、身体の相性……セックスだけだ」

　樹さんはネクタイを器用に解くとシュッと抜き取り、顔を背けた。ネクタイを床に落とし、その手を再び私のブラウスのボタンに伸ばしてくる。

「っ、樹さんっ……!!」

　樹さんは、ボタンをひとつずつ外していく。胸元が露わにされていくのを見ていられず、私は顔を背けて身体を捩らせようとした。だけど、樹さんは私の抵抗などものともせず、あっさりとブラウスをはだけさせてしまう。

「やっ！　嫌、樹さんっ!!」

　ギュッと目を閉じた私に、彼の乾いた声が落ちてくる。

「気持ちだけガンガンぶつけてくるくせに、自分じゃ仕掛けられない。俺が仕掛ければ怯む。お前がしたい〝恋〟ってなんだよ。……全然わからねえよ」

　言い終わるが早いか、樹さんの、冷たく氷のような手が、私の胸に触れた。その感触に、私の身体が大きく痙攣するように震える。

「やあっ……!!」

　声をあげようとして、開いた唇を塞がれてしまう。今までされたどのキスより強引で乱暴だった。

　ただ熱く深いだけのキスなのに、私の脳天は痺れるように麻痺し始める。

　その間も、樹さんは私の胸をいじり続けている。ブラの中に差し込まれた大きな手が、私の胸の形が変わるくらい大きく強くうごめく。敏感に尖った胸の先端を刺激するように、彼の親指がクリクリと動く。途端に甘く疼く感覚が背筋を貫き、私は何度も身体をしならせた。

「んっ、うっ……！」

　わずかに唇が離れた時、そんな声が漏れた。

　意思に反して無理矢理与えられ、身体に刻み込まれる甘い刺激。どんなに身を捩っても、逃れられない官能の波。

　そうやって、樹さんは容赦なく強引に、私を乱していく。

「うっ……ふ、ふううっ……」

　私の目尻から、ツッとひと筋涙がこぼれた。

　それに気付いたのか、樹さんが唇を離し息をのむ気配を感じた。同時に、彼の手も遠のいていく。

「……なんで泣くんだよ」

　樹さんの乾いた声が落ちてくる。

　温もりが離れていくのを肌で感じてホッとした瞬間、嗚お咽えつのような声が漏れた。溢れ出た涙が、次々と伝い流れていく。

「……帆夏」

　小さく私を呼ぶ声は、呆れているようには聞こえないけど。

「ご、ごめんなさ……」

　ギュッと目を閉じ、声を詰まらせながら謝ると、樹さんは私の手をようやく解放してくれた。

　ギシッとベッドが軋む音を聞きながら、私は乱れたブラウスを胸元に両手でかき寄せ、身体を横に向けて樹さんの視線から逃げた。

　樹さんは私の背中で胡坐あぐらをかいて座っている。はあっと大きく深い息を吐くのが聞こえた。

「ごめ……私、嫌なんじゃなくて……」

　言い訳にしか聞こえないだろうと思う。それでも、こうやって、樹さんに強引にされると心が追いつかない。それをわかってほしくて、私はそう呟いていた。

「樹さん……私のこと好きじゃないのに、こんなの……」

　身体を小さく丸めながら口走ると、樹さんが勢いよく髪をかき乱す気配が伝わってきた。背中で、ベッドのマットレスが小さく沈むのを感じる。

「好きじゃなくたって、女は抱ける。実際、今までも俺はずっとそうだった」

「っ……」

「……お前と違って、恋愛に夢なんかない。快楽を得られる行為だけで、十分だった」

　素っ気ない返事がとても冷たく心に響く。

　どこまでも、なにもかも、私とは温度差がある樹さんの心が、いつもよりずっとずっと遠く感じた。

　だから私は黙るしかない。なにも言えないまま、ただヒクヒクとしゃくり上げて、必死に涙を止めようとしていた。

「だから最初に言った。試す価値があるのは、これだけ。どう抗ったって、俺はお前と婚約して結婚するんだ。俺にはお前の言う恋なんか必要ない」

　私は一度ヒクッと喉を鳴らしてから、涙をたっぷり湛えた目で、そおっと背後の樹さんを見つめる。

「でも、お前はバカみたいに恋に憧れてるから。俺が強引なことすれば泣くだけだって、わかってたから。俺は……」

　彼は私に背を向けて、肩を落としながら息をついた。

「お前の心を気遣う必要もない。期待されてることだけしてりゃいいんだ、俺は。なのになんで……！」

　どこか混乱したような声で呟き、再びガリッと頭をかいた。

「……なんで……こんなにペース乱しまくってるんだか、自分でもわからない。お前といると無駄に感情が揺さぶられて、いつもの俺じゃなくなる。……頼むから、これ以上、俺の調子狂わせんなよ……」

　樹さんはそう言い捨てて、ベッドを軋ませながら床に立ち上がった。

「なあ、帆夏。俺はいつまでお前が俺に恋するのを待てばいいんだ？」

「え……？」

　なにを問われたのか、一瞬意味がわからなかった。寄せたブラウスを胸元で握りしめ、私もゆっくり身体を起こす。

「それとも、俺としたいのは恋じゃなくて、ママゴトの結婚、それだけか？」

「いつ、き、さん……？」

　私に向けられた背中に、戸惑いながら呼びかける。

　樹さんは、小さく肩を竦めて、自嘲するような短い息を吐いた。

「お前のママゴトなんか付き合ってる暇ないのに。なんで俺の方が……お前にこんなに焦れてんだよ……」

　いつもの余裕が感じられない樹さんの声に、胸がドキッと跳ね上がる。おかげで涙もピタリと止まり、私は彼の背中をジッと見つめた。

　樹さんはやっぱり、私を振り返ってはくれない。

「俺、今夜は実家に戻るわ。なんか俺の方も混乱してきた」

　そう言い捨て、大股でドア口に向かっていく。

「えっ……。樹さ……！」

　その後を追いかけようと、慌てて私もベッドから降りた。けれど足に力が入らず、床に着いた途端にペタリと座り込んでしまう。

「樹さんっ……！」

　必死に呼びかける私を置いて、樹さんは部屋を出ていってしまった。

　小さく玄関のドアが開閉する音を、私はその場でただ呆然と聞くだけだった。










大胆不敵な将来の誓い




　どのくらいボーッとしてしまった後か――。

　ハッと我に返ると同時にスマホに飛びつき、樹さんに電話をかけた。

　ちゃんと呼び出し音は鳴るのに、何度かけても応答してくれない。ＬＩＮＥもメールも送ったのに、反応がないことに焦れながら、樹さんの呟いた言葉を思い出した。

『俺はいつまでお前が俺に恋するのを待てばいいんだ？』

　その言葉が抉るように胸に刺さり、私はスマホを操作するのをやめた。

　言葉の意味を自分の中で噛み砕いてから、そっとスマホから手を離す。

「どういうこと……」

　そんな言われ方じゃ、まるで私が樹さんに恋してないみたいじゃない。

　なんで樹さんが私にそんなことを言ったのか、私にはわからない。

　だけど。

『調子狂う』

　聞いたこともないくらい余裕のない声で、樹さんはそう言った。思い出すだけで、胸がきゅうっと苦しくなる。『混乱してきた』のひと言が、ずっしりと重く感じた。

　今なにをしても困らせるだけのような気がして、それ以上の連絡はできなかった。

　その夜、樹さんの部屋の隅っこに座り込んだまま、眠れない一夜を過ごした。

　気持ちは昂たかぶっているのに、頭はまるで麻痺したように働かない。身体の疲れも痛みも、なにも感じない。

　初冬の遅い夜明けを待って支度をして、私はいつもならまだ寝ている時間に家を出た。

　樹さんと暮らす家にひとりでいると、苦しいくらい時間が長くて、気が狂いそうだった。




　オフィスに早く来れば、他の先輩たちが出勤してくる前に樹さんと話せるかも、と思っていた。なのに、始業時間を過ぎても樹さんはオフィスに現れない。

　ソワソワしながら樹さんのデスクを眺めた時、第一チームのサブリーダーから全員宛に同報メールが送られてきた。

【春海チームリーダーは、今日からしばらくの間、社長補佐の任務に就くことになりました。リーダー不在の間、私が権限代行します】

　――え……？

　なんのことだか意味がわからず、パソコンモニターに身を乗り出した。

　メールを凝視していた私の隣で、ガタンと音がする。ハッとして顔を上げた途端、「おはよう」と短い挨拶の言葉がかけられる。

「……あっ……」

　遅刻してきた青木さんが、隣のデスクに荷物を置いているところだった。チラッと向けられる視線に、一瞬にして背筋が伸びる思いがする。

　そうだ。樹さんのことで頭がいっぱいで、すっかり忘れていた。昨夜青木さんに感じた醜い感情が、今頃になって胸に蘇ってくる。

　顔を強張らせた私を見ても、青木さんの表情に変化はない。私の視線を横から受け止めながら、いつもと変わらない様子でパソコンを起動させた。

「電車が人身事故で遅れちゃってね～。参った参った」

　そう呟く青木さんを、私はただジッと見つめる。

　やがてパソコンが起ち上がり、サブリーダーからのメールを確認したのか、青木さんは頬杖をついて「ふ～ん」と唇を尖らせた。

「春海君、いないんだ？　だから帆夏ちゃんも、私のこと気にする余裕なかったのね」

　カチカチとやけにゆっくり音を立ててマウスを操作してから、青木さんが私に顔を向けた。

「それとも、全然気にしてなかった？」

　気にしてなかったわけじゃない。私のことを応援してくれてると思っていた先輩だもの。昨夜のこと、話してくれる気があるなら、ちゃんと真意を確かめたい。

「青木さん。どうして昨夜……」

　促されるがままに言いながら、私は膝の上でギュッと手を握りしめた。

「今度は、春海君からなにも聞いてないの？」

　私が問いかけたはずなのに、青木さんの方が私に質問を繰り出してくる。私に訊ねているようでいて、本当は樹さんがなんて言ったか気になっているように聞こえる。

　いつもとは明らかに様子の違う青木さんに、私はなにも答えられない。

「……帆夏ちゃん、ゆっくり話そうか」

　小首を傾げてそう言われて、私はゴクッと喉を鳴らしてから小さく頷いた。




　青木さんが朝のルーチンワークを済ませるのを待って、この時間はほとんど誰もいない食堂に向かった。自販機の近くには飲み物を購入する社員の姿もあるけれど、テーブルが並んだ食堂は閑散としていて、厨房からの物音がやけに響く。

　私は窓際のテーブルに足を進める青木さんの後を、ただついていった。

「はい、これ。帆夏ちゃんのことだから、記念に取っておこうって思ってたでしょ」

　窓際まで進んでいくと、青木さんは私に拳を突きつけた。私の胸の前で開かれたその手の平には、昨夜の映画のチケットの半券がのっている。

「……ありがとうございます」

　それだけ呟き、私はチケットを受け取った。

　私のことだ。本当に私が樹さんとこの映画を観ることができてたら、新しい宝物の仲間入りだったことは、間違いない。

　言いたいことも聞きたいこともたくさんあったのに、私はただ目を伏せて手の平の上の半券を見つめた。そんな私に、青木さんはフッと息をつきながら笑って、大きな窓ガラスに背を預けた。

「ごめんね。帆夏ちゃんが探してるのが、これとは思わなかったから。落ちてたのを拾っちゃって、シネコンで待っていれば落とし主に返せるかと思ったんだけど。でも、上映時間になっても誰も来ないし、もったいないじゃない」

「…………」

「いいや観ちゃえ！って思って中に入ったら、春海君がいて驚いたわよ。も～。なんで言ってくれなかったのよ」

「本当にそうですか」

　いつもの調子で軽く言う青木さんを遮って、私はチケットを握りしめながらそう言った。

　感情を抑えた私の声に、彼女が黙って私を見遣る。そして、ひょいっと肩を竦めた。

「落ちてたから拾ったのは、本当よ」

「落とし主が私だとは、全然気付かなかったですか」

「その時はね。でも、隣の席に春海君を見つけて、帆夏ちゃんの探しものがこれだったかって思いついたわ」

　ポンポンと返ってくる言葉は、まるで用意していたかのようだ。拾ったのは偶然としても、その後のことは意図的だったと、確信が強まっていく。私は青木さんをジッと見つめたまま口を閉ざした。

　青木さんはチラリと私に横目を向けてきた。

「……悪意的に取られちゃったみたいね。まあ、信じろって言っても信じられるわけがないか。ごめんね。デートの邪魔して」

「チケット落としたりした私がバカだったので、邪魔されたとは言いません。でも、理由が知りたいです」

　そう畳みかけたのは、昨夜ふたりが並んで映画を観ている背を眺めながら、胸によぎった疑問が再燃し始めたからだ。

「青木さん、もしかして樹さんのこと……」

　探るように言いながら、胸がドキドキと騒ぎ出す。チケットを握りしめた手を胸に当て、青木さんの返事を予想して、ゴクッと喉を鳴らす私に、

「そうね。好きだったわよ。春海君のこと」

　思いのほかあっさりと、青木さんは言った。

　けれど。

「出会ってからの五分間だけ」

　シレッと続けられた言葉に、私は何度も瞬きしながら青木さんを見つめた。

「……え？」

「だから、五分間だけ。だって、文句ないイケメンだし、うちの会社の御曹司だもの。私だけじゃない。他の同期だってみんな春海君を狙ってたわよ」

　どういう反応を返していいかわからない私に、青木さんはクスッと笑って小さく肩を竦めた。

「でも腹立たしいことに、春海君は自分がどういう目で見られるか、よ～くご存じなのよね。同期同士初顔合わせの語らいの場で、私たちに軽く釘を刺したのよ。『俺、得にならない女とは遊ばないから』って」

　それを聞いて、私はギョッとして目を見開いた。

　私の反応を確認して、青木さんは肩を揺らして笑い出す。

「腹立つでしょ～？」

「ほ、ほんとですね。何様かって言いたい」

「私たち同期の女性陣も反応は同じ。見た目と御曹司って肩書だけで目を眩くらませた自分を棚に上げて、『なんなの、あれ』って罵った」

　もし私がその場にいても、やっぱり同じように心の中で罵っただろうか。

　そんなことを想像して黙り込む私に、青木さんは「でも」と言葉を続けた。

「ある意味、誠実よね。相手が勝手に夢見ないように、対象外だって宣言したわけだし。私は同じ部署に配属されて、偉そうで傲慢なだけじゃない春海君を知ることができた。だから……本気だろうが遊びだろうが、春海君がどんな女なら相手にするのか興味が尽きなかった。なんせ私は、最初から問題外にされちゃったから」

　そう言って、大きく息をついてから、青木さんはチラッと私に目を向けた。

「私が見てきた限り、春海君が付き合ってきたのは、宣言通り〝得になる〟女。メインバンクの頭取令嬢とか、取引先の社長秘書とか……。もちろん、肩書だけじゃなくて、美人揃い。だから、帆夏ちゃんがどんなに頑張ったって、春海君が相手にすることは絶対にないって思ってたわ。失礼な言い方だけど」

　さすがに胸にグサッとくる言葉。しゅんとして返事に詰まると、青木さんは足元に目線を落とした。

「……ごめんね。本当は私、春海君が帆夏ちゃんをデートに誘うの、聞いてたの。映画のチケットも、帆夏ちゃんのものだってわかってた。でも、春海君が帆夏ちゃんを好きになるなんて、信じたくなかったから。帆夏ちゃんでいいなら、私でもいいじゃないって……そういう嫉妬もあった。ごめんね」

　それを聞いて、私は彼女にそっと上目遣いの視線を向けた。

〝最初の五分間だけ〟なんて、そっちの方が嘘だったと、いくら鈍い私でもわかる。

　無意識に身体の前で両手を組み合わせ、一度ためらってから口を開いた。

「私を選んでくれたわけじゃないですよ。樹さんは」

「え？」

「〝私でもいい〟って、妥協してるんです。私のことなんか全然好きじゃないのに、自分に選択権がないから……」

　言ってるうちに、鼻の奥の方がツンとしてきた。涙で声が途切れる。昨夜の樹さんの言葉が、私の心に浮かび上がってくる。

　最初はただ困惑するだけだったお試し同居も、もうすぐ一カ月経つ。樹さんの意地悪に翻弄されて、私ばかりがいっぱいいっぱいだった。そう思っていたのに。

『お前といると無駄に感情が揺さぶられて、いつもの俺じゃなくなる』

　戸惑っていたのは、樹さんも一緒だったなんて。

　好きだから、いつも素直にぶつけてきた想い。だけど、恋愛は快楽を得られる行為だけで十分と言い切る樹さんのペースに、追いつけなかった。そんな私が、どんな時でも変わらず余裕の表情を浮かべていた樹さんを乱していただなんて。

「わ、私は、樹さんが好きだから、私のことも好きになってもらいたかった。でも、調子狂うなんて、言わせたかったんじゃない……っ」

　こらえ切れない涙で、何度も声が喉に引っかかる。

「帆夏ちゃん？」

　突然感情に任せてまくし立てる私に、青木さんが戸惑ったような声で呼びかけた。

「ちょっと、どうしたの？　そもそも、妥協ってどういうこと？　なにを言ってるのか、状況が全然読めないんだけど……」

「でも私は、樹さんと恋がしたい。本当に、そう思ってるんです!!」

　そう言い切った途端、涙が一筋、頬を伝った。その後は堰せきを切ったように、次から次へとこぼれ落ちていく。

「うううっ……」

　両手で顔を覆い、嗚咽が漏れるのを必死にこらえながら、私は肩を震わせた。

　感情を爆発させて泣き出す私を、青木さんが黙って見つめているのがわかる。

「なんだかよくわかんないけど……今さら私がデートを邪魔したって、春海君の心は決まっちゃってたみたいね……」

　静かな声と溜め息が、私の耳に届く。

「帆夏ちゃん。あなたの勝ちだね。春海君はきっと、あなたに恋してる」

　ゆっくりと、はっきりと言い聞かせるような青木さんの言葉に、私はヒクッとしゃくり上げた。

「え……？」

　耳にした言葉の意味がよくわからなくて、私は涙でぐしょぐしょの顔から手を離し、大きく見開いた目を青木さんに向ける。

「あ～あ～子供みたいな泣き顔。ほら、不細工だからこれでちゃんと拭きなさい」

　私の顔を見て苦笑しながら、青木さんがハンカチを差し出してくれた。無意識に手を出して受け取り、顔の前でギュッと握りしめながら、言葉の続きを待って私は彼女をジーッと見つめてしまう。

　そんな私に、青木さんは困ったように首を傾げた。

「帆夏ちゃんは恋愛初心者だし。春海君は適当な遊びしかしてこなかった男だし。ふたりとも鈍くて不器用で、見てるこっちの方がジリジリするわ。なんで部外者の私がこんなこと言わなきゃいけないのかなあ……」

「あ、青木さん、あの……。樹さんが恋してるって、わ、私に、ですか……？」

　舞い上がってしまいそうなくらい嬉しい言葉なのに、私は半信半疑でそう訊ねた。言っているうちに自信がなくなって、語尾が尻すぼみになっていく。

　青木さんは「他に誰がいるって言うのよ」と、ちょっと呆れたような溜め息をついた。

「帆夏ちゃんだって、春海君に恋して散々振り回されてペースも調子も乱してたじゃない。春海君もそれと同じよ。人を好きになって恋に落ちれば、調子ぐらい誰でも狂うの！　ジタバタして当然なのよ。春海君に『調子狂う』って言わせたなら、万歳して喜んでいいのに、なんで泣くのよ。ほんと、バカね」

　窓ガラスに背を預けた青木さんは、呆れたようにズケズケと言い放った。けれど、強気でどこか満足そうな表情を浮かべている。

　そんな彼女を見て、私の胸がドクンと疼くのを感じた。

「そ、そんな。まさか。そんなことが……」

　信じられない思いで、呆然としながら無意識に首を横に振っていた。

　だって、私はまだ樹さんになにも仕掛けることができてないのに。そんなことがあるわけない。

　驚きのあまり、涙はとっくに止まっていた。それでもまだ目を潤ませる私の肩を、青木さんは腕を解いてポンポンと叩いた。

「帆夏ちゃんじゃ、絶対に落とせないって思ってたのに。いったいなにをどうやって彼をその気にさせたのか、私の方が聞きたいとこだけど」

　青木さんはぼやくように呟き、じっとりとした目で私を見る。探られる感覚に私が怯むと、彼女は目を伏せて肩を竦めた。

「あれだけひねくれた男には、帆夏ちゃんくらい一途に素直にぶつからないと、ダメだったのかもしれないね。正直、ちょっと悔しい気持ちもあるけど、一所懸命な人の想いが報われると、私もパワーもらえるわ。次に人を好きになった時は、ってね」

　そう言って、俯きながらフッと笑った青木さんに、ちょっとドキッとした。今度こそ、心から私の恋を応援してくれているのが、彼女の言葉から強く伝わってくる。

　昨夜から底辺を彷徨っていた気持ちが、浮上し始めるのが感じられる。

　一途に、素直に、一所懸命……。それが、なんの取り柄もない私にできる、樹さんへの想いの伝え方。

　今の私の気持ちを、ちゃんと樹さんに伝えなきゃ。

　樹さんと恋がしたい。大好きです、って。




　仕事が終わったら家でゆっくり話したい。

　そう自分に言い聞かせながらも、私は業務の間、時計ばかり気にしていた。胸の中で膨れ上がった気持ちのやり場に困る。落ち着かなくて、仕事が全然手につかない。

　そうしているうちに、なんだか胸騒ぎがしてきた。

　昨夜、あんな状態で家を出たまま、突然社長補佐に就いてしまうなんて。もしかしたら、私と距離を置こうとしてるのかもしれない。私を避けてるのかもしれない。

「まさか……」

　パソコンに向かっていても、綺麗に片付いた主不在のデスクを何度も見遣ってしまう。

　あのデスクに、これからしばらく、樹さんが座ることはない。当分の間、オフィスでは会えない……。

　いつまで？　ここで会えないだけ？

　今夜……ちゃんと帰ってくるよね……？

　心の中で投げかけた疑問には、当然なんの返事も返ってこない。私の胸が、ドクッと嫌な音を立てた。

　社長の補佐というからには、きっとここで仕事をするよりも忙しいだろう。樹さんの仕事の邪魔はしたくはない。だけど、一度胸に巣食った不安は簡単には治まらない。

　この海上政策部には来なくても、樹さんは社内にいるはずだ。帰って待ってるなんて、そんな悠長なことをしてる場合じゃない。

　樹さんがデスクにいないというだけで気が急いて、私は居ても立っても居られなくなってしまった。

　悩んだ挙句、私は社長秘書である深雪さんにメールを送った。三十分待ってから、返事を聞くために直接電話をかける。電話に応答した深雪さんは、相手が私だとわかるとメールの返事を口頭で伝えてくれた。

《樹君のスケジュールなら、直接聞けばいい話じゃないのかしら？》

　からかうようなひと言を口にしてから、終業後の午後六時なら社長室にいるはず、と教えてくれた。

　深雪さんにお礼を言って、電話を切った。すぐに時計に目を遣ってしまう。

　まだやっとお昼を過ぎたばかりの時間。午後六時がとてつもなく遠い。




　そして、ジリジリしながらようやく迎えた午後六時――。私は社長室を訪ねた。

　秘書室に、深雪さんの姿はなかった。そこにいた男性秘書さんに深雪さんの所在を訪ねると、「ちょっと離席しているようです」と言われた。

「生駒副社長の娘さんですね。ご用件は？」

　男性秘書さんは私の顔を見知っていたようで、用件を聞いてくれた。結果、私は、難なく社長室に通してもらえた。

　社長室のドアの前でゴクッと唾を飲み、ゆっくり二回ノックした。中から「はい」と返事が聞こえてくる。

「帆夏です。失礼します」

　外からひと言断って、私はドアを開けた。

　樹さんは、春海社長のデスクで仕事をしていた。

　社長は不在で、部屋には樹さんひとりきり。他には誰もいないとわかっているのに、私はつい周りを見回してしまう。

「社長なら、会議に出てる。お前、わざわざ深雪さんに確認したんだろ」

　そう言いながら、樹さんが目を伏せて立ち上がった。

「なんの気を回したんだか、俺がここにひとりになる時間を伝えたようだ。で？　なんの用だ？」

　いつも以上に素っ気ない声。まっすぐ向けてくれない視線。同じ部署でチームリーダーを務める樹さんからは感じられない近寄り難さに、私も怯んだ。

　社長補佐として私の前に立つ樹さんは、いつもと全然雰囲気が違う。私の知らない〝経営者〟の顔を見た気がして、勢いで押しかけた自分が恥ずかしくなった。

「仕事は終わってるんだろう？　用がないならさっさと帰れ」

　そう言われると思っていたから、私は思い切って顔を上げた。

「い、樹さん、今日は帰ってきますか？　ちゃんと帰ってきてくれるなら、家で待ってます」

　私の言葉を聞いて、樹さんがわずかに眉をひそめた。反応はそれだけで、返事はしてくれない。

　やっぱり、今夜も帰ってこないつもりだったんだ。

　瞬時にそう確信して、私は社長のデスクの前に駆け寄った。

「少しでいい、話がしたいんです。十分でいい。ううん、五分でも……！」

　樹さんは眉をひそめるだけで、それ以上私を咎める様子はない。

　それを見て、私は一度大きく息を吸った。

「私、樹さんのこと、本当に好きです。樹さんがなにより大切です!!」

　社長室に反響するくらい声を張り上げ、私はそう訴えた。

　なのに。

「……そんなのわかりきってるよ。わざわざ社長室に押しかけて、改めて言う必要あるのか？」

　樹さんは私から目を逸らして溜め息をつく。

　そう言われるのも、予想していた。だから、今は怯んでいられない。

「すみません。でも、このままにしてたら、手遅れになっちゃうから……！」

　私はまっすぐ樹さんを見つめたまま、彼の前に回り込んだ。

「手遅れ？」

　樹さんが訝しげに私に訊ね返してくる。

　それを気にせず、私は彼の胸に両手を置いて、思い切って背伸びをした。大きく見開かれた樹さんの瞳を焼きつけて、そっと目を閉じる。唇の先で、彼が息をのむ気配を感じながら、不器用に、唇を押し当てるだけのキスをした。

　樹さんの唇がわずかに震えるのが伝わってくる。

「ほの……」

　焦ったような樹さんの声。

　彼が唇を開いた隙に、私は思い切って舌を挿し入れた。

「っ……」

　樹さんにされたキスを、今、私が仕掛ける。

　こんなことをするのは、当然初めてだ。恥ずかしくて、ドキドキする胸が苦しい。

　樹さんとは比べものにならないくらい拙つたないとわかっているけど、私は爪先立ちになって、彼の舌を追いかける。

　今までなにを言われても仕掛けるなんてできなかったのに。勇気を振り絞って、心に正直にぶつかってみたら、自分の気持ちが今まで以上にクリアに感じられた。

　自分がどんなに樹さんのことが好きか。よくわかってるはずなのに、今までとは違うもっと激しい感情が芽生えるのがわかる。

　なにを犠牲にしてでも欲しいもの。樹さんの心が欲しい。樹さんのすべてを、私のものに。

　そんな強い想いを自覚して、私もようやくはっきり気付いた。

〝好き〟だけじゃない。もっと深く強い熱情。

　美しくもあり、醜くもある。これが、本当の〝恋〟という感情なんだ、と――。

「っ……バカ、やめろ！　ここがどこだと思ってるんだ！」

　樹さんのそんな声と同時に、私はハッと我に返った。そして次の瞬間、強く両方の肩を掴まれ、勢いよく引き剥がされる。

　離れた舌先からツッと銀色の糸が引く。私からこんなに濃厚なキスをしたという証拠のようで、猛烈に恥ずかしくて、頬にカッと血が上った。

　そしてようやく、樹さんの言葉が胸に浸透する。

「す……すみませんっ」

　ほんと、樹さんの言う通りだ。ここは会社。しかも社長室だというのに私……!!

　カアアッと、さらに勢いよく頬が熱を帯びる。

　手遅れになる前に気持ちを伝えたかっただけなのに、私ったら。

　仕掛けるにしたって、なにもこんなところで勇気を出さなくてもよかったのに！

「ごめんなさい！　ごめんなさいっ！」

　頭を下げて何度も何度も同じ謝罪を繰り返す。それでもなんの反応も返してくれない樹さんが気になって、私は恐る恐る目を上げた。そして。

「い、樹さん……？」

　今度は私の方が目を見開いて大きく息をのんだ。

「見るな、バカ」

　樹さんは私の視線から逃げるように、大きな手で顔を隠しながら私に背を向けた。

　私は怒鳴られたことも忘れて、樹さんの背中を呆然と見つめる。

　樹さんの顔は、私と同じくらい真っ赤だった。こんな顔、見たことない。樹さんはいつも余裕で仕掛けてくるばかりで、茹でダコみたいになるのは私だけだったのに。

「あ、の……本当にすみません。私……」

　新鮮すぎる樹さんの反応に戸惑いながら、消え入りそうな声でもう一度謝る。

　樹さんはガシガシと乱暴に髪をかき回し、大きな溜め息をついた。

「……もういい。わかったから帰れ、帆夏」

　顔を背けたまま、まるで犬でも追い払うみたいにシッシッと手を振る。

「樹さ……」

「気は済んだろ？」

　素っ気なく言って、樹さんはチラッと私に横目を向ける。

「す、すみません、でした……」

　肩を落として謝りながら、私は樹さんをそっと上目遣いに窺った。視線に気付いた彼が、目を逸らしながらムッと口を結ぶ。

「なんだよ」

「あの……明日は帰ってきてくれますよね？　待ってますから、もっとちゃんと話を……」

　恐縮しながら言い淀む私に、樹さんはひょいっと肩を竦めた。

「やることがあるから、俺はしばらく実家で過ごす。マンションには帰らない」

「……え？」

「お前も、もう実家に戻れ」

　このタイミングで、予想していた中で最悪の言葉を口にされ、私はギクッとして彼をまっすぐ見上げた。

「お試し同居は終わりだ」

「終わりって……どうして？　樹さん……」

　樹さんの言葉が信じられず、私は一瞬自分の耳を疑った。

　声が強張る。心臓が、嫌にゆっくりと加速し始める。頭の中でもドキンドキンと脈打ってるみたい。

　認めたくない、受け止められないとわかっていることを言われる予感がして、私は身構え、心にも防御線を張り巡らせる。せり上がるような緊張で、喉がカラカラに渇いた。

　私に背を向けたまま、樹さんは社長のデスクの椅子を引いてドカッと腰を下ろす。

「言葉の通りだ。俺はまだ仕事が山ほど残ってる。邪魔だから、もう出ていってくれ」

「そ、そんな！　待って!!」

　オフィスでこんなことをしたから、本気で怒らせてしまった？　やっぱりやる気がないふざけた女だと思われてしまった？

　マイナスの理由ばかりが胸に広がり、私は焦って一歩前に踏み出した。

　だけど樹さんは涼しい顔で、椅子をくるりと回転させる。私には横顔を向けて、社長のデスクにあるＰＨＳを手に取った。ほんのわずかに指を動かすだけで発信させる。

「お疲れ様です、春海です。……深雪さん？　話は済んだから、帆夏を連れていってくれませんか」

　電話の相手は、深雪さんのようだ。樹さんは私の言葉には耳を傾けてもくれずに、淡々とした口調で告げている。

「待ってください、樹さ……」

　樹さんが電話を切るのを待って呼びかけた時、「失礼します」と社長室のドアが開き、深雪さんが入ってきた。

「樹君」

「彼女、頼みます」

「はい」

　目線を交わしながら、短い会話で命令が成立する。

　樹さんがＰＨＳを卓上ホルダに戻した時には、私は深雪さんに肘を掴まれ、「さあ、帆夏さん」と退室を促されていた。

「や、やだっ。樹さんっ」

　思いのほか強い力で後ろに引かれて、私は身体のバランスを崩しながら樹さんを振り返った。

「ごめんなさい！　もうこんなことしない。大人しく家で待ってるから……!!」

　深雪さんにドア口まで引っ張られて、ジタバタしながらそう叫んだ。

「終わりなんて嫌だ！　ズルいよ、一方的すぎる!!」

　なのに樹さんは私に背を向け、ヒラヒラと手を振るだけ。私は社長室から追い出されて、目の前で重いドアが閉まった。

　あまりのことに、肘を離されてもその場から動けない。私はがっくりと肩を落とした。頭の中では、どうしようどうしようと、そんな言葉がグルグルと回っていた。

「帆夏さん。今は樹君の指示に従ってください」

　深雪さんの言葉は、とても冷たい氷のように感じられて、私はやりきれない。頷くことができず、俯いて唇を噛んだ。

　彼女は小さくフッと息を漏らし、私の肩にそっと手をのせた。

「大丈夫。悪いようにはなりませんから」

　私の気持ちを無理矢理引っ張り上げるような、深雪さんの言葉。

　なんでそんなことが言えるんだろう。私にはただの気休めにしか聞こえない。

「……どうして言い切れるんですか？」

　おずおずと顔を上げて、ドアの前に立つ深雪さんの横顔を見遣った。

　だって、きっと、樹さんは完全に私に愛想を尽かしてしまったと思うのに。なんの根拠もなく、なんで無責任にそんなことを言えるの。

　心ではそう思っても、もう一度『大丈夫』と言ってほしくて、私は彼女の言葉の続きを待った。

　けれど、深雪さんは穏やかに微笑むだけ。ジワジワと広がる不安と一いち縷るの希望を中途半端に私に植えつけ、秘書室に続くドアの向こうに戻っていってしまった。




　その日から、樹さんは本当にマンションに帰ってこなくなった。

　樹さんには『お前も実家に戻れ』と言われた。だけど、とてもそんな気になれず、帰ってもひとりきりとわかっていながら、私はマンションで彼を待ち続けた。

　オフィスの樹さんのデスクも、綺麗に片付いたまま。いつも顔を合わせていた場所なのに、遠目に姿を拝むこともできない。

　オフィスでも家でもやらなきゃいけないほどの、社長補佐の仕事ってなに？

　樹さんから全権を託されているサブリーダーに聞いてみたけど、経営サイドの仕事のことで、聞いてないと言われてしまった。『むしろ生駒さんの方が詳しいんじゃないの？　副社長の娘なんだしさ』と返されてしまう始末。

　樹さんと全然会えなくなってから二週間が過ぎた週末、私は意を決して実家に出向き、リビングで父と向き合った。

「年末の事業発表会の準備じゃないかな」

　父は隠すことなく私に教えてくれたけど、樹さんがどんなことをしているのかはわからないらしい。

「帆夏から直接聞いてみたらいいじゃないか。オフィスで会えなくても、話す時間はいくらでもあるだろう？」

　そう言われて、私は口ごもってしまった。

　樹さんが今実家に戻ってることを、父は聞いていないらしい。

　私がお試し同居を解消されたことも知らない様子で、なんの成果も得られず、黙ってマンションに戻るしかなかった。




　たった一カ月ほどでも、樹さんと一緒に暮らしたマンションは、彼がいないと広すぎて、温もりが感じられない。

　仕事に行っても、役員フロアに入り浸りの樹さんとは、ほんの偶然でも会うことがない。海上政策部での不在期間が長くなるにつれ、この部署に樹さんはもう戻ってこないんじゃないか、という不安ばかりが募ってくる。

　私がメールやＬＩＮＥをしても、樹さんは返してくれない。もちろん、彼からの連絡もない。お試し同居の終わりを宣告された今、このまま二度と会えないんじゃないかとも思えてくる。

　でも、私がずっとこのマンションにいれば……。ここにはまだ、樹さんの荷物も残っている。もしかしたら、取りに戻ってくるかもしれない。

　そう希望を抱きながらも、その時を逃したら樹さんにもう会えないと、悪い想像が働き気持ちも沈む。

　樹さんが『すごい』と言ってくれた無駄に前向きな私は、彼との恋にかかったら絶不調だ。ほんの些細なことで、心の天秤がユラユラと揺れる。ちっとも安定せず、一度も静止することがない。

　クリスマスもマンションを出ることなく、私はひとりぼっちで過ごした。

　そして、オフィスも街も年末ムード一色に染まった、今年最後の週末の土曜日。マンションに突然深雪さんが訪ねてきた。

「帆夏さん、すぐに外出のお支度を」

　それだけ言うと、マンションの前の通りで、黒塗りの社長公用車に私を乗せた。

　何事かと訊ねる私に深雪さんは、「今夜、事業発表会を兼ねたパーティーが行われます」とだけ短く教えてくれた。

　そういえば、父からその話を聞いていた。

　社名を冠した公式な発表会。今までも何度か父に連れられて出席したことがある。なのに今回は、父から出席するように言われなかった。

　なぜだろう、と首を捻り、車に揺られながらハッとした。

　きっと父は、樹さんが私を連れてくると思ってるんだ。私が行かなかったら父が怪しむから、こんな急に連れ出されることになった、とか？

　でも、それならそれでいい。だってつまり、今夜発表会の会場で、私は樹さんに会えるということなんだから。

　発表会に出るためのドレスは、深雪さんが用意してくれていた。彼女が予約をしてくれていた表おもて参さん道どうのサロンで着替え、髪やメイクを整えてもらいながら、私は沸々と湧き上がる緊張をなんとか抑えようとしていた。

　ゆっくり時間が取れなくてもいい。とにかく、少しでいいから樹さんとふたりで話がしたい。何度でも何度でも、声が枯れるまで、彼に届くまで〝好き〟と伝える。そうして、お試し同居をもう一度お願いする。

　今度こそ、樹さんに恋をする私でぶつかって、彼に振り向いてもらいたい――。

　メイクを終え、シックな黒いミニワンピースを身につけ、私は姿見に全身を映した。

　私の顔はちょっと強張っていたけど、強い決意を帯びた目は、自分でも驚くほどの力を放っていた。




　プレス報道も兼ねた事業発表会は、豪華客船クルーズツアーに関するもの。視覚的効果を狙い、会場は実際の客船内に整えられていた。

　東京湾に停泊中の船をひと目見ようと、招待客ではないたくさんの見物人が埠頭に集まっている。

　ツアー就航時には乗客の娯楽の場となる広いホールに、受付を済ませた招待客が吸い寄せられるように次々と姿を現す。

　招待客は経済産業界の名だたる重鎮ばかり。春海海運の取引先企業のトップから、政界のドンと呼ばれる大御所政治家まで名を連ねている。さすがに海運業界第一位の春海海運の新規事業発表会となると、気後れしそうなくらい豪華絢けん爛らんだ。

　海外の社交界のようにパートナー同伴が義務づけられていなくても、華やかな服装の女性をエスコートする男性の姿が目立つ。上品で高貴なカップルたちが、会場のあちこちで立ち止まって挨拶を交わす様子は圧巻だった。

　ある程度こういう場には慣れているけど、隣に父も母もいない状況は初めてだ。私をここに連れてきてくれた深雪さんも、ホールに着くとすぐ、あっさりと社長秘書の任務に戻ってしまった。

　発表会開始前のホールに、樹さんの姿は見つからない。私はソワソワしながら、できるだけ隅っこの壁に身を寄せた。

　広いホールは徐々に招待客でいっぱいになり、視界を人垣に遮られるほどになっていく。さすがに心細くなってきた時、ホールの奥に設置された演壇に、テレビ番組でよく見る男性フリーアナウンサーが姿を現した。同時に照明が落とされ、彼にスポットライトが当てられる。マイクの前で招待客に向かって口上を始めるところを見ると、彼が今日の司会者らしい。招待客が歓談をやめて演壇に注目するのを待って、アナウンサーが本日のホストである春海社長を紹介した。

　盛大な拍手を浴びて、奥まったドアから社長が姿を現す。ライトを浴びながらまっすぐ演壇に向かう社長のすぐ後ろに、黒いタキシード姿の樹さんがつき従っていた。

　前髪をしっかり後ろに流し固めた、いつもと違うスタイル。額を露わにしているせいで、形のいい男らしい眉や、すっきりした切れ長の目元が、惜しげもなく披露されている。彼の整った顔立ちを強く印象づけ、女性たちの目を釘づけにした。

　私は、初めて樹さんと出会った、合併祝いのセレモニーのことを思い出していた。

　あの時は、〝社長令息〟でしかなかった樹さんが、今はまっすぐ前を見据え、〝経営者〟の顔をしている。見慣れない彼の佇まいに人見知りしたような感覚に襲われ、私はドキッと胸を高鳴らせた。

　若い女性招待客たちが、樹さんの姿を見てにわかに色めき立った。

　樹さんの後から、私の父や春海海運の取締役たちがずらっと並んで演壇に向かう中で、ひそひそと噂話をする声が私の耳にも聞こえてくる。

「春海のご子息の樹さん、相変わらず見目麗しいわね」

「彼もそろそろいいお年頃ね。そういったお話はないのかしら」

「そういえば先日、経団連会長のご令嬢も交えて会食されたとか」

「現職大臣の娘さんが有力だとも聞きましたよ。いずれにしても、そろそろかしらね」

　私は知らない樹さんの〝縁談〟の話に、ドクンと胸が跳ね上がる。抉られるような痛みを胸に感じながら、私は無意識に辺りを見回してしまう。ホールの片隅にいる私の反応などもちろん伝わるはずもなく、演壇に立った春海社長が招待客に向けて挨拶を始めた。

　その間も樹さんは演壇の隅で直立していた。伏し目がちな彼の視界に、今なにが映っているのかわからない。

　社長の息子としてこういう場に出席する樹さんを、私も何度か見たことがある。けれど、今日の彼は、見た目だけじゃなく身に纏う空気がいつもと違う。

　稀に見る豪華な発表会に萎縮して、私は心細くなり、不安ばかりが募ってしまった。

　社長の挨拶が終わり、事業統括部門の執行役員常務が、今日のメインタイトルであるクルーズツアー就航の発表を始めても、私はずっと樹さんの姿から目を離せなかった。いつの間にか胸元で手をギュッと握りしめていて、手の平にうっすらと汗をかくほど緊張が高まっていた。

　ツアーの概要や客船の施設などは、大きなスクリーンに映し出されたプロモーション映像で紹介された。イメージ映像とはいえ立体的なプレゼンテーションは、招待客の目にもとてもリアルに映ったようだ。国内でもトップクラスの豪華なツアー概要に、目の肥えた招待客たちから感嘆の声が漏れた。

「この後、実際に客船内をご案内したいと思います。準備が整うまで、しばしご歓談をお楽しみください」

　常務がそう言って発表を締めくくると、招待客から拍手が沸き起こった。

　拍手がやむのを待って、司会者がマイクの前に一歩移動した時。

「それから、この場をお借りしまして、お知らせしたいことがございます」

　常務と入れ替わりに縁談の真ん中に立った春海社長の声が、マイクを通して会場全体に響き渡った。一度演壇から逸れかけていた招待客の視線が、再び注がれる中、「樹」と社長に名前を呼ばれた樹さんが、小さく頭を下げてから歩を進め、社長の隣に並んだ。演壇から招待客を見渡す樹さんの視線に妙に胸が昂り、私は思わずゴクッと喉を鳴らしていた。

　先ほど、樹さんの縁談について噂話をしていた女性たちがざわめき出す。もちろん、これから樹さんに関するなにかが発表されると、わかっているからだろう。

「皆様、本日は弊社の事業発表会にお越しいただきまして、誠にありがとうございます。一社員として、また社長の息子として、御礼申し上げます」

　スッと背筋を伸ばし、まっすぐ顔を上げ、凛とした声を響かせる樹さん。

　こうしてたくさんの人の前で話す樹さんを見ると、力強い言葉に揺さぶられ、彼への恋心を自覚した入社式のことを思い出してしまう。

　私が胸をきゅんと疼かせる中、またしてもひそひそと声が聞こえてきた。

「こういう場で樹さんがご挨拶されるなんて、珍しいわね」

　確かに、そうだ。今まで私も、樹さんが公の場で挨拶するのを聞いたことがない。社長の息子ではあってもまだ経営に参画しているわけじゃなく、世間的には一社員でしかないから、という理由を聞いたことがある。

　今日みたいに終始社長のそばにつき従う姿も稀なのに、日本の政財界、経済産業界の大物が揃った公の場でお知らせって――。

「まさか、トップ交代か……？」

　女性だけじゃなく、男性客からもそんな声が漏れ聞こえた。噂話とはいえあまりにビッグだ。その上、私もまったく初耳で、ギクッと身体を強張らせた時。

「このような場で、私事で恐縮ですが……。私、春海樹は、弊社副社長の生駒氏のご息女、帆夏さんと婚約いたしましたことを、ご報告申し上げます」

　まっすぐ前を向いて、樹さんがはっきりとそう言った。

　――え……？

　一瞬、耳を疑って、私は大きく目を見開いた。

　ホール内のざわめきが大きくなり、さざめくように歓声があがる。

　私の心臓はドクッと大きな音を立て、それを皮切りにドキドキと加速し始める。全身の脈動を、耳元で聞いているみたいだ。一瞬目の前がグラッと大きく揺れ、船酔いのような感覚に陥る。頭の中は、真っ白だった。

　ホール全体から割れんばかりの拍手が聞こえる。その中には、女性の小さな悲鳴や、「おめでとう！」という声高らかな祝福も交じっている。

　かなりの騒々しさなのに、私の周りからは、すべての音が遠のいていく。

　私はその場に呆然と立ち尽くして、演壇の上の樹さんをただ見つめ続けた。

　樹さんが、ホールにさっと目を走らせた。何度か往復した後、その視線が私の上でピタッと止まる。

　呆けたような私と、視線が宙で交わった瞬間、樹さんはフッと口角を上げて微笑んだ。そして、マイクを通さず「帆夏」と私を呼び、その手を差し向けた。

「呆けてないでこっちに来てくれないか。お前がいないと、格好つかない」

　樹さんの視線が、まっすぐに私を射貫いている。彼の視線と手が向けられる方向を追うように、ホールを埋め尽くした招待客の視線が、後方の壁際の私に集中した。

「帆夏」ともう一度呼ばれても動けない私に、樹さんは笑みを引っ込め、わずかに眉を寄せる。

「な～にをバカ面してんだよ、お前。こっちに来いって言ってんのに」

　壇上から下りながら、聞き慣れたいつもの意地悪な調子で呼びかけてくる。

　樹さんが歩を進めるごとに、海が割れて私の目の前にだけ道が拓かれていく、そんな感覚に陥る。まるで花道を歩くように、一歩一歩まっすぐ進んでくる彼を見つめて、私は凍りついたまま。たくさんの視線と歓声を一身に浴びる彼が近付くごとに、それは波紋の如く私に押し寄せてくる。

「帆夏」

　目の前で立ち止まった樹さんが、溜め息交じりにはっきりと私の名前を呼んだ。

　その途端、私たちを取り巻く歓声が、ひと際大きくなった。

「なっ……なんてこと言ってるんですかっ」

「へ？」

　頭が真っ白で、なにを言っていいのかもわからない。私は完全にパニック状態で、そんな第一声を発した。

「まだ混乱してるくせに！　こんなところで発表しちゃったら、後戻りできないんですよ!?」

　頭を抱え込んでまくし立てる私に、「はあ？」と呆れ返った声が浴びせられた。

「まさかと思うけど、後戻りするつもりでいたのか。末長くよろしくって言ったの、お前だろうが」

　たくさんの大物たちの視線を浴びながら、私の前に立っている樹さんは、いつもと同じ、私を小バカにしたような目を向けてくる。

「こんな大勢の前で、俺に赤っ恥かかせる気か？　ふん。できるもんならやってみろ」

　さっきまでは誰が見ても文句なしの立派な社長令息だったのに、樹さんはいけしゃあしゃあとそう言って、パンツのポケットに手を突っ込み、ふんぞり返った。

「できません！　というか、私がするわけないじゃないですかっ……」

　思わずムキになって言い返すと、もうひとつふんと鼻を鳴らす音が聞こえた。

「だったら俺の手を煩わずらわせる前に、大人しく演壇に上がってこい」

「でもそんなことしたら、樹さんの方がっ……！」

「俺？」

「……いいんですか。私から、逃げられなくなるのに」

　そう言って俯き、ギュッと手を握りしめる。

　頭上から降ってきたのは、小さな溜め息だった。

「お前、俺を宝物にするって宣言したの、忘れたのかよ？」

　樹さんはそう言って、私の左手を掴んだ。ポケットから出したもう片方の指先でなにかを摘まみ上げている。樹さんを追って檀上から移動してきたライトに反射してキラッと光り、一瞬なにかわからなかった、けれど。

「これ、返却は受けつけないから」

　樹さんはそう言いながら、それを私の薬指に滑らせた。

　わずかに重みを感じる左手に、私は呆然と視線を落とした。あまりにキラキラしているから、ライトを浴びていては、なんなのかはっきり確認できない。

　そおっと手を上げて目の前にかざしてみて、やっとそれが指輪だと目で認識した。

「う、そ。……こんな」

　小さなダイヤモンドがたくさん散りばめられた、花がモチーフのプラチナリング。信じられないくらい豪華だけど、ふんわりした印象の、かわいい指輪だった。

「帆夏のために作らせたものだから、他の誰かにやるわけにもいかないし返されても困る。俺は逃げる気もないから、お前もつべこべ言わずに俺のものになる覚悟決めろ」

　樹さんはどこか拗ねたような表情を浮かべて、私から顔を背けながらそう言った。そして、リングをはめてもらった左手に見惚れる私の手を掴み、今通ってきた花道を引き返し始める。

「い、樹さ……」

　強引に私を引きずって歩く樹さんの背中に、足をもつれさせながら呼びかけた。なにか言いたいのに、胸につかえて上手く声にならない。

「話なら後でちゃんとする。今はすごい注目浴びてて言いづらいから。とにかく一緒に来てほしい」

　そう言って、私の返事を待たずに、まっすぐ演壇に向かっていく。

　演壇の中央に躍り出ると、明るいライトに照らされて、私は目を眩ませた。

「お騒がせしました。私の婚約者、生駒帆夏さんです」

　コホンと一度咳払いした後、樹さんは私の肩を抱いて、たくさんの招待客に〝婚約者〟と紹介してくれた。

　ライトがあまりに眩しくて、目を開けていられない。演壇から見下ろした招待客たちの表情なんか、全然見えないけれど。前からも後ろからも、私と樹さんを取り囲むように、全方向から、温かい拍手と祝福の声が耳に届いた。

　その真ん中で樹さんの隣に並んで、私は――。

　鼻の奥の方がツンとして上手く声が出せなくて、ただ深々と頭を下げた。

　麻痺したまま動かない思考。

　込み上げる涙がこぼれないようにするのに、精いっぱいだった。










海風に抱かれるウェディング




　招待客たちが船内を見学している中、私は樹さんとふたりで広々とした甲板を歩いていた。

　冬空の下、東京湾に停泊中の豪華客船。障害物のない広い夜空を見上げると星がキラキラと瞬いていて、真っ暗な海に細い光を注いでいる。海と空の境界線が限りなく曖昧で、東京とは思えないくらい幻想的な光景。

　年の瀬の迫った冬の海風に晒されて、とても寒いはずなのに、私の頬はさっきから火照ったまま。時折吹きつける強い海風が、少しずつ少しずつ、私に現実の感覚を取り戻させてくれる。

　それでも、私の頭の中は真っ白でフワフワしている。樹さんが手を引いてくれているのに空想の世界にいるみたいで、これが現実だとまだ信じられない。

　私をここに連れ出した樹さんが、一歩前を歩いている。

　ついさっき、ふたりで歓声の渦に包み込まれた。温かくも感じ、冷やかしや妬ねたみの声も聞いた気がする。

　さっきの、なんだったんだろう……。

　ぼんやり考えながら、今唯一、私のものとは違う温もりを感じる左手にそっと視線を向けた。その途端にドクンと胸が騒ぎ、記憶の断片が私の中に戻ってくる。

　夜空の下、樹さんの手に包み込まれている私の手。こうして歩いていると見えないけれど、そこには確かに樹さんがはめてくれた指輪がある。

　フワフワしていた現実が、一気に私に押し寄せてくる。慌てて大きく顔を上げて、「樹さん」と呼びかけたその時。彼が、「くしゅっ」と肩を竦めてくしゃみをした。

「う～。寒」

　軽く鼻を啜る樹さんの背を見つめながら、私は足を止めた。私の手を引いていた樹さんが、つられたように立ち止まる。「どうした？」と軽い調子で振り向かれて、

「か、風邪ひきますっ。中に戻って話しましょう？」

　そう言った私に、樹さんはフイッと顔を背けた。

「中はどこに行っても、誰か来そうだしな。……お前、寒い？」

「いえ、私は大丈夫ですけど……」

「じゃあ、このまま。ふたりでいたい」

　抗いようもなくドキッとしてしまうことを簡単に言いのけて、樹さんはさらに甲板のど真ん中に進んでいく。

　確かに、ここから遠目に見えるプロムナードには、船内を見学する招待客の姿があり、時折歓声も聞こえる。だけど、吹きっ晒しの甲板には、私と樹さんしかいない。

　――ふたりきりだ。

　発表会の前までは、少しでも話したいと思っていたのに、いざとなるとなにをどう切り出していいかわからない。社長室に押しかけてしまったあの日から久しぶりに見る樹さんに、私が一番に言わなきゃいけないこと、なんだったっけ……？

「っ、ごめんなさい!!」

　くっきりと脳裏に蘇ったあの社長室での記憶。私は勢いよく手を引っ込めながら、そう叫んでいた。

「え？」

「私、樹さんの大切なオフィスで。社長室で、あんなこと……」

　まくし立てるように謝りながら、あの時の猛烈な恥ずかしさを思い出してしまう。

「……あ」

　樹さんも思い出したのか、私が頭を上げると、あの時と同じように大きな手で顔を隠していた。

「すみません！　すみませ……」

「帆夏が謝らなくていい。……あれは、あまりに不意打ちで驚いたけど、それだけじゃなくて」

　私の謝罪を遮って、樹さんは肩を落として溜め息をついた。

「どうせお前には無理だろうって思ってたんだ。だから本当に仕掛けられたら、ヤバいくらいドキドキして」

　樹さんはそう言って、ガシガシと髪をかき回した。綺麗にセットされていた前髪が乱れて、いつも私の前にいた樹さんが戻ってきたみたいな気分になる。

「お前のゆっくりなペースに散々焦れてたから。あの時は俺の方が……オフィスだってのに、欲情しそうだったんだよ」

　海風で、前髪がサラサラとそよいでいる。彼はちょっと早口で言い切ると、顔を隠していた手を離した。月明かりに照らし出されたその顔は、あの時と同じように赤く染まっている。

「あ……」

　樹さんの表情と言葉に、ドキンと胸の鼓動が大きく跳ね上がった。

「煩ぼん悩のう振り払って仕事に集中しようとしてたのに、あんなタイミングでお前が仕掛けてきたから……。いつも以上に冷たく突き放さないと、流されそうだった。なのに、冷たくしすぎてかえって気になって、あれからずっとお前のことばかり考えてた」

　樹さんはどこか自嘲するように笑うと、両手をパンツのポケットに突っ込んだ。目を伏せ、靴の爪先で軽く甲板を蹴飛ばしている。

　私はドキドキと胸が高鳴るのを感じながら、無意識に右手で左手を握りしめた。そこにはちゃんと、ついさっき樹さんにもらったばかりの指輪がある。樹さんの温もりが沁み入っていて、硬質な感触の指輪がとても温く感じる。

「樹、さん」

　彼が私にどんな言葉を告げようとしているのか。期待と緊張で、微妙に声が喉に引っかかる。

　樹さんは私の呼びかけを聞いて、わずかに首を傾げて再び私にまっすぐ目を向けた。

「帆夏。お前は俺にとって、押しつけられただけの厄介な婚約者。俺には選択肢はもちろん拒否権もなくて……正直初めは本当に、勘弁しろよって思ってた」

「……はい」

「でも……受け入れるしかないって腹くくって向き合ううちに、俺は……」

　なにも言えないまま、私は無意識に左手を握りしめる右手に力を込めていた。

　そんな私に樹さんが一歩近付いてくる。目の前に黒いタキシードの胸が迫り、私はそっと目線を上げた。

「俺とは全然違う育ち方して、考え方だって平行線なのに。お前のひと言ひと言に、ドキッとさせられる自分がいた。甘ったれで世間知らずのお嬢様だと思ってたのに、俺に対してはどこまでも図太くて……。ほだされる自分に抗えなくなってた」

　星が瞬く夜空を背にして、樹さんが私を見つめていた。彼の茶色い瞳に、今、私だけが映っている。

「ガキみたいな反応しか見せないお前をからかってるうちに、俺の方が焦れた。踏み込めば逃げるお前を楽しんでたはずなのに……求めても手に入れられないって、変な感覚、味わった。お前をベッドに組み敷いた時……今まで築いてきた〝春海樹〟が情けないくらい簡単に崩れていって、本気で余裕なくしてた」

　淡々と、まるで物語を朗読するように言って、樹さんは私から目を逸らした。

「このままじゃマズいと思って、マンションを出た。オフィスで顔合わせるのも、気持ちがかき乱されそうで、海上政策部から離れた。なのに人の気も知らないで、お前社長室にまで押しかけてきたから……マジで焦った」

　彼はちょっと困ったように目を細めながら、ゆっくりと私の頬に手を伸ばした。夜風に冷えた樹さんの手が、とても優しく私に触れる。

「お前の下手くそなキスにドキドキするとか……俺、どうなってんだよって、すごい動揺した」

「樹さん……」

　一瞬ビクッとしたけれど、火照った頬を冷やしてくれてとても気持ちがいい。

　私は、思わずその手に自分の手を重ねていた。樹さんは、その手に視線を落とす。

「これだけ俺を乱した責任、とれよ。帆夏」

　樹さんが、もう片方の手で意地悪く私の鼻を摘まんでくる。

「ふえっ……」

「いいか。お前はこの先一生俺以外の男を見るな。お前の中で一番の宝物にして、生涯俺だけを愛すると誓え」

「っ……」

　強い独占欲が感じられるその言葉に、私はきゅんとして言葉に詰まった。

　ドキドキしながら上目遣いで見つめると、樹さんも私の鼻から指を離してくれる。

「……お前は俺と違ってたくさんの宝物を得て育ってきた。その中で、俺が『なにより大切』って言われたのは、結構本気で嬉しかったんだよ」

　静かな口調でそう言った樹さんは、今まで見たことがないくらい柔らかい瞳で微笑んでいた。

「い、つき、さ……」

　これでもかってくらい胸がときめいて、彼の名前を呼ぶ声すらたどたどしくなってしまう。それでも。

「好き……大好き、です」

　会ったら言わなきゃ、と思っていた言葉を繰り返した。「ん」と短い返事が頭上から降ってくる。

「言われなくても、一生、樹さんだけです。樹さんは、私の一番大事な宝物。ずっとずっと……愛し続けます」

　樹さんの言葉に応えるように、私は心から溢れ返りそうな想いを必死に声に出して伝えた。

「うん」

　樹さんは目を細めて頷くと、私の肩に手を置き、そっと静かに抱き寄せた。

「まさかお前のこと愛おしいと思うようになるなんて、考えてもみなかった。お前に落とされるとか、一生の不覚としか思えないけど」

　どこかぼやくように呟いた後、樹さんは私を自分の胸に埋め込むように抱きしめた。そして――。

「……俺も、好きだよ。帆夏」

　ちょっと掠れた小さな声が私の耳をくすぐった瞬間、彼の胸が一瞬前より力強く拍動したのがわかった。今、樹さんが、心でも身体でも想いを告げてくれているのが感じられて、きゅうっと胸が苦しくなる。

「ふっ……ふええ……」

　あまりの嬉しさに、一気に込み上げてくる涙を抑えることができない。

　私は、彼の胸に顔を埋め、情けない声を漏らして泣き出していた。

「い、つき、さん。樹さんっ……」

　彼の背中に両腕を回し、私からもぎゅうっと強く抱きつきながら、何度も何度も愛しい人の名前を呼んだ。樹さんも、私を抱きしめる腕に力を込めて応えてくれる。

　私は樹さんの背中で、自分の両方の手を繋いだ。右手に、指輪の感触が伝わってくる。

「大好き。大好き……」

　ありったけの想いを、樹さんの胸に直接響かせるように、私は何度も繰り返した。

「はいはい」

　小さな笑いを含んだ彼の声が、私の耳にも届く。

「おい。……帆夏。一応言っとくが、覚悟しろよ」

「え？」

「俺がなにかを本気で欲しいと思ったのは、幼稚園児だった頃の記憶が最後だ。つまり……正直なところ、俺にもよくわからない。加減が」

「……え？」

　言葉の意味がよくわからず、私は彼の胸元からそっと顔を上げた。

　樹さんは私に回していた右手を解いて、私の髪を優しく指で梳いている。

「限度も考えずに愛でるかもしれないから。……そういう意味での覚悟」

　見上げた樹さんは、そう呟いてちょっと意地悪に口角を上げた。

　私はきょとんとしながら何度か瞬きをして、よくわからないまま「はい！」と元気よく返事をした、けれど。

「……お前、絶対意味わかってないだろ」

　ちょっと呆れたような、溜め息交じりの声で、樹さんがそう呟いた。

　首を傾げる私に苦笑しながら、樹さんはグリグリと乱暴に私の頭を撫でた。

「ひゃっ！　樹さん!!」

　思わず声をあげた私を、彼は再びぎゅうっと胸に抱きしめる。そして。

「あー……負けたよ。お前には」

　困ったような、楽しげな、なんとも言えない口調で、そんな言葉を呟いた。

「帆夏。俺を一生の宝にしたこと、後悔させない男になってやる。だから、俺についてこいよ」

　続けられた強気な言葉が、彼の胸元から振動するように直接私にも伝わってくる。

「っ……はいっ……!!」

　冷たい海風が私と樹さんに吹きつける。

　この寒さのせいか、プロムナードからも招待客の声は聞こえなくなっていた。だけど、彼の腕の中は春の木漏れ日が降り注いでいるみたいに、とてもとても温かい。

　夢のような幸せに包まれ、私は樹さんに強く抱きしめられたまま、そっと目を閉じた。




　そしてその夜――。

　樹さんと一緒にマンションに帰ってきた私は、彼が言った〝覚悟〟の意味を思い知らされることになった。

　久しぶりに一緒にいることに緊張しながらも、お互いにお風呂を済ませてリビングで落ち着いた時、壁の時計は午後十一時半を指していた。

　これまでずっと、事業発表会と婚約の準備に追われていた樹さんは、私と並んでソファに座り、テレビを観ながらうたた寝を始めた。

　肩に彼のこめかみがトンと当たるのを感じて、私はふふっと笑ってしまう。

「樹さん。もう休んでください」

　肩口の彼にそう声をかけると、「ん」と短い返事が返ってきた。

「樹さんのベッドも、ちゃんとシーツ替えてありますから」

　続けてそう促すと、さっきよりしっかりした声で返事をして、樹さんがゆっくり身体を起こした。黙ってソファから立ち上がり、まっすぐ自分の部屋に向かっていく。

　その背中に、「お休みなさい」と声をかけた。

　けれど樹さんはドアを小さく開けてから、私をゆっくり振り返る。そして。

「お前も来い。帆夏」

　そう言って、私にまっすぐ手を差し伸べた。

「えっ……」

　ドクンと鼓動が跳ね上がるのを感じた。無意識に胸に手を当てる私に、樹さんはフッと微笑む。

「おいで、帆夏。覚悟しろって言っておいたろ。早速、愛でてやる」

　意地悪に口角を上げて、樹さんは誘いを畳みかける。

「か、覚悟って……」

　そういうこと!?

　甲板での彼の言葉の意味をようやく理解した途端、私の顔はボッと火が出そうな勢いで真っ赤に染まった。それを見て、樹さんはブブッと吹き出して笑う。

「久々に見た。帆夏の茹でダコみたいな顔」

「ひ、ひどっ……」

　慌てて両手で頬を押さえつけて、少しでも熱を冷まそうとするけれど、無理だ。無理に決まってる。

　ど、どうしよう。

　昨日までは今夜こんなことになるなんて、まったく想像もしてなかったのに。

　目まぐるしい変化ばかりの一日で、私の気持ちはまだしっかりついていけず、樹さんになんて答えていいかわからない。

　肩を強張らせて俯く私の前に、樹さんが戻ってきた。

「帆夏」

　静かな声で私を呼んで、両手で私の頬を支えるように上向かせる。

「……俺に抱かれるの、嫌？」

　短く探るように問いかけられ、私は一瞬の間を置いた後、ゆっくり立ち上がった。そして、思い切って正面から抱きつく。

「い、嫌なわけないじゃないですか」

　ドキドキと心臓が騒ぐのを意識しながら、私は彼の胸に顔を擦りつけ、ギュッと固く目を閉じた。

「ちょっと怖いけど、樹さんなら、多分、平気……」

　声を上ずらせた私の頭を、樹さんがポンポンと叩いている。

「今夜じゃなくても、お前の初めては全部俺がもらうことになるから。帆夏。嫌じゃないなら、お前の全部、俺に委ねて」

　耳元の髪をサラサラと指に通しながら、樹さんが呟く言葉に、私の鼓動がドキンと飛び跳ねた。

「今欲しいんだ。……いい？」

　私の意思を訊ねかけてるはずなのに、まるで誘うように囁かれ、私は思い切って一度だけ頷いた。その返事を見逃さず、樹さんは私をひょいっと抱き上げる。

　樹さんの首に両腕でしがみつきながら、彼の背中で部屋のドアが閉まる音を聞いた。

　ゆっくりと、ベッドに横たえられる。背中でギシッとベッドが軋むのを感じながら、私に覆い被さる樹さんのキスを受け止めた。呼吸を整える間もないほど、熱く情熱的なキスが何度も降り注ぐ。

　壊れそうなくらい激しく打ち鳴る心臓。呼吸も乱れて苦しい。

「ふ、ううっ……」

　思わずくぐもった声を漏らすと、唇を離した樹さんがわずかに苦笑した。

「こういう時に、色気のない声出すな。バカ」

　そんなこと言ったって!!

　半泣きの顔で抗議しようとすると、彼が私の首筋にキスをした。軽く吸い上げられる感覚にビクッと身体を震わせる私をよそに、樹さんは唇を下へ下へと這わせていく。

「……心臓の音、すごい」

　シャツのボタンをひとつずつ上から外しながら、私の胸元から樹さんがそう呟いた。

　そんな指摘にも身体を強張らせる私の反応を見て、樹さんは一度ベッドに手をついて身体を起こした。そして、私を見下ろしながらキュッと唇を引き結んだ。

「帆夏。そんなに緊張されると、やりづらい」

「ご、ごめんなさい……」

　自分が情けない気持ちで反射的に謝りながら、中途半端にはだけたシャツをギュッと胸元で握りしめた。そんな私に、樹さんは一度ふうっと息をつく。そして。

「……俺だって、未だかつてないくらい、緊張してる」

「えっ……？」

「お前だけじゃないってこと」

　ちょっと困ったようにそう言って、樹さんは私の額に優しく口づけた。

「マジで惚れた女を抱くんだ。俺だって緊張してる。けど、それ以上に嬉しい。欲しい」

　彼が唇を離した後、私は無意識に額を手で押さえていた。

　とても優しい温もりに、私の胸はどうにもならないくらいきゅんきゅん疼く。

「樹、さん……」

「できる限り優しくしてやるから。力、抜いて」

　ボーッと見上げる私の視線をちょっと居心地悪そうに、小首を傾げてはにかむ彼のその言葉が、私の緊張を和らげる魔法になる。

　生まれたままの姿を見られるのも見るのも、顔から火が噴きそうなくらい恥ずかしかった。重なる肌が熱くて、熱に浮かされそうになる。

　樹さんの手や指や唇が、私の全身に甘い刺激を落とす。自分でも聞いたことのない声を漏らし、乱れる姿を見られるのが恥ずかしくて、泣きたくなる。

　だけど、私の名前を呼ぶ樹さんの声が、信じられないくらい優しくて甘くて。

　私ほどではなくても少しずつ乱れていく呼吸や、時折浮かべる余裕のない表情も。初めて知る樹さんに、どうしようもなく胸がときめいてしまう。

　私ひとりが蕩けそうになってるんじゃなく、樹さんも同じように心を乱し、私に夢中になってくれてる。それが感じられたから、心が震えて、抑え切れない涙がこぼれた。

　重ねた肌から、温もりが浸透して、想いが溶け合っていく。

　愛しい、愛しい人。

　私に、恋がどんなものかを教えてくれた、誰よりも誰よりも大切な人。

　初めて出会った時から恋い焦がれていた人が、今同じ想いを返してくれるこの幸せを胸に刻みつけて――。

　私は、樹さんと初めて結ばれた。




　七カ月後――。

　クルーズツアー就航を二カ月後に控え、初夏の空の下、プレツアーが催された。客船の処女航海を楽しむ乗客は、すべて特別に招待された人ばかりだ。

　アジア各国を巡る五泊七日、夢の船旅……見渡す限り青い空と広い海という絶景の中。華やかなパーティーが行われているホールを抜け出し、私はひとり甲板に出てきた。

　誰もいない甲板で大きく両腕を広げると、全身にちょっと湿った海風を感じる。そのまま青空を仰ぎ見ると吸い込まれてしまいそうで、思わず、「うーん！」と声が漏れてしまうほど気持ちがいい。

　七カ月前の冬の夜、私はこの場で樹さんと正式に婚約した。あの時は冷たかった風が、今は剥き出しの肩にも生暖かい。

　あれから、ふたつの季節が過ぎた。

　樹さんは社長補佐の任に就く頻度が多くなり、社内外でも『トップ交代も近いんじゃ……』と噂されている。今日のこのプレツアーと、記念すべき第一回のクルーズツアーに向けて、いつも忙しそうだった。

　私は社会人二年目を迎え、樹さんや先輩たちに日々これでもかってくらい怒られながら、天性の前向きさで変わらず頑張って仕事をしている。オフィスで会う機会は減ってしまったけれど、樹さんが婚約を発表してくれたおかげで、私たちは社内でも公認カップル。お試し同居は解消して、あのマンションで婚前同居を続けている。

　ひと言で言うと、死ぬほど幸せだ。青木さんに『どう？』と聞かれて素直に答えたら、『一番下っ端のくせに公然と惚気てんじゃないわよ！』と真剣に怒られてしまったけど、とにかく夢のように幸せだ。

　つい一年前は、自分でも想像できなかったけれど、樹さんとの恋は最高。

　オフィスでは相変わらずキリッと辛辣に私をいじめて……いやいや、指導してくれるけど、家でふたりきりになると、樹さんは素敵な婚約者。私の想像以上にエッチなのがたまに困るけど、それもまた私をめくるめく大人の世界に誘ってくれる。

　そしてきっと、今夜も……。

「っ、わ、私、なにをいやらしい妄想してるの！」

　一気にピンク色に染まった頭の中で繰り広げられる官能的な妄想を、私は慌てて払いのけた。ポッと火照った頬を手で押さえながら、ジタバタと足を踏み鳴らした、その時。

「帆夏。お前、主役が客ほったらかして、こんなとこでなにしてんだ」

　海風に身を任せていた私の背後で、革靴がカツッと音を立てるのが聞こえた。慌てて気を鎮めながら振り返ると、髪をすっきりと固めた樹さんが、呆れた顔で腕組みしていた。

「なに挙動不審なことしてるんだよ。お前がいなきゃ、格好つかないだろ」

　その姿と言葉に、一瞬、脳裏をよぎった記憶が重なってクラッとする。

　七カ月前も彼は正装だった。あの時は黒いタキシードだったけど、今は……。

「……でも、なかなかいい光景だな。海のど真ん中で、純白のヴェールを風にはためかせる花嫁。お前なのが少々残念だが、人生のうちでそうそう見れるもんじゃないと思えば……」

　振り返った私から少し離れた場所で立ち止まり、樹さんは目を細めながら首を傾げる。

　その言葉は、相変わらずどこか意地悪。それでも、私を見つめる樹さんの優しい瞳にドキッとしながら、私は海風にはためくヴェールを軽く手で押さえた。

　そう。このプレツアーは、私と樹さんのウェディングクルーズツアーなのだ。

　私はついさっき階下のホールで親族に見守られて、樹さんとの結婚式を終えたばかり。今は親族同士で砕けたムードの立食披露パーティーが行われている。

　親族といえど、事業発表会の時に負けず劣らず豪華な顔ぶれで人数も多い。

　人に酔って、外の風に当たりたくなり、つい出てきてしまった。華やかなドレスに身を包んでいるというのに、私は七カ月前の思い出に浸ってしまっていた。

「ご、ごめんなさい。すぐ戻りますね」

　樹さんはさっきから姿勢を変えずに私のドレスを見つめていて、なんとなく照れくさい。だって式の前に控え室に来てくれた時は、いつもと同じ意地悪な目で『ドレスに着られてるみたいだな』ってからかわれたから。私の方は、樹さんの純白のタキシード姿に見惚れて、式の間もずっとドキドキしてたっていうのに。

　ちょっと悔しい気持ちになりながら、私は船首に背を向けて、樹さんの方に足を踏み出した。あまり履き慣れていない高いピンヒールが、床の継ぎ目に引っかからないようにゆっくり歩く。

　そうやって樹さんの横に並ぶと、樹さんは顎に手を当てて、しげしげと私を見下ろしてくる。

「あの……。樹さん、さすがに見すぎです……」

　照れくさいを通り越して恥ずかしい。ドキドキと鼓動が高鳴り出して、白いグローブをはめた手で彼のタキシードの袖をキュッと摘まんだ。

　それでも、樹さんは私に視線を落としたまま、小さくふふっと笑う。

「なあ、お前。さっきひとりでなにを考えてジタバタしてたんだ？」

「え」

　わざわざ背を屈めて私の顔を覗き込んで探ってくる樹さんに、私はギクッとして短い声で聞き返す。

「なにって、なにも……」

　心の中を見透かされる感覚にジワッと変な汗が滲むのを感じながら、私は頬を引きつらせてごまかした。

「なにも、なわけないだろ。当ててやろうか？」

「えっ」

　ふたりきりになると素敵な婚約者……いや、もう夫とはいえ、意地悪なところも健在だ。そんな彼がニヤッと笑うのを見て、私はワタワタと慌てた。

「い、樹さん！　お客様ほったらかしにして、こんなとこにいたらいけません！」

「ほったらかしたのはお前だろ」

「はい、だから戻らなきゃ！」

　悲しいくらい挙動不審に焦りながら、私は彼の横を通り過ぎようとする。

「ちょっと待て、帆夏」

　けれど、すれ違い際に、腕を掴まれ足を止めてしまった。思わず振り返った私に、樹さんは目を細めて顔を寄せた。そして。

「俺も楽しみだよ。今夜。……初夜」

　耳元に、わざとゆっくりと囁かれる。途端に私の心臓がドキンと跳ね上がった。

　大きく目を見開き、あわあわして口をパクパクさせる私に魅惑的に微笑みかけ、樹さんはすぐにスッと姿勢を正し、私の腕から手を離した。

「せっかくの記念の夜だ。今夜は趣向を凝らして楽しむか」

　妖しい笑みを浮かべてそんなことを言われ、私はただ絶句する。

　樹さんは、そんな私の額を指でパチンと軽く弾いた。

「痛っ……！」

「ほんと、茹でダコみてえ。……でも、その格好、いいかもな」

「は？」

　口元に手を当てて、「ふむ」と頷く樹さんに、私はドキドキしながら首を傾げた。

「久しぶりにお前から仕掛けてこいよ。ウェディングドレス着たままで」

「はいっ!?」

　樹さんのとんでもない言葉に、私は真っ赤な顔でギョッとした。

「し、仕掛けてって。それはもう終わった話で……」

「終わってない。一生続くんだよ。社長室であんなキスしてきたわりに、あれからまったくお前の方からはしてこないから、俺もいい感じに焦れてるんだけど」

　涼しい顔をしてシレッと言う樹さんに、「どこが!?」と叫ぶように言い返した。

　私にとってはあのキスは言わば火事場のバカ力のようなもの。追いつめられた気分だったし、完全に気が昂っていたからできただけ。あんな恥ずかしいこと、もうできない！

「たまにはしてほしいんだよ。お前の方から」

　慌てふためく私をおもしろそうに観察しながら、彼はあっさりそう言った。

「俺がお前を大事にするのと同じように、お前が俺を大事にしてるっていうの、たまには行動で示してみろよ」

「っ」

　そう言われてしまうと、私からなにもできないのが、愛情が足りないと言われてるみたい。それはもちろん心外だし、この心の中を全部樹さんにさらけ出すことができるなら、私から仕掛けることくらい!!

　自分を煽って鼓舞した私は一歩弾むように足を踏み出し、樹さんの白いタキシードの胸元に飛び込んだ。

「うわっ……」

　勢いよく抱きついたせいか、一瞬樹さんの身体がグラッと揺れた。けれど、すぐに力強い腕に支えられる。私は無我夢中で彼の背中に腕を回し、ぎゅうっと抱きしめた。

「……おい。それだけか？」

　わずかな沈黙の後、ちょっと呆れたような声が頭上から降ってくる。

「すみません……。ここじゃ、恥ずかしいです……」

　私も彼の胸に顔を擦りつけたまま、消え入りそうな声で謝った。

　抱きつくだけでドキドキする。彼の体温を感じるだけで胸がいっぱいになる。これ以上の幸せを自分から仕掛けるなんて、なんだかバチが当たってしまいそうで怖くて怯む。

「はあ」

　声に出して溜め息をついた樹さんに、私はもう一度小さな声で謝った。

　それに返ってきたのはボヤくような声。

「ここじゃなくたって恥ずかしいんだろ？　やれやれ。これじゃあ、お前に主導権取ってもらおうなんて、一生無理そうだな」

「えっ？」

「……いや、やっぱいい。お前は、なにも知らなくて」

　そう言って、樹さんは私の腕を自分から剥がし、その手を私の顎に着地させた。その指先で軽くクイッと私の顔を上に向かせると……。

「帆夏、愛してる」

「……っ!!」

　蕩けそうな甘い微笑みで、痺れそうな愛の言葉を私に告げてくれる。

　ドキンと鼓動のリズムを狂わせ、私はさらに頬を赤く染めた。

「今夜も、俺がたっぷり愛してやるよ」

　そう言って、彼は私に覆い被さるようにキスをした。軽く啄むようなキスが、徐々に甘く深いものに変わっていく。

　海に囲まれた青空の下、頬や肩を撫でるようにそよぐ海風に白いヴェールをはためかせて、私たちは何度もキスをした。
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　雲ひとつない澄み切った青空の下。深い海との境界線がわからなくなるほど融合した、青一色に染まった空間で、白いベールをはためかせて佇む花嫁。

　神々しいほど美しいと思った帆夏の姿が、三カ月経った今もなお、俺の脳裏に焼きついて離れない。

　俺は、あれからもずっと、ずっと……。




　秋も深まりゆく十月――。

　平日の五日間を朝から晩まで忙しく働き、迎える週末は、帆夏と水入らずで過ごせる至福のひと時だ。

　高級タワーマンションの高層階の角部屋。寝室の大きな窓にかかるカーテンのわずかな隙間から、穏やかな太陽の光がひと筋射し込んでくる。

　夏の日光と違い、ギラギラと尖るような殺人的な威力はない。太陽の優しい光が、室温を徐々に心地よく上げていく。

　小春日和の予感がする、清々しい朝がきた。

　全身に気怠さを残したまま、閉じた瞼の裏が白んでいくのを感じた。同時に意識の靄が晴れ、俺は覚醒へと導かれていく。

「ん……」

　掠れた声で唸り、寝返りを打った。無意識に腕をまっすぐ横に伸ばし、帆夏の温もりを、感触を探す。

　俺の手はすぐに彼女に触れた。帆夏がピクッと肩を震わせ、小さな寝言で反応する。

「いつ、き、さ……」

　名前を呼ばれて目を開けると、帆夏は俺に擦りつくように身を丸めていた。猫みたいに『ふにゃあ』と鳴き声をあげて、今にもゴロゴロと喉を鳴らしそうだ。

　腕を支えに上体を起こす。足を投げ出して座り、帆夏の柔らかい茶色い髪を撫でた。

　俺が起き上がったせいで少し掛布団が捲れ上がり、帆夏の肩口が外気に晒される。反射的に身を縮める帆夏に布団をかけ直して、俺はベッドから足を下ろした。

　床から拾い上げた白いシャツを腕に通し、羽織っただけで立ち上がると、背後からか細い声が聞こえた。

「ん……樹さん……？」

　まだ寝ぼけてぼんやりした声。振り返ると、帆夏が薄く目を開け、俺を見上げていた。

「悪い。起こしたか。帆夏、もうちょっと寝てろ」

　起き上がろうとする彼女の額を軽く押して、そこに背を屈めてキスをする。

　帆夏は一瞬きゅっと目を閉じ、俺が唇を離すと再び目を開けた。

「身体、キツいだろ？」

　そう言いながら身体を起こす。

　帆夏はパチパチと瞬きをした後、勢いよく首を横に振った。

「だ、大丈夫です、全然！」

「へえ……全然？」

「う……もうちょっとしたら、朝ご飯作りますね……」

　薄暗い寝室でも、帆夏が真っ赤に顔を染めたのがわかる。口ごもって消え入りそうな声を漏らし、布団の中に隠れる彼女を見て、俺はクスッと笑った。

「ゆっくりでいいよ」

　ひと言残して、寝癖のついた髪をかき回す。欠伸の漏れる口を手で覆いながら寝室を出た。

　洗面台の前に立ち、歯ブラシを口に咥える。鏡に映った自分を眺めてから、俺は深い溜め息をついた。

「がっつきすぎだろ、俺」

　昨夜の自分を思い出すと、さすがに恥ずかしくなる。

　俺が帰宅したのは、日付が変わる少し前だ。シャワーを浴びて寝室に入ると、帆夏は先に眠っていた。

　ベッドに潜り込む気配で起こしてしまったのか。彼女が、『ん』と小さな声を漏らして、うっすらと目を開けた。

『あ……お帰りなさい、樹さん』

　まどろんでいた帆夏は、いつも以上にボヤ～ッとした顔で、へにゃっと笑った。そんな顔にも、ドキッとした。

『……起きたなら、抱かせろ』

　何度もパチパチと瞬きをする帆夏に、俺は――。

「……ケダモノか、俺は」

　鏡に映る自分に、右の拳を打ちつけた。

　まっすぐ腕を伸ばしたまま、がっくりと顔を下に向け、自己嫌悪に陥った。

　最近、自分でも思う。

　俺は今、妻に溺れている。

　きっと、帆夏以上に、俺の方が。




　その後少しして起きてきた帆夏と、遅めの朝食をとった。

　午前十時。リビングのソファに座り、タブレット端末を膝に置く。昨日持ち帰った仕事を始めると、洗濯カゴを持った帆夏が、ベランダに続く大きな窓に向かってヨタヨタと歩いていった。それを見て、俺はスクッと立ち上がる。

　代わりに持ってやる……にはタイミングが遅く、結局窓を開けてやるしかできなかった。それでも帆夏は俺を見上げ、「ありがとうございます」と言ってニッコリ笑う。

　なんとなく目を逸らし、「ああ」とだけ返事をした。

　無駄に跳ね上がった鼓動を抑えるために、気付かれないように深呼吸をする。

　帆夏の方は平然として、サンダルをつっかけてベランダに出ていった。

「あ、帆夏」

　帆夏が窓を閉めようとするのを、とっさに手を伸ばして阻む。

　彼女は「はい？」と、顔だけで俺を振り返った。

「明日。なにする？って聞いてあったろ？」

　脱水したてでクシャクシャになった俺のワイシャツを、パンパンと音を立てて広げながら、帆夏が小さく首を傾げた。

「とぼけんな。お前の誕生日。お祝いするからって言っただろ」

　彼女の反応に焦れて、俺は窓枠に背を預け、ハアッと声に出して溜め息をついた。腕組みをしてジトッと睨むと、帆夏はヒョコッと首を縮めた。

「なにが欲しい？って聞いても、お前ほんと物欲ないし。なにがしたい？って聞いても、『いつも通りでいいです』じゃあ……。俺、女の誕生日なんかまともに祝ってやったことないし、言ってくれなきゃわかんねえから」

　ほとんど愚痴だとわかっていながら、俺は困り果ててそう言った。

　今まで俺には、祝ってやりたいと思う女がいたことがない。恥ずかしいことに、こういう時、なにをしてやったら帆夏が喜ぶか、本気で思いつかなかった。

「えっと……。本当に、いつも通りでいいんですよ。私」

　だというのに、帆夏の返事は、俺を焦らして楽しんでるんじゃないかと思うほどつれない。

「だから。それじゃ俺の気が済まない」

　そう返しながら、俺のワイシャツをハンガーにかける帆夏を見つめる。

「去年俺、なにもしてやれなかったから」

　そう。帆夏の誕生日を知ったのは、正式に婚約した後のこと。去年、同居してすぐの頃に終わっていて、俺は知らないまま完全にスルーしてしまっていた。その事実を知って、結構本気で愕然とした。

　どう思い返しても、寂しい誕生日にしてしまったとしか思えない。それが申し訳なくて悔しい。今年こそは、と俺なりに意気込んでいた。

「じゃあ、去年の分も。樹さんが、一日中一緒にいてくれれば。それがいいです」

　返ってくる答えは予想していたけれど、俺は弱り切って溜め息をついた。

「それじゃ、いつもと変わらない」

「だから、ほんとに。だって、樹さんがお祝いしてくれるなんて嬉しくて。気持ちだけで十分……」

「気持ちだけって。……ほんっと、相変わらずだな、帆夏」

　焦れてつい畳みかけると、帆夏が小さく口ごもる。俺も言いすぎたことを自覚して、口に拳を押し当てた。

　まさに一年前。俺と帆夏は正式な婚約を前に、お試し同居をした。物心ついた頃から政略結婚は覚悟していたし、今さら抗うつもりもなかったけれど、オフィスで後輩として現れた帆夏を、俺は〝甘ったれたふざけた女〟としか思っていなかった。

　そんな彼女との婚約……。受け入れるしかないとわかっていても、覚悟を決めるための時間稼ぎのつもりで、俺が親父に提案した同居だ。

　帆夏がどう感じていようとも、彼女を拒むつもりは端からなかった。俺は、政略結婚に屈するつもりで、大袈裟に言えば、人生を諦めようとしていただけ。

　ところが帆夏は、俺と恋がしたいと言った。俺のことが好きなくせに、俺が彼女を好きになれなければ、破談にしてくれ、とも。

　俺の気持ちを尊重しようとする帆夏の考えは、俺にとって理解しがたいものだった。だからこそ……興味を抱き、心を動かされたのも事実だった。

　彼女の望み通り、心で向き合ってみようと決めた。

　しかし、恋愛経験のまったくない帆夏と、軽い遊びの付き合いしかしてこなかった俺では、速度も温度も感覚も……なにもかもが違っていた。

　まっすぐに気持ちをぶつけてくる帆夏に、俺が先に焦れた。

　俺は帆夏と違い、恋愛などセックスだけで十分だった。それでも、彼女から俺を求めるように仕掛けるうちに、気持ちが引きずられ始めた。

　人にも物にも執着したことのない俺が、帆夏への独占欲に乱され――。

　足並みの揃わない心と身体にペースが狂って、帆夏を無理矢理ベッドに押し倒した時、俺の方が彼女を強く欲していることに気付いた。

　ざわざわする心に戸惑い、帆夏と距離を置く決意をして、俺は一度このマンションを出た。それなのに、初めて帆夏から仕掛けてきたキスに死ぬほどドキドキして動揺して……。

　帆夏に、落とされた。そう認めるしかなかった。

　決意表明のつもりで、事業発表会の場で彼女にプロポーズをした。その後正式に婚約して、お試し同居を同棲に変え……今は無事に結婚式を終え、新婚三カ月目に突入。

　相変わらず奥手な帆夏に対して、俺は気持ちも行動も制御できない。

　今となっては、俺の方がずっと帆夏を想っている。帆夏の心も身体も、四六時中欲しいと思う。おかげで、いつも俺ばかりが積極的だ。

　たまには彼女から求めてほしい。俺と同じくらいの熱情を見せてほしい。

　叶わない願望は、俺を、まるで片想いをしているような、そんな錯覚に陥らせる。

「もっと俺を欲しがれよ、帆夏……」

　思わず漏れた本音を、唇に当てた拳でなんとか抑え込む。

　聞こえたのか聞こえなかったのか、帆夏が「え？」と、身体ごと正面から俺に向き合った。

　少し段差のあるベランダに立っている帆夏は、俺の胸元の高さから見上げている。

　俺は窓枠に突いた手を支えにして、彼女の方に背を屈めた。

「あの、樹さ……？」

　帆夏が呼びかけてくるのを遮るように、その唇にキスをする。

「んっ、ん……」

　帆夏が、鼻を抜けるような声を漏らして、俺のキスに応えた。

　触れ合わせるだけの軽いキスじゃ足りなくて、俺は彼女にさらに覆い被さる。帆夏が背を仰け反らせるから、片腕でその背を支えた。何度か舌を絡ませてから唇を離すと、帆夏はポーッとした目で、俺を見つめていた。

　そのトロンと潤んだ目と火照った顔に、不覚にもドキッと胸が跳ね上がる。

　俺は腕を引っ込め、くるりと背を向けた。

「……なんか俺の片想いみたいだ」

「えっ、樹さ……」

　帆夏が戸惑ったような声で俺を呼んだ。それでも俺は背を向けたまま、彼女にひと言言い捨てる。

「明日までに、考えておけ。誕生日、どう過ごしたいか」

　帆夏が息をのむ気配を背中で感じながら、俺はリビングに戻った。




　その夜――。

　明日の希望を聞いてから寝ようと思っていたが、今夜に限って、帆夏の風呂がやけに長い。

　帆夏は今朝からずっと考えていた様子だった。待ってみても返事は聞けそうにないと思った。

　まだ午後十一時半を回ったところだ。普段より早いが、明日に備えようと、俺は先に寝室に引き上げた。

　帆夏は風呂に浸かりながら、今も考えているのかもしれない。

　彼女の希望を叶えたかったけれど、悩ませてしまっては元も子もない。仕方ないから、普通にデートに連れ出すか。

　俺はそう妥協してベッドに入った。ベッドライトを消して、そっと目を閉じる。

　俺も人のことは言えないが、物に対して欲がないというのも、なかなか困ったものだ。気持ちだけで十分と言われてしまうと歯痒い。触れ合いを求めるのも俺だけのような気がして、なんとも切ない妙な気分だ。

　せっかくの誕生日。もっと特別なことをしたかったけれど、久しぶりにドライブにでも行くか……。そんなことを考えるうちに、俺はウトウトし始めた。

　意識の片隅でドアが開く音を聞いた。帆夏が寝室に入ってきたのがわかる。

　枕元のライトが灯ったのか、閉じた瞼の裏が一瞬明るく発光した。そして……。

「……？」

　唇に、なにか柔らかいものが触れた。目を閉じていても、なにをされているかはわかる。しかし、帆夏からというのは、なかなかのレアケースだ。

　それなりに驚きながら、感触が離れていくのと同時にゆっくり目を開けた。

「……なに？　珍しいね。お前から……」

　からかうつもりで口角を上げたものの、笑い出す前にギョッとして、俺は大きく目を見開いた。

「なっ……帆夏……!?」

　眠気なんか一気に覚めて、飛び起きようとした。

　帆夏は、ベッドに膝立ちで俺の腹に跨っていた。それだけでも十分衝撃だが、俺が度肝を抜かれたのはそこではない。

　両肘をついて上体を支えながら、俺は呆然として彼女を見上げた。

「あ、あんまり見ないでください」

　帆夏は俺の視線から逃げるように、ポッと頬を赤らめて顔を伏せる。

「いや、見ないでって言われても……」

　俺はまじまじと帆夏を見つめ、頭の先から視線を下ろしていった。

　驚くのが当然で、もちろん見るなと言うのも無理な話。帆夏はあまりにらしくない、かなりセクシーな下着……黒いベビードール姿で、俺の上に乗っかっているのだから。

　顔を背けて恥じらう彼女を凝視したまま、俺はゴクッと喉を鳴らしてしまった。

「十二時……回ったので、もう私の誕生日です」

　帆夏は緊張しているような硬い声で、俺にそう言った。

「あ、ああ。……おめでとう、帆夏」

　なんとか平静を装って祝いの言葉を告げたものの、俺の心臓はバクバクとすごい音を立て始める。

　帆夏は伏し目がちに、「ありがとうございます」と呟いた。しかし、それだけで凍りついたように固まってしまい、寝室に微妙な沈黙が流れる。

　なんで帆夏が自分の誕生日に、こんな……エロい格好で、俺の上に乗っかっているのか。

　意図を探って俺がジッと見つめているせいか、薄暗い寝室でも、彼女の顔が真っ赤に火照っていくのがよくわかる。

「……で？」

　無言の間のおかげで、俺の鼓動はいくらか落ち着きを取り戻し始めた。

「なんでお前、そんな格好で俺に乗っかってるんだ？」

　ベッドについた両肘で身体を支えたまま、努めて冷静に訊ねる。

　俺が淡々と質問したせいか、帆夏は「う」と口ごもった。

　随分と大胆なことをしでかしたわりに、彼女の反応はいつもと変わらない。それにホッとして、俺は帆夏を上目遣いで見つめた。

「誘われてるようにしか、見えないんだけど？」

「……誘惑してるんだから、それでいいんです」

　また、全然らしくない返事が返ってくる。

　帆夏は落ち着かない様子で胸元を両腕で隠し、拗ねたように唇を尖らせた。

「それとお前の誕生日と、どういう関係があるんだ？　まさか……ベッドで主導権取りたいとか？」

　自分でもまさかな、とツッコミながら、質問を畳みかける。

「……できんの？」

「む、無理！　ですけど……樹さんが、片想いなんて言うから」

「え？」

「私の気持ちが足りないみたいなこと言われて、悔しかったから。こんなにこんなに好きなのに、私が樹さんに色仕掛けできないからって」

　どこか悔しげに言う帆夏にドキッとしながら、俺はしっかりと上体を起こした。彼女の足の間から抜け出し、ベッドの上で胡坐をかくと、帆夏も膝を曲げてペタンと座り込んだ。

「色仕掛け、ねえ……。それでその下着？」

「だったらやってやる～！って。勢いづくかと思ったんですけど……」

　不貞くされる帆夏に苦笑しながら、彼女が身に纏うベビードールの裾を摘まみ、ピラッと捲り上げる。

　帆夏は「ひゃっ」と小さな悲鳴をあげて、慌てたようにレースの裾を手で押さえた。その反応を見て、俺はクッと肩を揺らして笑う。

「やらかしておいて、照れるなよ」

「め、捲るなんてエッチです」

「こんなの、捲れって言ってるようなもんだっつーの。それに、むしろ着てる方が……って、お前が自分で買ったわけじゃないだろ。これ」

　そう言って、今度は肩紐をちょいっと下げてやると、帆夏は慌てたように裾から手を離し、俺の手ごと押さえ込んだ。そして、観念したようにそっぽを向く。

「……青木さんが」

「へ？」

　帆夏が口にした名前に、俺の声はわずかにひっくり返った。

「結婚祝いにって、くれたんです。……樹さんのお誕生日に着て見せてあげたら、きっと喜ぶわよ～って」

「喜ぶって……あのなあ……」

　その説明を聞いて、俺は思わず天井を仰いだ。

　納得。俺の同期の青木なら、こうやって帆夏を通して、間接的に俺をからかってくるのも想像できる。

「あ～……つまりなんだ？　お前、そんな前からこの下着隠し持ってたのか。……けど、俺の誕生日、そんなサプライズなかったけど？」

　俺の誕生日は八月。もう二カ月も前のことだ。

「私がこんなの着たって、樹さんが喜ぶわけない！って……。恥ずかしいし、ずっとタンスの肥やしにしてました」

　帆夏はプクッと頬を膨らませる。

　それを見て、俺はブブッと吹き出し、その頬をツンと人差し指でつついた。

「なのに、今頃どうして？　今は恥ずかしくないのか？　お前、また……」

「『茹でダコみてえ』って言いたいんでしょ。樹さん、相変わらず意地悪です」

　俺が最後まで言い切る前に、帆夏が言葉尻を拾ってまくし立てた。

　やはりよほど恥ずかしいんだろう。俺を睨む彼女は、どこかちょっと涙目だ。

　俺はクスッと笑いながら、帆夏の肩を掴んで自分の方に引き寄せた。

「悪い。これ、俺の生きがい」

「胸張って言わないでください。悪趣味です」

「お前のそういう反応、ツボなんだよ。……ほら、来い。仕方ないから、隠してやる」

　悪びれずに言い返し、胡坐をかいたまま片膝を立て、帆夏の身体を抱き寄せた。

「やっぱり、喜んでもらえなかった……」

　彼女はどこか悔しそうに呟き、身体を強張らせながらも、俺の肩にコツンと額をのせてくる。

　そんなことはない。そう言ってやろうか逡巡していると、

「……樹さん。片想いなんて、言わないで」

　ちょっと掠れた帆夏の声が、俺の耳をくすぐった。

「誕生日じゃなくたって、樹さんにしてほしいこと、私いっぱいしてもらってます。私の宝物の樹さんが幸せでいてくれるなら。笑ってくれるなら、それが最高のプレゼント。だから……」

　帆夏は早口でそう言って、俺の肩から額を離し、そこから俺を見上げてきた。

「私の誕生日は、樹さんが、もっといっぱい幸せになってください」

　真顔で言い切る帆夏に、俺はきょとんとして何度も瞬きを繰り返した。そして、「はは」と思わず声を漏らして笑ってしまう。

「俺の誕生日と変わらねえじゃないか」

「私がそうしたいんだから、いいんです」

　帆夏は少しムキになって即座にそう言い返してきた。

「それで、身体張ってサプライズ？」

　目を細めて訊ねると、帆夏は顎を上げてしっかりと俺を見つめてくる。

「……ほんと言うと、泣きたいくらい恥ずかしくて、なかなかお風呂から出てこれなかったんですけど……」

　掠れた声で呟いて、帆夏は俺の肩に顔を埋める。

　だから今夜はやけに長風呂だったのか、と頭の片隅で合点する。

「なのに、俺のために？」

　帆夏は一度頷いてから、ちょっと考えるように首を傾げた。

「樹さんに、『片想いなんかじゃない！』って伝えられるなら、って。ちょっと勇気出せたから。私のためにもなったのかな」

「俺に仕掛けるの、そんなに勇気必要なのかよ」

「当たり前です。……だって、私がこんなことしたって、樹さん余裕だし」

「バ～カ。……わかってないな、お前」

　そう言いながら、俺は帆夏の頬に触れ、顔を上に向かせる。彼女は思い切ったように、キュッと瞳を閉じた。

　俺は身を乗り出すようにして、帆夏にキスをした。促すことなく開かれた唇を割って、彼女の口内に舌を挿し入れる。軽く絡めると、帆夏からもわかりやすい反応が返ってきた。

「ん……樹、さん」

　帆夏が俺を呼ぶ声が、いつもよりとても甘く聞こえる。一瞬背筋がゾクッと震え、俺は少し強引に彼女をベッドに組み敷いた。帆夏はいつものように、トロンとした目で俺を見上げている。

　俺の胸の鼓動が、ドクッと大きな音を立ててリズムを狂わせた。それをごまかすように、一度ブルッと身体を震わせる。

「帆夏。どうしたい？」

　彼女を腕で囲い込み、見下ろしながら訊ねた。

　帆夏は潤んだ目を瞬かせて、「え？」と聞き返してくる。

「俺じゃなくてお前の誕生日なんだから。したいようにさせてやる」

「したいようにって……？」

　首を傾げる帆夏に、俺は心の中で『やっぱりな』と苦笑した。

「俺のこと、好きにしたい？　それともされたい？」

　わかりやすいように訊ね直してやると、帆夏は一瞬きょとんとした後、ワタワタと慌て出した。

「い、樹さんを好きに、だなんて！　無理、無理です！」

　彼女は涙目になって、勢いよく首を横に振る。予想通りの反応に、俺はクスッと笑った。

「ま、今日はお前の誕生日だし。〝俺にされたい〟方でいいってことだな。じゃあ……せっかくだから、それ、着たまましてやろうか？」

「き、着たまま？」

　帆夏はどこか困惑したように聞き返してくる。俺はその唇を再び塞ぎながら、帆夏の胸を下着の上からまさぐった。下着としてほとんど用を成していないベビードールは薄すぎて、じかに触れる感覚とそれほど変わらない。

「あ、んっ……」

　帆夏のくぐもった声にもゾクゾクする。ほんのわずかに唇を離して、俺は小さな吐息を漏らした。

「その格好、なかなか刺激的だし。ご要望通り、誘惑されてやるよ。着てても全然邪魔にならないから、たまにはそういうのもアリ。プレイだと思えば」

「っ、えっ……？」

「まあ……むしろ、裸よりもエロいと思うけど」

「ええっ。ちょ、待っ……」

　素で戸惑う帆夏の返事を聞かずに、ベビードールの裾を捲り上げながら、俺は彼女の首筋に顔を埋めた。軽く吸い上げるようにキスをして、白く滑らかな肌に唇を這わせていく。

　徐々に甘く途切れ途切れになる帆夏の声にも煽られる。こうなると、俺は今夜も、彼女の前でただの獣になるしかない。

　早くも呼吸を乱し始めた帆夏の胸元に唇を移動させた。下着の上からでもわかる尖った胸の先端にキスをして、口で愛撫を始める。

「ひゃっ……あ、あっ……」

　彼女が俺の肩をギュッと掴み、短い喘ぎ声を漏らす。

「や、やだ。樹さん、樹……」

　俺が与える快感に、帆夏が身を捩る。

「それ、やだ。お願い、ちゃんと……」

『嫌、嫌』と言うように、真っ赤な顔でプルプル震えながら、帆夏が消え入りそうな声で懇願した。俺はクスッと笑って、彼女の耳元で囁く。

「脱がしてほしい？」

　もういっぱいいっぱいになっているんだろう。帆夏はギュッと目を閉じて、うんうんと何度も首を縦に振った。

「ＯＫ。じゃあ、ちゃんと裸になろうか」

　そう答えて、俺は彼女のベビードールを捲り上げた。両腕を上げさせ、首から抜くように薄い布を剥ぎ取る。途端に、帆夏が俺にギュッとしがみついてきた。

「……樹さんも」

　短くねだる声に、俺はわずかに目を細める。

「いいよ。帆夏が脱がせて」

　帆夏の背筋をツッと指でなぞりながらそう言うと、小さな身体がビクッと震えた。

　ちょっと恥ずかしそうに俯いて小さく頷き、たどたどしい手つきで俺のシャツのボタンを外す。協力するように自分で袖を抜きながら、帆夏と肌を重ねた。

　風呂上がりの帆夏の身体の方が俺より少し温かい。

　彼女に溶けていきそうだ――。

　そんな感覚に身を委ね、腕の中にその身体をギュッと抱きしめた時。

「やっぱり、くっつく方が、落ち着く。幸せ……」

　帆夏が俺の胸元でそう呟くのが聞こえた。彼女の口から『幸せ』という言葉を聞けるのが、たまらなく嬉しい。

　俺は、「ああ」と短い返事をした。

「帆夏……」

　名前を呼びながら、ゆっくりと彼女に体重を預ける。

「もっと思いっ切り俺に溺れろ。俺の全部で愛してやるから」

　目を閉じた帆夏の耳元で囁いた。ちゃんと聞こえているのは、その身体がビクッと震えたのが伝わってくるから、よくわかる。

　彼女は小さく頷いてから、俺の背中に腕を回して力を込めてくる。

「樹さん、大好き……」

　帆夏の声に、ゾクゾクした刺激が背筋を駆け抜ける――。

「……それから、帆夏。もう小道具禁止な」

　もうひと言、その耳元にボソッと呟く。

　熱に浮かされるような短い声で聞き返され、俺は一度大きく身を震わせた。

　俺を求めるのに、こんなものに勇気を借りる必要なんかないということを、帆夏にもちゃんと伝えたい。

　ただでさえ俺は帆夏に溺れてるんだ。

「余裕なわけないだろ。こんな格好で帆夏に好きにされたら……俺の心臓がもたない」

「えっ？　なに……？」

　目の下を赤く火照らせた帆夏が、潤んだ瞳を瞬かせる。

「愛してる。……帆夏」

　返事の代わりに、俺はそう囁いた。
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あとがき




　作品をひとつ完結させる時は、いつも少なからず満足して達成感を持っています。後になって読み返して、『全然なってないな～』と思うことは多々あり、書籍化の際にはへこむほどの出来だったりもしますが、自分の作品に向き合うのは、いい勉強になっています。ところがこの作品に関しては、完結はしたものの……『もうちょっとどうにかできなかったかな』と、全然達成感がありませんでした。

　サイトで売れ筋の、『御曹司』『政略結婚』『同居』『オフィスラブ』をてんこ盛りにしてやろう！と、血迷って書き始めたものの、欲張りすぎて非常に中途半端になり、完結そのものが目標になってしまったせいです。

　最初に書籍化のお話をいただいた時、初めて躊躇しました。でも、自分で納得できる作品に変えるチャンスだと思い、通常の作業に入る前に事前改稿させていただき、書籍化に臨みました。結果、最初に書きたかったものを書き表すことができました。

　超前向きで能天気な帆夏と、超絶意地悪で口の悪い樹という主人公ふたりは気に入っていました。特に樹は、作者の私も手こずるほど、とにかくつれない（笑）！　ヒロインをこてんぱんにこき下ろしてくれるヒーローは新鮮で清々しく、作品前半の、鬼のように冷たい樹と、めげない帆夏のやり取りを書くのが楽しい作品でした。

　ご依頼があったので番外編を書き下ろしました。本編とは別人のように超絶甘々の樹が、帆夏の『決死の逆襲』に骨抜きになる様を、ご堪能いただけると幸いです。




　この場をお借りしまして、この本の制作にお力添えいただきました皆様に御礼申し上げます。

　担当編集の鶴嶋様。編集協力の妹尾様。今回も大変お世話になりました。ぜひ次回もよろしくお願いします。カバーイラストの北沢きょう様。ベリーズ文庫なのにいいのか!?と思うほど壮絶な色香を漂わせる樹を、かわいらしい帆夏がいい感じに中和していて……。セピア色のポートレートっぽいなと思った色合いも、あまり他にない雰囲気で、とっても気に入っています。素敵なイラストをありがとうございました。

　最後に、サイト、書籍でこの作品を読んでくださったすべての皆様に、感謝いたします。





水みず守もり恵え蓮れん


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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